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高校野球の国際試合
― 日 本 vs 韓 国 編 ―
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 日韓親善高校野球（京東[キョンドン]高校が韓国チームとして戦後初来日）

 日韓親善高校野球（大阪府選抜チームが訪韓  /   ソウル市選抜チームが来日）
 日韓親善高校野球（山口県選抜チームが訪韓 /  全韓国選抜チームが来日）
 日韓親善高校野球（千葉県選抜チームが訪韓）
 日韓親善高校野球（福岡県選抜チームが訪韓 /  韓国選抜チームが来日）
 日韓親善高校野球（島根県選抜チームが訪韓を予定していたが日韓関係悪化のため中止）
 日韓親善高校野球（島根県選抜チームが訪韓　 /  ソウル市選抜チームが来日）
 日韓親善高校野球（三重県選抜チームが訪韓　/  プサン地区選抜チームが来日）
 日韓親善高校野球（鹿児島県選抜チーム訪韓　 /  慶北地区選抜チームが来日）
 日韓親善高校野球（夏の選手権大会優勝校：東海大相模高校チームが訪韓）
 日韓親善高校野球（韓国選抜チームが来日）
 日韓親善高校野球（韓国へ初の日本選抜チームを派遣 / 韓国選抜チームが来日）
 日韓親善高校野球（日本選抜チームが訪韓）
 日韓親善高校野球（韓国選抜チームが来日 / 日本選抜チームも訪韓を予定していたが中止）
 日韓親善高校野球（夏の選手権大会優勝校：習志野高校チームが訪韓）
 日韓親善高校野球（韓国で開催　日本選抜チームが訪韓  /　韓国・信一高校チームが来日）
 日韓親善高校野球（韓国で開催　日本選抜チームが訪韓）
 日韓親善高校野球（韓国で開催　日本選抜チームが訪韓）
 日韓親善高校野球（韓国で開催　和歌山県選抜チームが訪韓）
 日韓親善高校野球 中止（韓国チームも来日を予定 [09.14vs神奈川選抜、09.15vs静岡選抜、09.17vs兵庫選抜] ）
 日韓親善高校野球（韓国で開催　日本選抜チームが訪韓）
 日韓親善高校野球（日本で開催　韓国選抜チームが来日）
 日韓親善高校野球（韓国選抜チームが来日 栃木・神奈川・東京・千葉の各選抜チームと試合）
 日韓親善高校野球（日本選抜チームが訪韓国）
 第１回日米韓三国親善高校野球（大阪で開催　韓国選抜チームが来日）
 日韓親善高校野球（日本選抜チームが訪韓）
 日韓親善高校野球（韓国選抜チームが来日 秋田・岩手・宮城・山形・福島の各選抜チームと試合）
 第２回日米韓三国親善高校野球（大阪で開催　韓国選抜チームが来日）
 第３回日米韓三国親善高校野球（韓国で開催　日本選抜チームが訪韓）
 第４回日米韓三国親善高校野球（日本で開催　韓国選抜チームが来日）
 第５回日米韓三国親善高校野球（米国で開催　日本２－３韓国　日本３－１３韓国）
 第６回日米韓三国親善高校野球（韓国で開催　日本２－４韓国　日本８－０韓国）
 日韓親善高校野球（韓国選抜チームが来日 福岡・長崎・熊本・鹿児島・沖縄の各選抜チームと試合）
 第７回日米韓三国親善高校野球（米国で開催　日本９－１韓国　日本８－９韓国 ）
 第８回日米韓三国親善高校野球（韓国で開催　日本６－４韓国　日本６－５韓国）
 第０２回 AAAアジア野球選手権大会（予選リーグ 　日本２－３韓国）　
 ※日本選抜－韓国選抜 試合なし
 第０３回 AAAアジア野球選手権大会 （２次予選　   日本２－１韓国）
 第１８回 ＡＡＡ世界ユース選手権大会（５位決定戦　日本０－０韓国） / 日韓親善高校野球（韓国選抜チームが来日）

 ※日本選抜－韓国選抜 試合なし
 第０４回 AAAアジア野球選手権大会（予選リーグ　日本３－１韓国　  準決勝　日本５－４韓国）
 ※日本選抜－韓国選抜 試合なし
 第０５回 AAAアジア野球選手権大会（予選リーグ　日本３－２韓国　　準決勝　日本３－４韓国）
 第２１回 ＡＡＡ世界ユース選手権大会（ ※日本選抜－韓国選抜 試合なし ）
 第０６回 AAAアジア野球選手権大会（予選リーグ　日本２－０韓国　  決勝　  日本５－４韓国）
 ※日本選抜－韓国選抜 試合なし
 第０７回 AAAアジア野球選手権大会（リーグ戦　　 日本１－１０韓国）
 ※日本選抜－韓国選抜 試合なし
 第０８回 AAAアジア野球選手権大会（予選リーグ　日本２－３韓国）
 ※日本選抜－韓国選抜 試合なし
 第０９回 AAAアジア野球選手権大会 （決勝　    日本６－１韓国）
 第２５回 ＡＡＡ世界野球選手権大会  （２次予選　日本４－２韓国　　５位決定　日本０－３韓国）
 第２６回 １８U野球ワールドカップ     （２次予選　日本１０－０韓国）
 第１０回 １８Uアジア野球選手権大会 （決勝　    日本１－２韓国）
 第２７回 WBSC U-１８ワールドカップ （スーパーラウンド　日本１２－０韓国）
 第１１回 BFA　U-１８アジア選手権大会（２次予選　日本３－１韓国） 1 1
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これは、高校野球の国際交流について韓国チームとの主な試合を各年ごとにまとめたものです
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※開催地の略記　日=日本、韓=韓国、米=ｱﾒﾘｶ、台=台湾、比=ﾌｨﾘﾋﾟﾝ、タ=タイ

083 1967.08.09 日 ● 岡山県選抜 6 9 ソウル市選抜
084 1967.08.13 日 ○ 奈良県選抜 4 0 ソウル市選抜

167 1976.08.18 日 ○ 智弁学園 5 3 信一高校
168 1976.08.19 日 ○ 大鉄高校 1 0 信一高校

081 1967.08.06 日 ○ 島根県西部選抜 11 6 ソウル市選抜
082 1967.08.07 日 ● 島根県東部選抜 3 9 ソウル市選抜

169 1976.09.02 韓 ● 日本選抜 1 3 韓国選抜

164 1975.09.27 韓 ○ 習志野高校 5 1 ソウル選抜

077 1965.12.05 日 ● 岩国市選抜 1 4 韓国選抜
078 1965.12.06 日 ○ 下関市選抜 6 3 韓国選抜

165 1975.09.27 韓 ○ 習志野高校 3 2 慶南高校
166 1976.08.17 日 ● 岐阜地区選抜 0 2 信一高校

079 1965.12.08 日 ○ 小倉市選抜 6 0 韓国選抜
080 1965.12.09 日 ○ 小倉高校 6 0 韓国選抜

161 1974.08.10 日 ● 三重県選抜 0 1 韓国選抜
162 1974.08.11 日 ○ 愛知県選抜 3 2 韓国選抜

075 1965.12.03 日 △ 千葉県新人 1 1 韓国選抜
076 1965.12.03 日 ○ 千葉県選抜 11 4 韓国選抜

163 1975.09.25 韓 △ 習志野高校 2 2 中央高校

158 1974.08.05 日 ○ 大阪府選抜 7 2 韓国選抜

071 1965.09.04 韓 ○ 福岡県選抜 6 0 仁川選抜
072 1965.09.05 韓 ○ 福岡県選抜 2 0 釜山選抜

159 1974.08.07 日 ● 岡山県選抜 0 2 韓国選抜
160 1974.08.08 日 ● 兵庫県選抜 1 3 韓国選抜

073 1965.12.01 日 ○ 大鉄高校 6 5 韓国選抜
074 1965.12.02 日 ○ 銚子商業 7 0 韓国選抜

155 1973.09.03 韓 ● 日本選抜 0 1 韓国選抜
156 1973.09.04 韓 ○ 日本選抜 2 1 韓国選抜

069 1965.09.01 韓 △ 福岡県選抜 1 1 仁川選抜
070 1965.09.02 韓 ○ 福岡県選抜 12 4 淸凉綜合

157 1973.09.05 韓 ○ 日本選抜 5 3 全大邱

152 1972.11.19 日 ● 柳井市選抜 5 6 韓国選抜

065 1965.08.28 韓 ○ 福岡県選抜 11 0 奨忠高校
066 1965.08.29 韓 ○ 福岡県選抜 2 1 城南高校

153 1973.09.01 韓 ● 日本選抜 1 2 韓国選抜
154 1973.09.02 韓 △ 日本選抜 2 2 韓国選抜

067 1965.08.29 韓 ○ 福岡県選抜 9 0 東大門商
068 1965.08.31 韓 ○ 福岡県選抜 1 0 中央高校

149 1972.11.13 日 ○ 明星高校 5 1 韓国選抜
150 1972.11.14 日 ● 奈良市選抜 3 16 韓国選抜

063 1964.09.06 韓 ○ 千葉県選抜 3 1 京東高校
064 1964.09.06 韓 ● 千葉県選抜 2 3 ソウル選抜

151 1972.11.16 日 ● 和歌山市選抜 0 5 韓国選抜

146 1972.09.03 韓 ○ 日本選抜 3 2 韓国選抜

059 1964.08.30 韓 ○ 千葉県選抜 5 0 徽文高校
060 1964.08.30 韓 ● 千葉県選抜 1 3 城南高校

147 1972.09.04 韓 ○ 日本選抜 2 1 韓国選抜
148 1972.11.12 日 ● 広島商業 1 4 韓国選抜

061 1964.09.05 韓 ○ 千葉県選抜 3 0 善隣商業
062 1964.09.05 韓 ● 千葉県選抜 3 4 ソウル選抜

143 1971.11.16 日 ● 鹿児島県選抜 0 4 韓国選抜
144 1971.11.18 日 ● 鎮西高校 3 7 韓国選抜

057 1964.08.27 韓 ○ 千葉県選抜 8 1 淸凉高校
058 1964.08.29 韓 ○ 千葉県選抜 6 3 培文高校

145 1972.09.01 韓 ○ 日本選抜 1 0 韓国選抜

140 1971.11.12 日 ● 北九州市選抜 1 5 韓国選抜

053 1964.08.23 韓 ○ 千葉県選抜 10 5 慶南商業
054 1964.08.23 韓 ○ 千葉県選抜 7 5 釜山選抜

141 1971.11.13 日 ● 大分選抜 0 6 韓国選抜
142 1971.11.14 日 ● 宮崎市選抜 0 1 韓国選抜

055 1964.08.24 韓 ○ 千葉県選抜 18 2 大田選抜
056 1964.08.26 韓 ○ 千葉県選抜 7 2 京畿工業

137 1970.08.30 韓 ● 東海大相模 1 5 培文高校
138 1970.09.01 韓 △ 東海大相模 0 0 培文高校

051 1964.08.21 韓 ○ 千葉県選抜 9 2 大邱商業
052 1964.08.22 韓 ○ 千葉県選抜 10 1 釜山工業

139 1971.11.11 日 ● 小野田市・宇部市選抜 0 7 韓国選抜

134 1969.11.16 日 ○ 松山商業 1 0 慶北地区選抜

047 1963.12.02 日 ● 宮崎商業 0 2 全韓国選抜
048 1963.12.06 日 ● 福岡電波 1 2 全韓国選抜

135 1969.11.18 日 ● 宇部市選抜 2 5 慶北地区選抜
136 1970.08.29 韓 ○ 東海大相模 5 0 培文高校

049 1963.12.06 日 ○ 福岡選抜 2 0 全韓国選抜
050 1963.12.09 日 △ 九州工業 0 0 全韓国選抜

131 1969.11.13 日 ● 高知商業 2 4 慶北地区選抜
132 1969.11.15 日 ● 香川県選抜 0 2 慶北地区選抜

045 1963.09.15 韓 ○ 山口県選抜 7 0 全釜山
046 1963.11.30 日 ● 全徳山 0 7 全韓国選抜

133 1969.11.16 日 ○ 松山市選抜 2 1 慶北地区選抜

128 1969.09.04 韓 △ 鹿児島県選抜 3 3 釜山選抜

041 1963.09.08 韓 △ 山口県選抜 6 6 全釜山
042 1963.09.10 韓 ● 山口県選抜 2 4 全ソウル

129 1969.11.09 日 ○ ＰＬ学園 3 2 慶北地区選抜
130 1969.11.11 日 △ 玉島商業 1 1 慶北地区選抜

043 1963.09.11 韓 ○ 山口県選抜 3 0 大邱商業
044 1963.09.13 韓 ○ 山口県選抜 11 2 全釜山

125 1969.08.31 韓 ● 鹿児島県選抜 1 2 ソウル選抜
126 1969.09.02 韓 ○ 鹿児島県選抜 5 2 大田選抜

039 1963.09.07 韓 ○ 山口県選抜 6 0 京東高校
040 1963.09.07 韓 ○ 山口県選抜 2 0 大邱選抜

127 1969.09.03 韓 ● 鹿児島県選抜 2 3 大邱商業

122 1969.08.30 韓 ● 鹿児島県選抜 2 3 奨忠・城東・京畿商

035 1963.09.01 韓 △ 山口県選抜 3 3 城南高校
036 1963.09.03 韓 ○ 山口県選抜 12 0 徽文高校

123 1969.08.30 韓 ● 鹿児島県選抜 0 2 城南高校
124 1969.08.31 韓 △ 鹿児島県選抜 0 0 培文高校

037 1963.09.03 韓 ○ 山口県選抜 1 0 善隣商業
038 1963.09.05 韓 ○ 山口県選抜 3 1 全仁川

119 1969.08.24 韓 △ 鹿児島県選抜 0 0 善隣商高
120 1969.08.26 韓 ○ 鹿児島県選抜 4 0 中央高校

033 1962.12.02 日 ● 全下関 2 6 ソウル市選抜
034 1963.08.31 韓 ○ 山口県選抜 7 0 京畿高校

121 1969.08.28 韓 ○ 鹿児島県選抜 9 0 仁川選抜

● 三重県選抜 1 6 慶北高校

029 1962.11.25 日 ○ 香川選抜 4 3 ソウル市選抜
030 1962.11.28 日 △ 松山商業 0 0 ソウル市選抜

117 1968.09.02 韓 ● 三重県選抜 4 5 釜山選抜
118 1969.08.24 韓 △ 鹿児島県選抜 3 3 慶煕高校

031 1962.12.01 日 ● 宇部市選抜 0 7 ソウル市選抜
032 1962.12.02 日 ○ 下関商業 4 1 ソウル市選抜

026 1962.11.21 日 ○ ＰＬ学園 3 2 ソウル市選抜

113 1968.08.30 韓 △ 三重県選抜 6 6 仁川選抜
114 1968.08.30 韓 ○ 三重県選抜 7 5 ソウル選抜B

027 1962.11.23 日 ● 姫路市選抜 1 3 ソウル市選抜
028 1962.11.24 日 ● 岡山県選抜 3 4 ソウル市選抜

022 1962.09.30 韓 ○ 大阪府選抜 4 1 京城選抜

109 1968.08.25 韓 ○ 三重県選抜 9 6 ソウル選抜A
110 1968.08.27 韓 △ 三重県選抜 3 3 大田高校

023 1962.11.16 日 == 全名古屋 中 止 ソウル市選抜
024 1962.11.17 日 ○ 岐阜商業 8 5 ソウル市選抜
025 1962.11.20 日 ● 平安 1 2 ソウル市選抜

018 1962.09.24 韓 ○ 大阪府選抜 3 0 釜山選抜

105 1968.08.28 日 ● 下関市選抜 2 3 釜山地区選抜
106 1968.08.23 韓 ● 三重県選抜 2 5 善隣商高

019 1962.09.25 韓 ○ 大阪府選抜 2 0 大田高校
020 1962.09.26 韓 ○ 大阪府選抜 11 0 光州高校

103 1968.08.25 日 ○ 岩国選抜 7 4 釜山地区選抜
104 1968.08.27

021 1962.09.29 韓 ○ 大阪府選抜 7 3 京城選抜

014 1962.09.16 韓 ● 大阪府選抜 1 2 京畿工業

101 1968.08.22 日 ● 岡山県選抜 2 3 釜山地区選抜
102 1968.08.24 日 ○ 萩市選抜 4 2 釜山地区選抜

015 1962.09.18 韓 ○ 大阪府選抜 5 0 仁川選抜
016 1962.09.22 韓 ○ 大阪府選抜 2 0 釜山高校

日 △ 東山高校 2 2 釜山地区選抜
100 1968.08.21 日 △ 尼崎西高 1 1 釜山地区選抜

017 1962.09.24 韓 ○ 大阪府選抜 8 0 釜山選抜

● 大阪府選抜 4 5 中央高校

097 1967.09.03 韓 ○ 島根県選抜 9 6 ソウル選抜
098 1968.08.17 日 ● 奈良郡山高 3 10 釜山地区選抜

011 1962.09.14 韓 ○ 大阪府選抜 9 0 善隣商高
012 1962.09.15 韓 ○ 大阪府選抜 7 4 京東高校
013 1962.09.16 韓 ○ 大阪府選抜 10 0 徽文高校

韓国選抜
175 1978.09.02 韓 ○ 日本選抜 3 2 韓国選抜
176 1978.09.04 韓 ● 日本選抜 0 2 韓国選抜

009 1962.09.13 韓 ○ 大阪府選抜 4 0 城南高校

7 4

092 1967.08.26 韓 △
韓 ○ 島根県選抜 4 0 ソウル選抜

094 1967.08.30 韓

桜ケ丘005 1960.12.03

京東高校
日 ●

003 1960.11.29 日 ○ 宮崎大淀 7 0 京東高校
004 1960.12.02 日 ○ 下関商業 8 1 京東高校

日本 韓国vs 日本 vs 韓国 日本

韓国選抜
089 1967.08.20 韓

結果 チーム 点

0

点 チーム

○ 島根県選抜

年.月.日
開
催
地 結果 チーム 点 点 チーム

001 1960.11.26 日 ● 鎮西 0 2 京東高校
002 1960.11.27 日 △ 鹿児島実 2 2 京東高校

085 1967.08.14 日 ● 宮津高校 1 2 ソウル市選抜

7 京東高校

007 1960.12.08 日 △ 平安 0 0 京東高校
008 1960.12.11 日 ● 日大二高 2 9 京東高校

006 1960.12.05 日 △ 姫路南 1 1

010 1962.09.13 韓

087 1967.08.17 日 ● 北九州地区選抜 2 3 ソウル市選抜

年.月.日
開
催
地

091

慶北高校
090 1967.08.22 韓 ○ 島根県選抜 9 2 全州商・大田高選抜

1967.08.24 韓 ○ 島根県選抜 15 1 仁川選抜

086 1967.08.16 日 ○ 防府市選抜 9 3 ソウル市選抜

088 1967.08.19 韓

219 1991.08.25

099 1968.08.19

1976.09.04 韓 ● 日本選抜 2 3 韓国選抜

253

2013.09.05

日 ● 小倉高校 7 9 釜山地区選抜

107 1968.08.24 韓 ● 三重県選抜 2 5 奨忠高校
108 1968.08.24 韓 △ 三重県選抜 1 1 城南高校

111 1968.08.28 韓 ● 三重県選抜 0

2012.09.06

251

4 大邱商業
112 1968.08.28 韓 ● 三重県選抜 0 5 慶北高校

115 1968.09.01 韓 ○ 三重県選抜 7 0 中央高校
116 1968.09.01 韓

1977.09.02 韓 ○ 日本選抜 3 1

178 1979.09.22 韓 ● 和歌山県選抜 1

181 1981.09.04 韓 ● 日本選抜 3 4

○ 島根県選抜 1 0 培文高校
095 1967.09.01 韓 ○ 島根県選抜 4 1 中央高校
096 1967.09.02 韓 == 島根県選抜 中 止 城南高校

177 1978.09.05 韓 ● 日本選抜 0
093 1967.08.27

島根県選抜 0 0 善隣商業

174 1977.09.04 韓 ● 日本選抜 3 6
● 島根県選抜 0 1 釜山選抜

開
催
地 結果 チーム 点 点

韓国選抜
182 1981.09.05 韓 ● 日本選抜 0 1 韓国選抜

2 韓国選抜
1979.09.23 韓 ● 和歌山県選抜 0 1 韓国選抜
1979.09.24 韓 ● 和歌山県選抜 2 5 韓国選抜

183 1981.09.06 韓 ● 日本選抜 3 4 韓国選抜

179

180

韓国選抜
172 1977.09.01 韓 △ 日本選抜 2 2 韓国選抜

1

チーム

韓国選抜

vs 韓国
年.月.日

171 1976.09.05 韓 ○ 日本選抜 6 2

173

日 ● 日本選抜 2 4 韓国選抜
185 1982.08.28 日 ● 日本選抜 3 6 韓国選抜
186 1982.08.29 日 ○ 日本選抜 3 2 韓国選抜
187 1983.08.27 日 ○ 栃木県選抜 10 4 韓国選抜
188 1983.08.28 日 ○ 神奈川県選抜 3 2 韓国選抜

184 1982.08.27

日 ○ 東京都選抜 3 1 韓国選抜
190 1983.08.31 日 ● 千葉県選抜 1 2 韓国選抜
191 1984.09.03 韓 ○ 日本選抜 3 1 韓国選抜
192 1984.09.04 韓 ● 日本選抜 3 4 韓国選抜
193 1984.09.05 韓 ○ 日本選抜 11 1 韓国選抜

189 1983.08.30

日 ○ 日本選抜 9 0 韓国選抜
195 1985.09.01 日 ○ 日本選抜 6 2 韓国選抜
196 1986.09.01 韓 ○ 日本選抜 3 2 韓国選抜
197 1986.09.03 韓 ● 日本選抜 4 11 韓国選抜
198 1986.09.04 韓 △ 日本選抜 1 1 韓国選抜

194 1985.08.30

韓 ○ 日本選抜 3 2 韓国選抜
200 1986.09.06 韓 ○ 日本選抜 5 0 韓国選抜
201 1987.08.29 日 ○ 秋田県選抜 3 1 韓国選抜
202 1987.08.30 日 ○ 岩手県選抜 2 0 韓国選抜
203 1987.09.02 日 ● 宮城県選抜 0 3 韓国選抜

199 1986.09.05

日 △ 山形県選抜 2 2 韓国選抜
205 1987.09.06 日 ● 福島県選抜 3 4 韓国選抜
206 1988.08.28 日 ● 日本選抜 0 3 韓国選抜
207 1988.08.30 日 ○ 日本選抜 11 4 韓国選抜
208 1988.09.03 日 ● 鳥取県選抜 0 4 韓国選抜

204 1987.09.05

日 ● 島根県選抜 8 11 韓国選抜
210 1989.09.01 韓 △ 日本選抜 3 3 韓国選抜
211 1989.09.02 韓 ● 日本選抜 0 3 韓国選抜
212 1990.08.20 日 ● 下関商業 2 4 釜山市選抜
213 1990.08.21 日 ○ 山口県選抜A 7 6 釜山市選抜

209 1988.09.04

日 ● 山口県選抜B 1 6 釜山市選抜
215 1990.08.28 日 ○ 日本選抜 9 3 韓国選抜
216 1990.08.31 日 ● 日本選抜 1 3 韓国選抜
217 1990.09.01 日 ○ 石川県選抜 9 1 韓国選抜
218 1990.09.02 日 △ 滋賀県選抜 2 2 韓国選抜

214 1990.08.21

韓 ● 山口県選抜 2 6 釜山市選抜
220 1991.08.25 韓 ● 山口県選抜 1 5 釜山市選抜
221 1991.08.31 米 ● 日本選抜 2 3 韓国選抜

1994.09.03 米 ○ 日本選抜 9 1 韓国選抜

233

1994.09.05 米 ● 日本選抜 8 9 韓国選抜

222 1991.09.02 米 ● 日本選抜 3 13 韓国選抜
223 1992.09.04 韓 ● 日本選抜 2 4 韓国選抜
224 1992.09.06 韓 ○ 日本選抜 8 0 韓国選抜
225

226

1993.11.06 日 ● 福岡県選抜 2 4 韓国選抜

1999.06.16 日 ○ 岡山県選抜 4 2 韓国選抜

239

1999.06.20 日 △ 徳島県選抜 5 5 韓国選抜

240

227

1993.11.07 日 ● 長崎県選抜 4 14 韓国選抜

228

1993.11.09 日 ● 熊本県選抜 6 14 韓国選抜

1999.06.20 日 ○ 香川県選抜 9 6 韓国選抜

229

1993.11.10 日 ● 鹿児島県選抜 0 9 韓国選抜

230

1993.11.13 日 ● 沖縄県選抜 2 11 韓国選抜

231

1993.11.14 日

韓 ○ 日本選抜 4 2 韓国選抜

234

1995.09.01 韓 ○ 日本選抜 6 4 韓国選抜

235

1995.09.04 韓 ○ 日本選抜 6 5 韓国選抜

236

1996.04.29 比 ● 日本選抜 2 3 韓国選抜

237

1998.09.10 日 ○ 日本選抜 2 1 韓国選抜

247

2005.09.06 韓

タ ● 日本選抜 3 4 韓国選抜

246

2005.09.04 韓 ○ 日本選抜 2 0 韓国選抜

6 1 韓国選抜

243

2001.09.04 台 ○ 日本選抜 5

● 沖縄県選抜 6 14 韓国選抜

232

241

1999.08.13 台 △ 沖縄選抜 0 0 韓国選抜

242

2001.08.31 台 ○ 日本選抜 3 1 韓国選抜

248

2007.08.26 台 ● 日本選抜 1 10 韓国選抜

2016.09.03 台 ○ 日本選抜 3 1 韓国選抜

252

2012.09.08 韓 ● 日本選抜 0 3 韓国選抜

○ 日本選抜 5 4 韓国選抜

238

249

2009.08.27 韓 ● 日本選抜 2 3 韓国選抜

250

2011.09.01 日 ○ 日本選抜

4 韓国選抜

244

2003.08.31 タ ○ 日本選抜 3 2 韓国選抜

245

2003.09.03

台 ○ 日本選抜 10 0 韓国選抜

254

2014.09.06 タ ● 日本選抜 1 2 韓国選抜

255

2015.09.04 日 ○ 日本選抜 12 0 韓国選抜
170



◇1960.11.26、熊本市・水前寺球場

勝敗 －失点 勝敗 －失点

【京】朱成鉉－白仁天　[本塁打] 

【鎮】石原、谷口、元田－西村　[本塁打] 

◇1960.11.27、鹿児島市・鴨池球場（９回 引き分け）

※京東高チームの来日は、当時の国際情勢の影響など 【京】崔寛洙、朱成鉉－白仁天　[本塁打] 白仁天 

から当初の予定(10.19)よりも大きく遅れてしまった。 【鹿】村脇－篠原　[本塁打] 篠原

韓国から高校野球チーム (10月)19日 戦後はじめて来日 ◇1960.11.29、宮崎市・宮崎県営球場
 全国高校野球連盟ではかねて韓国の高校野球ﾁｰﾑを日本へ招き、日本の

 高校ﾁｰﾑと親善試合を行う計画を進めていたが、七日京城の京東高ﾁｰﾑ

 の来日が決定した。同ﾁｰﾑはことしの韓国高校選手権優勝者で、来る

 十九日 京城発、日本各地で十試合を行ない十一月十日帰国の予定。 【京】崔寛洙、朱成鉉－白仁天　[本塁打] 
 「朝日新聞」1960.10.08（09） 【宮】斎藤、尾島、永友健－江藤、大迫　[本塁打] 

京東高野球部の来日困難に          【京城十三日発AP=共同】

 京城の京東高校野球チームの日本訪問は政府の反対にあって実現 ◇1960.12.02、下関市・下関球場
 が困難になった。当局の話ではこの計画には[文教部]が強く反対して

 いるが、その理由を明らかにしていない。　   「毎日新聞」1960.10.14（09）

京東高校の日本遠征 【京】朱成鉉、崔寛洙－白仁天　[本塁打] 

　京東高校の訪日を求める日本側に対し、金日培監督も、絶対に行くべき 【下】松田、力武－小林　[本塁打] 小林

であると考えていたが、韓国側は、二つの問題によって、難色を示していた。

　第一に、実力差の問題である。（中略）　 ◇1960.12.03、徳山市・毛利球場
　それに対し金日培監督は、「行って成績が悪ければ、私は球界を去る」と

言って、大韓野球協会の関係者を説得した。（中略）

　第二の問題としては、南北関係である。朝鮮戦争後も、韓国と北朝鮮は

激しく対立していたが、北朝鮮への帰還問題に表れているように、（中略） 【京】李在煥－白仁天　[本塁打] 　　 ※無安打無得点試合…投手：李在煥、奪三振７、四死球０、失策２

感受性豊かな高校生が日本に行って、北朝鮮に感化されたり、場合に 【桜】長弘、佐伯、清水－中西　[本塁打] 

よっては、拉致されたりすることを恐れた。

　そこで、出国前の事前教育を徹底するとともに、日本では、三人以上で ◇1960.12.05、姫路市・姫路球場（９回 引き分け）
歩くことを義務づけた。かくして晩秋の六〇年十一月二十三日、京東高校

の野球部は、羽田空港に降り立った。日本では、事前教育に基づく行動が

徹底された。　　『韓国野球の源流』 大島裕史・2006年10月30日発行より

【京】李在煥－白仁天　[本塁打] 

【姫】木村－菊地　[本塁打] 

◇1960.12.08、京都市・西京極球場（９回 引き分け）

【京】李在煥－白仁天　[本塁打] 

【平】大川－林　[本塁打] 

◇1960.12.11、東京都新宿区・神宮球場

【京】李在煥－白仁天　[本塁打] 白仁天

【日】阿部、樺沢－加藤　[本塁打] 

◇京東高校 来日選手団（「亰郷新聞」１９６０年１０月１５日付 夕刊４面などより） ※学年の丸数字は主将、青字はのちに日本プロ野球入り

孫禧俊 大韓野球協会理事 玄雅男 京東高校
洪斗杓 李鎔淑
李善龍 京東高校 野球部長 金輝滿 京東高校
金日培 京東高校監督 呉春三
明正男 京東高校  金英鎬 京東高校 
李在煥 京東高校 金永敏 京東高校 
朱成鉉（16） 京東高校 金正浩 京東高校 
高貞安 京東高校 李英基 京東高校 
崔寛洙 [柳行信]
白仁天 京東高校 

１ 樺沢 2 0 0
計 38 12 9 計 32 10 2

４ 金輝満 4 1 0 PR 臼田 0 0 0
３ 李鎔淑 3 0 0 ５ 木村 4 0 0
６ 金英鎬 4 2 1 ４ 山本 3 1 1

１ 阿部 1 0 0

２ 白仁天 5 4 4 ８ 松沢 3 1 0
７ 李英基 3 0 1 ２ 加藤 4 3 1
７ 明正男 1 0 0 ９ 藤原 3 2 0
１ 李在煥 5 1 0 PH 横沢 1 1 0

打 安 点
８ 金正浩 5 1 0 ７ 福永 4 1 0
９ 金永敏 4 1 1 ６ 中村 4 1 0
５ 呉春三 4 2 2 ３ 高根 3 0 0

守備 【京東】 打

京東高校 京東高校
相手チーム

得点 得点

鎮西

鹿児島実

宮崎大淀

1 2 0

2

0 平安

0

8

2

1

犠打

7 0

１

2 0

0 12

１０

９

１

2

四死球 犠打 盗塁

1 2 1

5

1 5 0 4 2 6

5 1

1
0

三塁打本塁打 三振 四死球 犠打

30

1 3

安打 二塁打三塁打本塁打 三振 四死球 犠打 盗塁 残塁 失策

3 0 0
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◇１９６０（昭和３５）年　日韓親善野球　（京東[キョンドン]高校が韓国チームとして戦後初来日）
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団長 京東高校校長

ポジション
顧問

番号 ポジション 氏名 所属 学年

捕手

8
日大二 0 0

東山高校[補強] ２ 右翼手

氏名 所属

32 10 1

監督
総務

京東高校三塁手

３
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２
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２
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１０

0
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0

１

0 0

0

0

1
京東



◇1962.09.13、京城球場（７回） ◇1962.09.13、京城球場

－

【大】堀川、佐藤－中本　[本塁打]　 【大】加納、西川－紀田　[本塁打]　 
【城】李詰九－崔完根　[本塁打]　 【中】金玉珠－崔舜元　[本塁打]　 

◇1962.09.14、京城球場 ◇1962.09.15、京城球場

【大】加納、佐藤－紀田　[本塁打]　 【大】堀川、佐藤－中本、紀田　[本塁打]　 
【善】朴東洙－裵星瑞　[本塁打]　 【京】金雪権－金在一、劉長彦　[本塁打]　 

◇1962.09.16、京城球場（７回） ◇1962.09.16、京城球場

【大】西川－紀田　[本塁打]　 【大】佐藤－中本、紀田　[本塁打]　 
【徽】金東宇－趙先鋁　[本塁打]　 【京】金泰寧－金介一　[本塁打]　 

◇1962.09.18、仁川球場 ◇1962.09.22、釜山球場

【大】堀川、加納－中本　[本塁打]　 【大】西川、加納－紀田　[本塁打]　 
【仁】鄭光萬－椎英武　[本塁打]　 【釜】金小植、朴城考－朴明烈　[本塁打]　 

◇1962.09.24、釜山球場 ◇1962.09.24、釜山球場

※大韓野球協会の招へいで日本より初
めての高校野球チームが遠征すること 【大】加納、堀川－中本　[本塁打]　 【大】佐藤－紀田、中本　[本塁打]　 
になり、日本高校野球連盟から当大阪 【釜】鄭錬灰－朴明烈　[本塁打]　 【釜】金小植－金性浩　[本塁打]　 
府高校野球連盟が推せんされた。選手
の詮考はその年の全国高校野球選手 ◇1962.09.25、大田球場 ◇1962.09.26、光州西中学球場
権大阪大会参加チームより選抜するこ
とになり下記18名の選手を選んだ。
　9月13日午前8時40分羽田発、午前10
時30分京城郊外金浦空港着。少憩の後 【阪】堀川、大川、加納－紀田、中本　[本塁打]　 【大】加納、佐藤－紀田、中本　[本塁打]　 
その日 京城球場で2試合を行なうという 【田】鄭正秀－金一経　[本塁打]　 【光】厳昌在－金永万　[本塁打]　 
無理なスケジュールであったが、それを
皮切りに仁川、大田、光州、釜山と廻り、 ◇1962.09.29、京城球場 ◇1962.09.30、京城球場
14戦の親善交歓試合を行った。（中略）
　韓国の野球熱は非常に高く、各球場
共常に満員の盛況であった。

『大阪府高等学校野球連盟40年史』1965年10月発行より  【大】加納、佐藤－中本　[本塁打]　 【京】金泰寧、金永敏－裵星瑞　[本塁打]　 
【京】金雪権、金泰寧、金玉洙－裵星瑞　[本塁打]　 【大】佐藤、西川、加納－中本　[本塁打]　 

◇大阪府選抜選手団 ※学年の丸数字は主将

佐伯　達夫 全国高野連副会長 宇都宮　穣
釜内　和夫 永田　忠康 ＰＬ学園
瀬川　達男 大阪府高野連理事長 溜池　敏隆 興国商
久保田　信一 日本高野連審判委員 松田　健志 明星
加納　孝広 市岡 枝　雅和 明星
佐藤　悟 興国商 宮城　薫 八尾
西川　克弘 吹田 光本　勝成 ＰＬ学園
堀川　克義 ＰＬ学園 籔田　明 浪商
紀田　勝治 大川　謙二郎 泉陽
中本　義尚 泉陽 大谷　稔 大阪鉄道
雑賀　幸男 興国商 石本　芳三 市岡

◇1962.11.17、岐阜県営球場 ◇1962.11.20、西京極球場

－

【ソ】金玉珠、金雪権－裵星瑞　[本塁打]　 【ソ】金泰寧、金玉珠－裵星瑞　[本塁打]　 
【岐】松岡（清）、山田、篠田－高森、臼井　[本塁打]　 【平】森本、原－佐藤、衣笠　[本塁打]　 

◇1962.11.21、ＰＬ球場 ◇1962.11.23、姫路

【ソ】金玉珠－裵星瑞　[本塁打]　 【ソ】金雪権、金玉珠－裵星瑞　[本塁打]　 
【Ｐ】愛甲、今井、堀川、戸田－羽鳥、原田　[本塁打]　 【姫】平田、上杉、磯田－国永、今井、代谷　[本塁打]　 

◇1962.11.24、倉敷 ◇1962.11.25、高松中央球場

【ソ】金泰寧、金玉珠－趙正一、裵星瑞　[本塁打]　 【ソ】金雪権、金玉珠、金泰寧－裵星瑞　[本塁打]　 
【岡】加門、星野－田辺、細川　[本塁打]　 【香】徳炭、橋本、安西、小原－宮武、百　[本塁打]　 

◇1962.11.28、松山（９回 引き分け） ◇1962.12.01、宇部

【ソ】金雪権－趙正一、裵星瑞　[本塁打]　 【ソ】金泰寧、金玉珠－裵星瑞　[本塁打] 河甲徳 
【松】中川－松本（輝）　[本塁打]　 【宇】水本、西村、原田、永野－松江、岡崎　[本塁打]　 

◇1962.12.02、下関 ◇1962.12.02、下関

【ソ】金雪権、金玉珠－裵星瑞　[本塁打]　 【ソ】金玉珠－趙正一　[本塁打] 金忠男　 
【下】池永－秋田　[本塁打] 池永　 【下】新、大庭、亀井、森－佐々木、高原、金本　[本塁打]　 
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◇１９６２（昭和３７）年 日韓親善高校野球（大阪府選抜チームが訪韓 / ソウル市選抜チームが来日）
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チーム

0 0 0 0 0 0 0 ０ 9



◇1963.08.31、ソウル球場 ◇1963.09.01、ソウル球場（９回 引き分け）

－

【山】原田－椙本　[本塁打]　 【山】坂本－椙本　[本塁打]　 

【京】辺在赫－條玄錫　[本塁打]　 【城】金允謙－崔在鳳　[本塁打]　 

◇1963.09.03、ソウル球場 ◇1963.09.03､ソウル球場

【山】永野－椙本　[本塁打]　 【善】朴東洙－金石鎮　[本塁打]　 

【徽】金乗宇－趙光鎬　[本塁打]　 【山】原田－椙本　[本塁打]　 

◇1963.09.05、ソウル球場 ◇1963.09.07、ソウル球場

【山】岸田、原田－椙本、高原　[本塁打]　 【山】森、永野－椙本　[本塁打]　 

【仁】鄭光萬－宗昌在　[本塁打]　 【京】李永善－金商楡　[本塁打]　 

◇1963.09.07、ソウル球場 ◇1963.09.08、ソウル球場（９回 引き分け）

【大】柳永洙－丁東鎮　[本塁打]　 【山】永野、原田－椙本　[本塁打]　 

【山】原田－椙本　[本塁打]　 【釜】金－崔円億　[本塁打]　 

※（八月）三十日から（山口）県高校野球部 ◇1963.09.10、ソウル球場 ◇1963.09.11、大邱球場
三年生十八選手の選抜チームが、約一週

間の予定で韓国に遠征することになった。

昨年韓国の高校生チームが県内数市で

親善試合を行い、また戦前は下関商と韓国 【山】岸田、坂本－椙本　[本塁打]　 【山】永野、原田－椙本　[本塁打]　 
釜山商との定期戦が行われていたなど、 【ソ】朴東洙－崔佐乱、金石鎮　[本塁打]　 【大】柳永洙－丁東鎮　[本塁打]　 
（山口）県と韓国との結びつきは深い。数年

前から下関商に韓国招待の話があったが、 ◇1963.09.13、釜山球場 ◇1963.09.15、釜山球場
ことしは韓国体協を通じ（山口）県高野連に

正式に招へいがあったので、こんどの遠征

となった。

「朝日新聞山口版」1963（昭和38）年８月22日より 【山】原田－椙本　[本塁打]　 【山】原田－椙本　[本塁打]　 

【釜】張淳祚－李基泰　[本塁打]　 【釜】張淳祚－金栄彦　[本塁打]　 

◇山口県選抜選手団 ※学年の丸数字は主将

高橋　正徳 山口県高野連副会長 清田　幸男 下関商

小田　明 水口　務 宇部商

佐伯　達夫 山口県高野連常任理事 高島　勲 柳井商工

菊水　悦男 宇部商監督 佐川　良治 柳井学園

森　晴太郎 早鞆 岸田　成弘 柳井

永野　守康 宇部商 山下　憲章 宇部商

原田　秀行 柳井商工 真鍋　幹三 宇部商

岸田　喜八郎 下松工 西村　毅 下関商

椙本　博昭 坂本　勝治 下関商

高原　勝利 豊浦 村上　貢 下関商

森脇　勲 柳井商工 浅田　勝政 下松工

◇1963.11.30、徳山・毛利球場（７回 日没のためコールドゲーム） ◇1963.12.02、宮崎県営球場

－

【韓】張淳祚－丁東鎮　[本塁打] 丁東鎮 【韓】張淳祚、柳永洙－丁東鎮　[本塁打]　 

【徳】柴田、吉富－三浦、河村、高瀬、前川　[本塁打]　 【宮】水谷－田中　[本塁打]　 

◇1963.12.06、平和台球場 ◇1963.12.06、平和台球場

【韓】金明成－丁東鎮　[本塁打]　 【韓】柳永洙－丁東鎮　[本塁打]　 

【福】牧、桜木－広渡　[本塁打]　 【福】橋本、横松－安村、末松、岩本　[本塁打]　 

◇1963.12.09、八幡大谷球場（９回 引き分け）

【韓】張淳祚－丁東鎮　[本塁打]　 

【九】佐藤－松尾　[本塁打]　 

捕手 萩 ３ ３

３ ３

内野手 ３ ３

３ ３

３

３ ３

外野手 ３

引率教官 ３

監督 ３

投手 ３ ３

九州工業 0 0 0 0 0 0 0 0 0 ０

番号 ポジション 氏名 所属 学年 投 打 身長 体重 番号 ポジション 氏名 所属 学年 投 打 身長 体重

団長 ３

マネジャー 山口県高野連常任理事

９ １０ 計 チーム １ ２

0 ０
福岡電波 0 0 0 1

全韓国選抜
相手チーム

勝敗得点 失点

1 ○ ７－０ 全徳山

2 ○ ２－０ 宮崎商業

3 ○ ２－１ 福岡電波

4 ● ０－２ 福岡選抜

5 △ ０－０ 九州工業

5
韓国選抜 0 0 0 0 0 0 0 0 0 ０

チーム １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ 計

８

X ２

３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ 計

0 0 0 0 0 0 0 ０ 宮崎商業 0 0 0 0 0 0 0 0 0 ０
0 0 0 0 0

3
韓国選抜 0 0 0 1 0 0 1 0 0 ２

4
韓国選抜 0 0 0 0 0 0 0 0

チーム １ ２ ３ ４ ５ ６ ７

0 0 0 0 0

1
韓国選抜 0 0 0 4 0

１ 福岡選抜 0 0 0 0 0 2 0 0

0 3
チーム １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ 計 チーム １ ２

2 ２
全徳山

11
山口県選抜 0 0 0 2 0 3 5 1 0 １１

３

３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ 計

７
2

韓国選抜 0 0 0

７
全釜山 1 0

チーム １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ 計チーム １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ 計

1 0 0 0 0 0 0 ２ 全釜山 0 0 0 0 0 0 0 0 0 ０
12

山口県選抜 0 0 0 0 0 1 4 1 1

チーム １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９

0 0 0 0 0 ０
9

0 0 0 1 2 0 0 ３
全ソウル 1 2 0 0 1 0 0 0 X ４ 大邱商業 0 0 0 0

0 0

１０ 計 チーム １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ 計
山口県選抜 0 0 1 0 0 0 0 0 2 ２

10
山口県選抜 0 0

３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ 計

0 0 １ 京東高校 0 0 0 0

0 0 2 ６

8 △ ６－

12 ○ ７－０ 全釜山

8
山口県選抜 4 0 0 0 0 0 0 0 2 ６

山口県選抜 0 0 0 2 0 0 0 0 X ２ 全釜山 4 0 0 0

チーム １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０

5
山口県選抜 0 0 1 0 2 0 0 0 0 ３

6
山口県選抜 2 0

計

11 ○ 11－２

大邱商業

7
大邱選抜 0 0 0 0 0 0 0 0 0 ０

9 ● ２－４

全釜山

10 ○ ３－０

全ソウル

チーム １ ２

７ ８ ９ １０

0 0 0 0 0 ０
６0 0 2 0 2 0 0
計

5 ○ ３－１ 全仁川

6 ○ ６－０ 京東高校

６

大邱選抜
全仁川 1 0 0 0 0 0 0

１０ 計 チーム １ ２ ３ ４ ５ ６

4 ○ １－０ 善隣商業 3
山口県選抜 0 1 5 0 1 0 1 0 4

7

チーム １ ２

○ ２－０
チーム １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９

１２
4

善隣商業 0 0
徽文高校 １

０ 城南高校 0 0 1
○

３ ４ ５ ６ ７ ８ ９

0 0 0 0 0 0 0 0 0 ０ 山口県選抜 0 0 0 0 0

１０ 計
0 0 0 0 0 0 0 ０

1 0 1 0 0 0 ３

2 △ ３－３ 城南高校

3 ○ 12－０ 徽文高校 チーム １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０

0 0 1 0 0 0 2 0勝敗得点 ３

計

◇１９６３（昭和３８）年 日韓親善高校野球（山口県選抜チームが訪韓 / 全韓国選抜チームが来日）

山口県選抜
相手チーム

チーム １ ２ ３ ４ ５ ６

1 ７－０ 京畿高校
京畿高校

失点

0 0 0 0 0 0 0
1

山口県選抜 0 0 2 0 1 0 0 0 4 ７
2

山口県選抜 0
0 0

７ ８ ９ １０ 計 チーム １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ 計

0 0 1 X

全釜山



◇1964.08.21、大邱市設（７回 コールドゲーム） ◇1964.08.22、釜山公設

－

【千】勝浦、高野－田中、岩瀬　[本塁打]　 【千】長谷川、近藤－岩瀬、田中　[本塁打]　 

【大】金栄生、金東昴－朴竜海　[本塁打]　 【釜】金明成、林泰浩、文光淳－李基泰　[本塁打]　 

◇1964.08.23、釜山公設 ◇1964.08.23、釜山公設

【千】勝浦、高野－岩瀬　[本塁打] 蜂谷　 【千】長谷川、高野－田中　[本塁打]　 

【慶】趙又吉－崔周億　[本塁打]　 【釜】索孟喜、姜星煥－全英殷　[本塁打]　 

◇1964.08.24、大田公設（７回 コールドゲーム） ◇1964.08.26、ソウル球場

【千】大森、蜂谷、近藤－岩瀬、田中　[本塁打] 岩瀬 【千】勝浦、高野－田中　[本塁打]　 

【大】李貞賢、李桂栄－張錫中　[本塁打]　 【京】金英一、洪光杓－貴錫重　[本塁打]　 

◇1964.08.27、ソウル球場 ◇1964.08.29、ソウル球場

【千】長谷川、蜂谷、大森－岩瀬、田中　[本塁打]　 【千】近藤、高野、大森－田中、岩瀬　[本塁打]　 

【淸】朴東源－安煕鎮　[本塁打]　 【培】金寅植－尹永守　[本塁打]　 

◇1964.08.30、ソウル球場 ◇1964.08.30、ソウル球場

※この韓国行きは日本高野連が韓国の

大韓野球協会と協力、毎年行っているも 【徽】金沢鎮－任性錫　[本塁打]　 【千】長谷川、高野－田中　[本塁打] 米倉

のだが、ことしは関東地区の番とあって 【千】蜂谷－田中、岩瀬　[本塁打]　 【城】金充糠－崔在厚　[本塁打]　 

県高野連は早くから立候補し、さる六月

二十四日正式に決った。 ◇1964.09.05、ソウル球場 ◇1964.09.05、ソウル球場

　選手十七人は同連盟理事会で選んだ

が、選考基準は東関東大会に出場した

千葉商と成東両校から二人。そのほかは

県大会で三回戦以上に勝進んだﾁｰﾑを 【善】朴仁煕－朴泰潤　[本塁打]　 【ソ】金寅植－黄錫重　[本塁打]　 

主な対象に、各校から一校一人ずつ優 【千】大森－田中　[本塁打]　 【千】蜂谷、高野－田中　[本塁打]　 

秀選手をピックアップした。

　引率者は景山団長のほか、副団長に ◇1964.09.06、ソウル球場 ◇1964.09.06、ソウル球場

県高野連理事長広川善任、監督は同

連盟常任理事で長生高監督の緑川馨、

マネジャー兼コーチは同連盟常任理事

で千葉市立高監督の久保田勉の各氏。 【京】李充淳－金高植　[本塁打]　 【千】大森、高野－田中　[本塁打] 青木　 

「朝日新聞千葉版」1964年8月4日付より 【千】長谷川、勝浦－田中　[本塁打]　 【ソ】張孝共、金雲植－朴七珠　[本塁打]　 

◇千葉県選抜選手団 ※学年の丸数字は主将

景山　徳二 千葉県高野連会長 池田　孝[副主将] 習志野

広川　善任 露崎　正由 成東

緑川　馨 千葉県高野連常任理事 大原　勉 東金商

久保田　勉 千葉県高野連常任理事 鈴木　豊 市川

近藤　保雄 木更津 小泉　充敏 千葉経

高野　圭司 市立船橋 米倉　利彦 茂原農

長谷川　実 成東 青木　道久 長生

高崎　光夫 千葉商 鈴木　修二 商大付

大森　巧司 蜂谷　正司 千葉市立

田中　貢 千葉商 勝浦　完 銚子商

岩瀬　三千雄 一宮商

捕手 ③ ３

３

３ １

３ 外野手 ３

成田 ３ ３

コーチ兼
マネージャー ３

投手 ３ ３

３ ３

団長 内野手 ３

副団長 千葉県高野連理事長 ３

監督 ３

13
京東高校 0 1 0 0 0 0 0 0 0 １

14
千葉県選抜 0 1 0 0 0 0 0 0 1 ２

千葉県選抜 1 0 0 0 1 0 1 0 X ３ ソウル選抜 0 0 2 1 0 0 0 0 X ３

千葉県選抜 3 0 0 0 0 0 0 0 0 ３

チーム １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ 計 チーム １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ 計

チーム １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ 計 チーム １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ 計

11
善隣商業 0 0 0 0 0 0 0 0 0 ０

12
ソウル選抜 1 0 0 0 1 0 0 2 0 ４

千葉県選抜 0 0 0 1 1 1 0 0 X ３

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ 計

9
徽文高校 0 0 0 0 0 0 0 0 0 ０

10
千葉県選抜 0 0 0 0 0 0 0 0 1 １

千葉県選抜 0 1 0 0 1 2 1 0 X ５ 城南高校 1 0 1 0 0 0 1 0 X ３

12 ● ３－４ ソウル選抜

13 ○ ３－１ 京東高校

14 ● ２－３ ソウル選抜
チーム １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ 計 チーム

７ ８ ９ １０ 計

11 ○ ３－０ 善隣商業 7
千葉県選抜 1 0 0 0 2 0 1 4 0 ８

8
千葉県選抜 0 3 1 1 1 0 0 0 0 ６

淸凉高校 0 0 0 0 0 1 0 0 0 １ 培文高校 0 1 1 0 0 0 0 0 1 ３

9 ○ ５－０ 徽文高校

10 ● １－３ 城南高校
チーム １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ 計 チーム １ ２ ３ ４ ５ ６

4 0 0 0 0 3 ７

8 ○ ６－３ 培文高校
大田選抜 0 0 1 0 0 0 0 ２ 京畿工業 0 0 1 0 1 0 0 0 0 ２

－２ 大田選抜

6 ○ ７－２ 京畿工業

7 ○ ８－１ 淸凉高校
5

千葉県選抜 1 3 1 3 4 1 5 １８
6

千葉県選抜 0 0 0

大邱商業 0 2 0 0 0 0 0 ２ 釜山工業 0 0 0 1 0 0 0 0 0 １

2 ○ 10－１ 釜山工業

3 ○ 10－５ 慶南商業

千葉県選抜
相手チーム

チーム １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ 計 チーム １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ 計

勝敗得点 失点
1

千葉県選抜 0 5 0 0 0 0 4 ９
2

千葉県選抜 0 3 2 0 0 2 0 3 0 １０

1 ○ ９－２ 大邱商業

◇１９６４（昭和３９）年 日韓親善高校野球（千葉県選抜チームが訪韓  １４試合１１勝３敗）

番号 ポジション 氏名 所属 学年 投 打 身長 体重 番号 ポジション 氏名 所属 学年 投 打 身長 体重

チーム １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ 計

1 2 1 1 0 ５

チーム １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ 計

3
0 0 5

4 ○ ７－５ 釜山選抜

5 ○ 18

0 1 0 0 ７
慶南商業 0 0 0 2 0 1 0 2 0 ５ 釜山選抜 0 0 0 0

チーム １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ 計

千葉県選抜 0 1 1 4 0 3 0 0 1 １０
4

千葉県選抜 0 1

チーム １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ 計



◇1965.08.28、ソウルスタジアム ◇1965.08.29、ソウルスタジアム

－

【福】亀谷－松尾、宮本、田中　[本塁打]　 【福】三善、城戸－宮本、松尾　[本塁打]　 

【奨】H・金－Y・金、張　[本塁打]　 【城】ハン－李　[本塁打]　 

◇1965.08.29、ソウルスタジアム（６回 降雨コールドゲーム） ◇1965.08.31、ソウルスタジアム

【福】武田、児島－松尾、田中　[本塁打]　 【福】安田－　[本塁打]　 

【東】チャン、ハ、チャン－イム、ヨーン　[本塁打]　 【中】－　[本塁打]　 

◇1965.09.01、ソウルスタジアム（９回 引き分け） ◇1965.09.02、ソウルスタジアム（８回 日没のためコールドゲーム）

【福】－　[本塁打]　 【福】－　[本塁打]　 ※「朝日新聞」「フクニチ」「西日本新聞」などは、中央高とある

【仁】－　[本塁打]　 【淸】－　[本塁打]　 

※第４試合目（福岡選抜１-０中央）

で福岡選抜の安田投手（小倉）は ◇1965.09.04、ソウルスタジアム ◇1965.09.05、ソウルスタジアム

無安打無得点試合を達成。

安田投手は１２三振を奪ったが、

一人を歩かせ、完全試合を逸した。

 [奪三振１２、四死球１、失策０] 【仁】白、B・崔－N・崔、鄭　[本塁打]　 【福】中越、児島、安田、亀谷－田中、松尾　[本塁打]　 

【福】安田－松尾　[本塁打] 溝口　 【釜】方－李　[本塁打]　 

◇福岡県選抜選手団 ※学年の丸数字は主将

磯貝　保茂 福岡県高野連会長 　宮本　和徳 福岡工
阿部　幸夫 倉田　晃 博多工
長野　賢一 福岡県高野連理事 児島　博 大濠
岡本　利彦 福岡県高野連理事 中越　宗雄 飯塚商
角谷　光昭 三池農 浜崎　多男 飯塚商
城戸　徳夫 博多 吉武　利春 東筑
三善　敏明 小倉商 武田　徳光 大川
安田　猛 小倉 野口　省三 福岡電波
田中　達生 溝口　修 三池
松尾　学 九州工 森江　浩 戸畑

◇1965.12.01、日生球場 ◇1965.12.02、千葉市・千葉市営球場

－

【韓】白錫鐘、金浩－林七洙　[本塁打]　 【韓】趙文吉、崔炳珍－林七洙、李在源　[本塁打]　 

【大】山田－宮原　[本塁打]　 【銚】木樽、鮎原－加瀬　[本塁打]　 

◇1965.12.03、千葉市営球場（９回 引き分け） ◇1965.12.03、千葉市営球場

【韓】金浩－林七洙、李在源　[本塁打]　 【韓】白錫鐘、趙文吉－李在源　[本塁打]　 

【千】渡辺、太田、名和、小川－鈴木、岡本　[本塁打]　 【千】小川、鎌田、瓦本、木樽－菅原、有地、加瀬、鉿田　[本塁打]

◇1965.12.05、岩国市営球場 ◇1965.12.06、下関市営球場

【韓】白錫鐘、金浩－林七洙　[本塁打]　 【韓】趙文吉、金浩、白錫鐘－李在源、林七洙　[本塁打]　 

【岩】藤兼、松村－森下、河井　[本塁打]　 【下】坂本－西田、大小瀬　[本塁打]　 

◇1965.12.08、小倉球場 ◇1965.12.09、小倉球場

【韓】崔炳珍、白錫鐘－李在源、林七洙　[本塁打]　 【韓】金浩、趙文吉－林七洙　[本塁打]　 

【小】田代、丸本、井上、流－八田、大丸　[本塁打]　 【小】佐藤、安田、出島－八田　[本塁打]　 

捕手 豊津

投手

外野手

総務 福岡県高野連副会長 内野手
監督

コーチ

番号 ポジション 氏名 所属 学年 投 打 身長 体重 番号 ポジション 氏名 所属 学年 投 打 身長 体重

団長

0 0 0 0 0 0 0 0 ０
8

韓国選抜 0 0 0 0 0 0 0 0 0 ０
小倉市選抜 0 0 0 3 3 0 0 0 X ６ 小倉高校 0 0 0 1 1 0 2 2 X ６

7 ● ０－６ 小倉市選抜

8 ● ０－６ 小倉高校

チーム １

7
韓国選抜 0

９ １０ 計

３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ 計

5
韓国選抜 0 3 1 0 0 0 0 0 0 ４

6
韓国選抜 0 1 1 1

1 ● ５－６ 大鉄高校

2 ● ０－７ 銚子商業

3 △ １－１ 千葉県新人

4 ● ４－11 千葉県選抜

5 ○ ４－１ 岩国市選抜

6 ● ３－６ 下関市選抜

韓国選抜
相手チーム

勝敗得点 失点

東大門商 0 0 0 0 0 0 ０ 中央高校 0 0 0 0 0 0 0 0 0 ０

奨忠高校 0 0 0 0 0

0 ３
岩国市選抜 0 0 0 0 1 0 0 0 0 １ 下関市選抜 0 0 0 0 3 0 3 0 X ６

２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ 計 チーム １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８

0 0 0 0
チーム １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ 計 チーム １ ２

0 ４
千葉県新人 0 0 0 0 0 1 0 0 0 １ 千葉県選抜 0 0 1 2 3 0 3 2 X １１

３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ 計

3
韓国選抜 1 0 0 0 0 0 0 0 0 １

4
韓国選抜 0 0 0 0 2 2 0 0

チーム １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ 計 チーム １ ２

0 ０
大鉄高校 0 0 1 1 0 4 0 0 X ６ 銚子商業 0 0 0 0 1 3 0 3 X ７

３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ 計

1
韓国選抜 0 0 3 0 0 0 2 0 0 ５

2
韓国選抜 0 0 0 0 0 0 0 0

チーム １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ 計 チーム １ ２

計

7
仁川選抜 0 0 0 0 0 0 0 0 0 ０
チーム １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ 計

0 0 0 ０
8

福岡県選抜 0 0 0 0 0 0 0 1 1 ２
福岡県選抜 0 1 3 0 0 2 0 0 X ６ 釜山選抜 0 0 0 0 0 0

0 0 0 １ 淸凉綜合 0 0 0 2

１０ 計 チーム １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０

チーム １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０

計

5
福岡県選抜 0 0 0 0 1 0 0 0 0 １

6
福岡県選抜 0 6

7 ○ ６－０ 仁川選抜
チーム １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９

0 2 0 0 ４
１２2 0 2 0 2 0

8 ○ ２－０ 釜山選抜
仁川選抜 0 1 0 0 0 0

5 △ １－１ 仁川選抜

6 ○ 12－４ 淸凉綜合

4
福岡県選抜 0 0 0 1 0 0 0 0 0 １

チーム １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ 計

4 ○ １－０ 中央高校 3
福岡県選抜 0 1 0 4 4 0 ９

2 ○ ２－１ 城南高校

3 ○ ９－０ 東大門商
チーム １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ 計

0 0 0 0 ２

1 ○ 11－０ 奨忠高校
城南高校 0 0 0 00 0 0 0 ０ 0 1 0 0 0 １

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ 計
勝敗得点 失点

1
福岡県選抜 2 1 4 0 3 1 0 0 0 １１

2
福岡県選抜 0 2

◇１９６５（昭和４０）年 日韓親善高校野球（福岡県選抜チームが訪韓 / 韓国選抜チームが来日）

福岡県選抜
相手チーム

チーム １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ 計

0 0 0
チーム



◇島根県選抜選手団 [１９６６（昭和４１）年　島根県高野連発表] ８月１８日から月末までの日程で、ソウル・釜山・大田・大邱などで１０試合を予定

久佐　忠治 島根県高野連会長 池尻　勉 農大付
久保　庸介 勘場　利明 浜田水
樋野　丈夫 松江商 宮崎　敬介 邇摩
近藤　朔平 邇摩 須田　伸夫 松江商
岡村　佳典 浜田 山田　恵一 浜田
岡田　光雄 邇摩 重富　俊雄 大田
米田　巧 松江商 張川　龍男 浜田
佐々木　康夫 三刀屋 別所　信芳 大社
原田　博 角　寿 松江商
錦織　正実 松江商 松村　孝 邇摩

◇1967.08.19、釜山球場 ◇1967.08.20、大邱野球場

－

【島】菅田、畑岡、斎藤－藤田、豊田　[本塁打]　 【島】内田、斎藤－新田、豊田　[本塁打]　 
【釜】趙、左－鄭、権　[本塁打]　 【慶】林－梁、金　[本塁打]　 

◇1967.08.22、大田野球場 ◇1967.08.24、仁川運動場

【島】岡田、内田、畑岡、菅田－藤田、豊田、新田　[本塁打]　 【島】内田、斎藤－新田、豊田　[本塁打]　 
【全】金－朴　[本塁打]　 【仁】李－金　[本塁打]　 

◇1967.08.26、ソウル野球場（９回 引き分け） ◇1967.08.27、ソウル野球場

【島】岡田、斎藤－藤田、豊田　[本塁打]　 【島】内田、斎藤－新田、豊田　[本塁打]　 
【善】尹－許　[本塁打]　 【ソ】鄭－林　[本塁打]　 

◇1967.08.30、ソウル野球場 ◇1967.09.01、ソウル野球場

※昭和41年、在日韓国人の北朝鮮帰還

協定をめぐって両国の国交が悪化したが 【島】菅田、内田、斎藤－新田、豊田　[本塁打]　 【島】岡田、畑岡、斎藤－新田、豊田　[本塁打]　 
翌年回復、歴史的、地理的にも古くから 【培】李－金　[本塁打]　 【中】史－鄭　[本塁打]　 
近い関係にあった島根県に、韓国ソウル

高校選抜チームが訪れ、また時同じくし ◇1967.09.02、ソウル野球場（雨天のため中止） ◇1967.09.03、ソウル野球場
て、島根県高校選抜野球チームも韓国に

遠征し、文字通り日韓両国の親善を深め

た年となった。

『島根県高校野球史』1984年4月発行より 【島】－　[本塁打]　 【島】内田、菅田、斎藤、畑岡、岡田－新田、藤田、豊田　[本塁打]　 
【城】－　[本塁打]　 【ソ】尹－王　[本塁打]　 

◇島根県選抜選手団 ※学年の丸数字は主将

久佐　忠治 島根県高野連会長 藤田　公司 農大付
久保　庸介 新田　秀幸 大社
近藤　朔平 邇摩 浅津　悟 県出雲商
筧　弘仲 農大付 加津　一真 県出雲商
岡田　光雄 邇摩 佐々木　省三 浜田
菅田　秀高 農大付 田辺　武志 邇摩
内田　博千 大社 三上　敏朗 邇摩
斎藤　数馬 浜田 久保田　彰 浜田
畑岡　誠 勝部　茂夫 農大付
豊田　完 浜田 亦賀　昭三 益田農林

◇1967.08.06、島根県・大田市民球場 ◇1967.08.07、島根県・松江市営球場

－

【ソ】韓章哲、崔桂鉉－金重煥　[本塁打] 朴魯国②、都重淵　 【ソ】崔桂鉉、韓章哲－林相俊　[本塁打]　 
【島】岡田、畑岡、斎藤－大野　[本塁打]　 【島】金山、菅田－新田、藤田　[本塁打]　 

◇1967.08.09、倉敷市営球場 ◇1967.08.13、橿原球場

【ソ】韓章哲－林相俊　[本塁打]　 【ソ】鄭斗鎔、韓章哲－金重煥、林相俊　[本塁打]　 
【岡】尾関、竹田、田中、泉原－芦田、藤井　[本塁打]　 【奈】小谷、吉井、大曽根、植村－奥本、森植、植村　[本塁打]　 

◇1967.08.14、西京極球場 ◇1967.08.16、防府市設球場

【ソ】－　[本塁打]　 【ソ】鄭、韓、李－金、林　[本塁打]　 
【宮】－　[本塁打]　 【防】山田、宇多村、石本－岡野、中谷　[本塁打]　 

◇1967.08.17、小倉

【ソ】韓－林俊、金重　[本塁打] 金裕
【北】桑野、吉田、桑名、有吉－奥宮、梢　[本塁打]　 

津和野 ３ 170 67 ３ 169 60
捕手 ３ 169 65 ３ 165 63

２ 183 71 ３ 175 69
３ 178 78 外野手 ３ 162 51
３

内野手 ３ 172 64
監督 ３ 165 65
投手 ３ 180 74 ３ 172 65

65 ３

番号 ポジション 氏名 所属 学年 投 打 身長 体重 番号 ポジション 氏名 所属 学年 投 打 身長 体重

団長 ３ 168 69
副団長 島根県高野連理事長 ３ 171 70

165 173 70

部長

チーム １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ 計

7
ソウル市選抜 0 0 0 3 0 0 0 0 0 ３

北九州地区選抜 0 0 0 0 0 0 1 1 0 ２

0 0 1 0 0 1 0 0 0 ２ 6
ソウル市選抜 0 1 0 0 0 0 2 0 0 ３

宮津高校 0 0 0 0 1 0 0 0 0 １ 防府市選抜 0 3 1 3 0 2 0 0 X ９

3 0 0 1 ６ 奈良県選抜 1 0 0 0 1 1 0 1 X ４
5 ○ ２－１ 宮津高校

6 ● ３－９ 防府市選抜

7 ○ ３－２
北九州地区
選抜

チーム １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ 計 チーム １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ 計

5
ソウル市選抜

3 ○ ９－６ 岡山県選抜 チーム １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ 計 チーム

島根県東部
選抜

８ ９ １０ 計

4 ● ０－４ 奈良県選抜 3
ソウル市選抜 0 1 0 2 0 1 0 3 2 ９ 4

ソウル市選抜 0 0 0 0 0 0 0 0 0 ０
岡山県選抜 1 1 0 0 0

9 ＝ 中－止 城南高校

10 ○ ９－６ ソウル選抜

ソウル市選抜
相手チーム

チーム １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ 計 チーム １ ２ ３

１ ２ ３

３

５ ６ ７ ８ ９ １０ 計 チーム

勝敗得点 失点
1

ソウル市選抜 0 1 0 2 3 0 0 0 0 ６ 2
ソウル市選抜

４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ 計

7 島根県選抜 0 0 0 0 0 0 0 1 0 １ 8 島根県選抜 3 0 0 1 0 0 0 0 0 ４
0 0 0 0 0 0 0 １培文高校 0 0 0 0 0 0 0 0 0 ０ 中央高校 0 1

チーム １ ２ ３ ４

７ ８ ９ １０ 計

5 島根県選抜 0 0 0 0 0 0 0 0 0 ０ 6 島根県選抜 0 1 0 0 0 0 0 3 0 ４
8 ○ ４－１ 中央高校 ソウル選抜 0 0 0 0 0 0 0 0 0 ０善隣商業 0 0 0 0 0 0 0 0 0 ０

6 ○ ４－０ ソウル選抜

7 ○ １－０ 培文高校
チーム １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ 計 チーム １ ２ ３ ４ ５ ６

4 ○ 15－１ 仁川選抜 3 島根県選抜 3 0 0 0 0 0 3 2 1 ９ 4 島根県選抜 5 0 0 0 0 0 5 4 1 １５

5 △ ０－０ 善隣商業
２ 仁川選抜 0 1 0 0 0 0 0 0 0 １全州商・大田高選抜 0 0 0 0 0 0 2 0 0

７
1 ● ０－１ 釜山選抜

2 ○ ７－４ 慶北高校

3 ○ ９－２
全州商・大田高
選抜 チーム １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ 計 チーム １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ 計

慶北高校 0 0 0 0 0 3 0 0 1 ４釜山選抜 0 0 1 0 0

◇１９６６（昭和４１）年　 ※（島根県選抜チームが訪韓を予定していたが日韓関係悪化のため中止）

◇１９６７（昭和４２）年 日韓親善高校野球（島根県選抜チームが訪韓 / ソウル市選抜チームが来日）

島根県選抜
相手チーム

チーム １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ 計 チーム １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ 計
勝敗得点 失点

1 島根県選抜 0 0 0 0 0 0 0 0 0 ０ 2 島根県選抜 0

浜田水産 ３ 167 62 ３ 170 54
捕手 ３ 178 70 ２ 172 64

5 3 X １１ 島根県東部選抜 1 0 0 0 0 0 1 1 0 ３

2

0 2 0
４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ 計

0 0 0 6 1 0

172 67

投手 ３ 183 74 ３ 173 66
３ 182 67 ３ 176 68

1 ● ６－11
島根県西部
選抜

島根県西部選抜 0 0 0 3 0 0

団長 ３ 168 62
副団長 島根県高野連理事長 ３ 174 64

番号 ポジション 氏名 所属 学年 投 打 身長 体重 番号 ポジション 氏名 所属 学年 投 打 身長

９

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７

監督 内野手 ３ 173 68
コーチ ３ 165 62

３ 177 70 ３ 167 64
３ 174 68 外野手 ２

○ ９－３

0 ９
城南高校 0 0 0 0 0 0 0 0 0 止 ソウル選抜 0 1 0 0 0 0 3 0 2 ６

体重

４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ 計

9 島根県選抜 0 0 0 0 0 0 0 0 0 中 10
島根県選抜 0 0 0 1 7 0 0 1

チーム １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ 計 チーム １ ２

0 0 0 X １
0 0 0 0 0 2 4 1



◇1968.08.23、ソウル球場 ◇1968.08.24、ソウル球場

－

【三】－　[本塁打]　 【三】－　[本塁打]　 
【善】－　[本塁打]　 【奨】－　[本塁打]　 

◇1968.08.24、ソウル球場（９回 引き分け） ◇1968.08.25、ソウル球場

【三】－　[本塁打]　 【三】－　[本塁打]　 
【城】－　[本塁打]　 【ソ】－　[本塁打]　 

◇1968.08.27、大田球場（６回 引き分け） ◇1968.08.28、大邱球場

【三】－　[本塁打]　 【三】－　[本塁打]　 
【大】－　[本塁打]　 【大】－　[本塁打]　 

◇1968.08.28、大邱球場（７回 日没のためコールドゲーム） ◇1968.08.30、ソウル球場（９回 引き分け）

【三】－　[本塁打]　 【三】－　[本塁打]　 
【慶】－　[本塁打]　 【仁】－　[本塁打]　 

※選手については、（昭和）43年度夏季

大会の準々決勝までの成績を資料として ◇1968.08.30、ソウル球場 ◇1968.09.01、ソウル球場
選抜することに決定された。

　韓国高校野球にたいする技術的な評価

については、私たちの耳に、はいってくるか

ぎりでは、極めて低かった。従って理事会 【三】－　[本塁打]　 【三】－　[本塁打]　 
では勝敗のことは念頭になく、親善と若い 【ソ】－　[本塁打]　 【中】－　[本塁打]　 
年代の将来に重点をおいて選考すること

となったため、一校一名、三年生からという ◇1968.09.01、ソウル球場 ◇1968.09.02、釜山球場
原則が選抜に当たってまず決定した。

定ポジションについては各種のﾃﾞｰﾀにもと

づいて、慎重公正に審議され、結局、下記

の16名が選抜された。 【三】－　[本塁打]　 【三】－　[本塁打]　 
『球児とともに』1982年6月発行より 【慶】－　[本塁打]　 【釜】－　[本塁打]　 

◇三重県選抜選手団 ※学年の丸数字は主将

森　隆巳 三重県県高野連会長 矢野　直一 四日市
池内　定雄 鈴木　充 松工
在田　真亮 三重県高野連理事 西山　英樹 津商
[渡辺　洋三] [三重] 辰巳　末男 高田
中西　猛 飯南 中原　晋太郎 相可
前川　源司 四日市南 吉沢　寿郎 尾鷲
岩尾　栄三 伊勢工 赤坂　俊一 木本
館　善雄 海星 松岡　章二 四日市工
辻　幸博 山口　新一 ジオリオン
竹内　昭文 宇治山田商

◇1968.08.17、郡山桜花グラウンド ◇1968.08.19、西京極（９回 引き分け）

－

【釜】金永穆、金鐘昈－鄭瑆泰　[本塁打] 黄② 【釜】－　[本塁打]　 
【奈】津山、村中－田端　[本塁打]　 【東】－　[本塁打]　 

◇1968.08.21、神戸・川重魚崎球場（９回 引き分け） ◇1968.08.22、倉敷

【釜】金永穆－鄭瑆泰　[本塁打]　 【釜】金鐘昈－李煕文、朴淳哲　[本塁打]　 
【尼】西谷－小笹　[本塁打]　 【岡】福山、奥江、水田、守岡－加藤、佐藤　[本塁打]　 

◇1968.08.24、萩市民球場 ◇1968.08.25、岩国市民

【釜】金永穆、金鐘昈－鄭瑆泰、李煕文　[本塁打]　 【釜】金鐘昈－李煕文　[本塁打]　 
【萩】大崎－原　[本塁打]　 【岩】松本、池原、中西、山口－伊藤　[本塁打]　 

◇1968.08.27、小倉球場 ◇1968.08.28、下関球場

【釜】金永穆、李煕文－鄭瑆泰、金鐘昈　[本塁打]　 【釜】金永穆－鄭瑆泰　[本塁打]　 
【小】楠城、大西－尾石、大保　[本塁打]　 【下】島中、井上、川田－西山　[本塁打]　 

３

３
チーム １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ 計 チーム １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０

明野 ３ ３
３

捕手 ３

３ ３
３ ３
３

副団長 三重県高野連理事長 ３
監督 ３
投手 ３ ３

団長 内野手

7 8
小倉高校 2 0 0 1 0 3 0 1 0 ７ 下関市選抜 0 0 0 0 0 1 0 0 1 ２

番号 ポジション 氏名 所属 学年 投 打 身長 体重 番号 ポジション 氏名 所属 学年 投 打 身長 体重

0 1 ９ 釜山地区選抜 0 0 0 0 0 3 0 0 0

0 1 0 0 0 0 １ 岡山県選抜

6 ● ４－７ 岩国選抜

7 ○ ９－７ 小倉高校

8 ○ ３－２ 下関市選抜

釜山地区選抜
相手チーム

勝敗得点 失点

1 ○ 10－３ 奈良郡山高

2 △ ２－２ 東山高校

3 △ １－１ 尼崎西高

4 ○ ３－２ 岡山県選抜

5 ● ２－４ 萩市選抜

1

計
釜山地区選抜 1 0 3 0 1 3 0

２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ 計 チーム １ ２

3 ３

0 ４
萩市選抜 1 0 0 2 0 1 0 0 X ４ 岩国選抜 0 0 1 0 0 5 1 0 X ７

３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ 計

5
釜山地区選抜 0 1 0 0 0 0 0 0 1 ２ 6

釜山地区選抜 0 4 0 0 0 0 0 0
チーム １

0 0 0 0 0 0 1 1 0 ２

３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ 計

3
釜山地区選抜 0 0 0 0 0 0 1 0 0 １ 4

釜山地区選抜 0 0 0 0 0 0 0 0
チーム １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ 計 チーム １ ２

尼崎西高 0 0 0

0 ２
奈良郡山高 0 0 2 0 0 0 1 0 0 ３ 東山高校 0 2 0 0 0 0 0 0 0 ２

３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ 計
釜山地区選抜 0 3 4 0 0 0 0 3 0 １０ 2

釜山地区選抜 0 0 1 0 0 0 1 0
チーム １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ 計 チーム １ ２

0 0
チーム １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ 計 チーム １ ２

③

外野手 ３

４
慶北高校 2 0 1 0 1 2 0 0 X ６ 釜山選抜 0 1 0 3 0 0 1 X ５

３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ 計

0 3 1 0 0 ５ 中央高校 0 0 0 0

11
三重県選抜 0 1 0 0 0 0 0 0 0 １ 12

三重県選抜 2 0 2 0 0 0

１０ 計 チーム １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ 計

9
三重県選抜 0 0 2 0 3 0 1 0 1 ７ 10

三重県選抜 1 0
チーム １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９

0 0 0 0 0 ０
0 0 0 1 0 3 2 ７

ソウル選抜B 0 1 0 0

12 ● ４－５ 釜山選抜

8
三重県選抜 1 2 0 0 0 2 0 1 0 ６

慶北高校 0 3 0 0 2 0 X ５ 仁川選抜 0 0 0 0 0 0

計

11 ● １－６ 慶北高校 7
三重県選抜 0 0 0 0 0 0 0 ０

9 ○ ７－５ ソウル選抜B

10 ○ ７－０ 中央高校 チーム １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ 計

3 3 0 ６

３ 大邱商業 0 0 2 0

１０ 計 チーム １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０

チーム １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０

計

5
三重県選抜 1 0 1 1 0 0 ３ 6

三重県選抜 0 0
7 ● ０－５ 慶北高校

チーム １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９

2 0 0 0 X ４
０0 0 0 0 0 0 0

8 △ ６－６ 仁川選抜
大田高校 0 3 0 0 0 0

0 0 1 ６
5 △ ３－３ 大田高校

6 ● ０－４ 大邱商業

4
三重県選抜 1 0 0 0 2 0 0 6 0 ９

城南高校 0 0 0 1 0 0 0 0 0 １ ソウル選抜A 1 1 0 1 2 0

チーム １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ 計

4 ○ ９－６ ソウル選抜A 3
三重県選抜 0 0 0 1 0 0 0 0 0 １

3 1 0 1 X ５

2 ● ２－５ 奨忠高校

3 △ １－１ 城南高校 チーム １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ 計

2 0 0 ２
1 ● ２－５ 善隣商高

善隣商高 2 0 1 0 0 0 0 2 X ５ 奨忠高校 0 0 0 0

チーム １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ 計
勝敗得点 失点

1
三重県選抜 0 0 0 0 2 0 0 0 0 ２ 2

三重県選抜 0 0
三重県選抜

相手チーム
チーム １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ 計

0 0 0 0

◇１９６８（昭和４３）年 日韓親善高校野球（三重県選抜チームが訪韓 / 釜山地区選抜チームが来日）



◇1969.08.24、ソウル市営球場（７回 時間切れ引き分け） ◇1969.08.24、ソウル市営球場（９回 引き分け）

－

【鹿】小永吉、宝満－永田　[本塁打]　 【鹿】徳重－奥園　[本塁打]　 
【慶】呉春根－宋正一　[本塁打]　 【善】柳南鍋－鄭長憲　[本塁打]　 

◇1969.08.26、ソウル市営球場 ◇1969.08.28、仁川球場

【鹿】花田、宝満－永田、奥園　[本塁打]　 【鹿】徳重、宝満－奥園　[本塁打]　 
【中】劉光洙－李鐘道　[本塁打]　 【仁】鄭昊沢、高成基－姜煕昌　[本塁打]　 

◇1969.08.30、ソウル市営球場（７回 時間切れ） ◇1969.08.30、ソウル市営球場

【鹿】花田、宝満－奥園　[本塁打]　 【鹿】徳重－奥園　[本塁打]　 
【奨】裵重枸－田享培　[本塁打] 崔源太　 【城】盧吉相－梁炯五　[本塁打]　 

◇1969.08.31、ソウル市営球場（９回 引き分け） ◇1969.08.31、ソウル市営球場

【鹿】宝満－永田、奥園　[本塁打]　 【鹿】徳重－奥園　[本塁打]　 
【培】姜業－金大権　[本塁打]　 【ソ】柳南鎬－梁炯五　[本塁打]　 

※(鹿児島)県高野連は昭和43年に、

県選抜チームの韓国遠征を高野連 ◇1969.09.02、大田公設野球場（７回 日没のためコールドゲーム） ◇1969.09.03、大邱綜合球場
に申し出ていたが、44年5月22日の

全国評議会で正式決定し、県高野

連としての初の海外遠征が実現す

ることとなった。遠征に当たってユニ 【鹿】宝満－永田、奥園　[本塁打]　 【鹿】徳重、宝満－奥園、永田　[本塁打]　 
フォームも新調。胸に「KAGOSHIMA」 【大】李炯基－張潤善　[本塁打]　 【大】李日馥、鄭基赫－禹龍得　[本塁打]　 
の濃紺文字、そでには日の丸が付け

られた。また記章は、日本と韓国の ◇1969.09.04、釜山球場（８回 日没のため引き分け）
頭文字の N と K を組み合わせて

親善をあらわした。

『鹿児島県高校野球史』1994年3月発行より

【鹿】小永吉、宝満－永田、奥園　[本塁打]　 
【釜】黄盛東、劉台中－金玉権、梁康石　[本塁打]　 

◇鹿児島県選抜選手団 ※学年の丸数字は主将

伊勢　虎夫 鹿児島県高野連会長 豊倉　勝男 指宿商
米沢　貫一 鵜狩　一芳 鹿児島商工
大森　秀治 出水商監督 山元　成昭 末吉
松山　良弘 鹿児島工監督 田代　邦隆 川内
中園　三宏 県野球審判協会審判員 宇都　正博 鹿児島商
徳重　次男 鹿児島商 岡留　吉樹 鹿児島商
宝満　四男 鹿児島商工 小田原　信和 大口
花田　敏郎 川内実 上口　登 川内実
小永吉　弘 尻無浜　豊海 川内実
奥園　満 鹿児島商 山口　弘 鹿児島工
永田　務 玉竜

◇1969.11.09、ＰＬ球場 ◇1969.11.11、倉敷市営（９回 引き分け）

－

【慶】鄭基赫、南宇植－梁昌義　[本塁打]　 【慶】鄭基赫、南宇植－梁昌義　[本塁打]　 
【Ｐ】新美、谷口、新美－野村　[本塁打]　 【玉】松枝－川口　[本塁打]

◇1969.11.13、高知市営 ◇1969.11.15、高松中央球場（７回 雨天コールドゲーム）

【慶】鄭基赫、南宇植－梁昌義　[本塁打]　 【慶】南宇植－梁昌義　[本塁打]　 
【高】小松、松岡、中沢－河内　[本塁打]　 【香】井原、古川－高木、香川　[本塁打]　 

◇1969.11.16、松山市営球場 ◇1969.11.16、松山市営球場

【慶】孫正元、鄭基赫、南宇植－禹竜得　[本塁打]　 【慶】南宇植－梁昌義　[本塁打]　 
【松】米田－本山、竹村　[本塁打]　 【松】井上、中村－大森　[本塁打] 西本 

◇1969.11.18、宇部球場（７回 雨天コールドゲーム）

【慶】鄭基赫、南宇植－梁昌義　[本塁打]　 
【宇】石川、合原－野村、新川　[本塁打]　 

３ 外野手 ３

３

３
加治木工 ３ ３

捕手 ③ ３

監督 ３
随行医師 ３

投手 ３ ３

団長 内野手 ３
副団長 鹿児島県高野連理事長 ３

３

7
慶北地区選抜 0 0 0 1 0 0 4 ５

宇部市選抜 2 0 0 0 0 0 0 ２

6
慶北地区選抜 0 0 0 0 0 0 0 0 0 ０

松山市選抜 1 0 1 0 0 0 0 0 X ２ 松山商業 0 0 0 0 0 0 0 0 1 １

慶北地区選抜
相手チーム

勝敗得点 失点

1 ● ２－３ ＰＬ学園

2 △ １－１ 玉島商業

3 ○ ４－２ 高知商業 ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ 計

１
１

３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ 計
0 1 0 ２ 2

番号 ポジション 氏名 所属 学年 投 打 身長 体重 番号 ポジション 氏名

主務

4 ○ ２－０ 香川県選抜

5 ● １－２ 松山市選抜

6 ● ０－１ 松山商業

7 ○ ５－２ 宇部市選抜
チーム １ ２ ３ ４

３

チーム １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ 計

５ ６ ７

5
慶北地区選抜 0 1 0 0 0 0 0

0 0 1 23

0 0 １

２
高知商業 1 0 0 0 0 0 0 1 0 ２ 香川県選抜 0 0 0 0 0 0 0 ０

８ ９ １０ 計 チーム １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ 計

慶北地区選抜 0 0 0 1 0 ４ 4
慶北地区選抜 0 0 0 0 0 1 1

チーム １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ 計 チーム １ ２

1
ＰＬ学園 0 0 0 3 0 0 0 0 X ３ 玉島商業 0 0 0 1 0 0 0 0 01

慶北地区選抜 0 0 0 0 0 1 慶北地区選抜 0 0 0 0 0 0 0 0
チーム １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ 計 チーム １ ２

釜山選抜 0 0 0 0 1 0 0 2 ３

所属 学年 投 打 身長 体重

11
鹿児島県選抜 1 0 0 1 1 0 0 0 ３

チーム １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ 計

0 ２
大田選抜 1 0 1 0 0 0 0 ２ 大邱商業 1 0 0 0 2 0 0 0 X ３

３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ 計

9
鹿児島県選抜 0 1 0 2 2 0 0 ５ 10

鹿児島県選抜 0 0 2 0 0 0 0 0
チーム １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ 計 チーム １ ２

2 0 X ２8
鹿児島県選抜 0 0 0 0 0 1 0 0 0 １

培文高校 0 0 0 0 0 0 0 0 0 ０ ソウル選抜 0 0 0 0 0 0

チーム １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ 計

11 △ ３－３ 釜山選抜 7
鹿児島県選抜 0 0 0 0 0 0 0 0 0 ０

0 0 0 1 X ２

9 ○ ５－２ 大田選抜

10 ● ２－３ 大邱商業 チーム １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ 計

0 0 0 0 0 0 0 ０
8 ● １－２ ソウル選抜

奨忠・城東・京畿商 1 0 0 1 1 0 X ３ 城南高校 0 0 0 1

１０ 計 チーム １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ 計

5
鹿児島県選抜 1 0 0 0 0 0 1 ２ 6

鹿児島県選抜 0 0
7 △ ０－０ 培文高校

チーム １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９

0 0 0 ０
5 ● ２－３

奨忠・城東・
京畿商

6 ● ０－２ 城南高校

4
鹿児島県選抜 0 1 1 1 6 0 0 0 0 ９

中央高校 0 0 0 0 0 0 0 0 0 ０ 仁川選抜 0 0 0 0 0 0

チーム １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ 計

4 ○ ９－０ 仁川選抜 3
鹿児島県選抜 0 0 0 0 0 1 1 2 0 ４

2 △ ０－０ 善隣商高

3 ○ ４－０ 中央高校 チーム １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ 計

0 0 0 0 0 0 0

1 △ ３－３ 慶煕高校
慶煕高校 1 0 0 0 1 0 1 ３ 善隣商高 0 0 0 0

１０ 計 チーム １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ 計

1
鹿児島県選抜 0 0 0 0 2 0 1 ３ 2

鹿児島県選抜 0 0
相手チーム

チーム １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９

0 0 0 0 0 ０
０勝敗得点 失点

◇１９６９（昭和４４）年 日韓親善高校野球（鹿児島県選抜チーム訪韓 / 慶北地区選抜チームが来日）

鹿児島県選抜



◇1970.08.29、韓国・ソウル運動場野球場

【東】上原－若林　[本塁打]  
【培】白昌鉉－芮馨洙　[本塁打]  

◇1970.08.30、韓国・ソウル運動場野球場

【培】白昌鉉－芮馨洙　[本塁打]  
【東】福島、上原－若林、三好　[本塁打]  

◇1970.09.01、韓国・ソウル運動場野球場（夜間試合・６回表 一死一・二塁のとき豪雨となりコールドゲーム）

【東】上原－大八木　[本塁打]  
【培】白昌鉉－芮馨洙　[本塁打]  

◇派遣選手団（１９７０年　日韓親善高校野球[選手権大会優勝の東海大相模を韓国に派遣]　３試合１勝１負１分） ※学年の丸数字は主将、青字はのちにプロ野球入り

柴田　光 東海大相模 三好　一幸 東海大相模

原　貢 近藤　正樹
上原　広 東海大相模 小林　悦雄 東海大相模

若林　一正 福島　美夫
渡辺　良 東海大相模 大八木　治 東海大相模

田中　秀俊 萩原　克巳
田中　敬 東海大相模 森谷　敏彦 東海大相模

井尻　陽久 佐伯　達夫 日本高野連会長
小川　勝三

◇1971.11.11、小野田市営

【韓】南宇植、干普成－朴容勲、芮馨沫　[本塁打]  
【小】梶田、渡辺－保村、福島　[本塁打]  

◇1971.11.12、北九州・八幡大谷

【韓】南宇植、黄圭泰－朴容勲、芮馨沫　[本塁打]  
【北】南、玉田、門田－山本（芳）、佐藤（俊）　[本塁打]  

◇1971.11.13、大分県営球場

【韓】南宇植、黄圭泰－朴容勲、芮馨沫　[本塁打]  
【大】平山、権山、得能－末綱　[本塁打]  

◇1971.11.14、宮崎県営球場（８回 雨のためコールドゲーム）

【韓】黄圭泰、南宇植－芮馨沫　[本塁打]  
【宮】井上、宮内、鳥原、杉尾－中西、小田　[本塁打]  

◇1971.11.16、鹿児島県立鴨池球場

【韓】南宇植、黄圭泰－朴容勲、芮馨沫　[本塁打] 金徹 
【鹿】南、末吉、吉丸－小湊、堀之内　[本塁打]  

◇1971.11.18、熊本市・藤崎台球場

【韓】南宇植、黄圭泰－芮馨沫、孫相大　[本塁打] 金徹  
【鎮】平田、芥川、平田－内田　[本塁打]  

三振 四死球 犠打 盗塁 残塁 失策

6
韓国選抜 1 1 1 1 0 1 0 0 2 ７ 33 12 1 1 4 5 4 2 8 1
鎮西高校 0 0 0 3 0 0 0 0 0 ３ 32 6 2 6 3 0 1 5 1

１ ２ ３ ４ ５ ６

5
韓国選抜 1 0 0 0 0 0 0 3 0 ４ 32 8 1 1 4 5 1 1 7 0

鹿児島県選抜 0 0 0 0 0 0 0 0 0 ０ 28 2 1 5 1 0 0 2 0

0 0 4 3

チーム ７ ８ ９ １０ 計 打数 安打 二塁打三塁打本塁打 三振 四死球 犠打 盗塁 残塁 失策

0 0 １ 22 4 1 7 7 2 0 6 2

5 ○ ４－０ 鹿児島県選抜

6 ○ ７－３ 鎮西高校
チーム ７ ８ ９ １０ 計 打数 安打 二塁打三塁打本塁打 三振 四死球 犠打 盗塁 残塁 失策

3
韓国選抜 1 1 0 0 0 0 1 3 0 ６ 33 7 1

0 0 0 0 0 0 0 ０ 28 1 1 2 3

4 ○ １－０ 宮崎市選抜 2
韓国選抜 0 0 1 0 0 3 0 0 1 ５

北九州市選抜 0 0 0 0 0 0 1 0 0 １

0 0 ０

2 ○ ５－１ 北九州市選抜

－０ 大分選抜 チーム ７ ８ ９ １０ 計 打数 安打 二塁打三塁打本塁打 三振 四死球 犠打 盗塁 残塁 失策

東海大相模 東海大相模

東海大相模 東海大相模

東海大相模
東海大相模

◇１９７１（昭和４６）年 日韓親善高校野球（韓国選抜チームが来日）

韓国選抜
相手チーム

チーム １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ 計 打数 安打 二塁打三塁打本塁打 三振 四死球 犠打 盗塁 残塁 失策

勝敗 得点－失点
1

韓国選抜 0 2 2 0 1 1 1 0 0 ７

1 ○

番号 ポジション 氏名 所属 学年 投 打 身長 体重 番号 ポジション 氏名 所属 学年 投 打 身長 体重

責任教師 ８ 中堅手 ３ 177 69

監督 東海大相模監督 35 ９ 右翼手 東海大相模 ３ 174 70

3
東海大相模 ０ 15 0 1 3 1 0

培文高校 ０ 16 2 5 3 1 0

2 5 2 2 6 2

東海大相模 1 0 0 １ 31 4 1 4 0 0 6 1

チーム ７ ８ １０ 計 打数 安打 二塁打三塁打本塁打 三振 四死球 犠打 盗塁 残塁 失策

◇１９７０（昭和４５）年 日韓親善高校野球（選手権大会優勝の東海大相模を韓国に派遣　３試合１勝１負１分）

日本選抜
相手チーム

チーム ７ ８ １０ 計 打数 安打 二塁打三塁打本塁打 三振 四死球 犠打 盗塁 残塁 失策

勝敗 得点 － 失点
1

東海大相模 0 2 0 ５ 33 8 1 2 2 2 1 5 1

○ ５－０ 培文高校 培文高校 0 0 0 ０ 30 5 1 4 8 2 0 13 2

チーム ７ ８ ９ １０ 計 打数 安打 二塁打三塁打本塁打

１ ２ ３ ４ ５ ６チーム ７ ８ ９ １０ 計 打数 安打 二塁打三塁打本塁打 三振 四死球 犠打 盗塁 残塁 失策

１ ２ ３ ４ ５ ６

4
韓国選抜 1 0 0 0 0 0

宮崎市選抜 0 0 0 0 0 0 0 0 ０ 23 3 4 3 1 0 3 1

１ ２ ３ ４ ５ ６

2 6 1 4 7 1
大分選抜 0 0

１ ２ ３ ４ ５ ６
3 ○ ６

6 遊撃手 ③ 170 72 団長
7 左翼手 ２ 170 65

７－０ 小野田市・
宇部市選抜

小野田市・宇部市選抜 0 0 0 0 0 0 0

4 二塁手 ３ 168 62 13 補 ２ 174 65

5 三塁手 ３ 173 68 14 補 ２ 177 70

58

2 捕手 ３ 170 65 11 補 ２ 175 70

3 一塁手 １ 182 75 12 補 ２ 166 65

1 投手 ３ 173 70

二塁打三塁打本塁打 三振 四死球 犠打 盗塁 残塁 失策

2
培文高校 4 0 0 ５ 31

2

3
１ ２ ３ ４ ５ ６

10 補 ２ 168

0 0 0 0 0

６ ９

0 0 0 0 0 －
１ ２ ３ ４ ５

0 0 0 0 0 0

９

0 0 0 1 0 0 4

△ ０－０ 培文高校 チーム ７ ８ １０ 計 打数 安打

1
0 0 0 0 0 0

● １－５ 培文高校

６ ９

0 0 0 2 1 0
１ ２ ３ ４ ５



◇1972.09.01、ソウル・ソウル市営球場

【日】水江－沖田　[本塁打]  

【韓】尹夢龍、李善煕、黄圭奉－金承洙　[本塁打] 

◇1972.09.03、ソウル・ソウル市営球場

【韓】李善煕、黄圭奉－金承洙　[本塁打] 金承洙、具永錫

【日】水江－沖田　[本塁打] 吉近

◇1972.09.04、ソウル・ソウル市営球場

【日】－　[本塁打]  

【韓】－　[本塁打]  

◇日本選抜選手団（１９７２年　日韓親善高校野球[開催地：韓国]・日本チーム：３試合３勝）

佐伯　達夫 日本高野連会長 松好　伸卓 天理

青木　一英 山内　浩司 津久見

藤城　亘男 日本高野連理事 塩田　義昌 柳井

浜野　秀弥 津久見高校野球部長 坂東　一彦 津久見

岸田　成弘 柳井監督 岡本　裕治 柳井

水江　正臣 津久見 吉近　寿一 津久見

杉本　義勝 柳井 岡村　隆則 柳井

益永　博之 高知商 北村　隆 柳井

足立　俊二 新谷　守 天理

沖田　雅夫 高知商 宮崎　昭広 高知商

佐藤　清 天理 ※学年の丸数字は主将、青字はのちにプロ野球入り

◇1972.11.12、広島商高グラウンド ◇1972.11.13、日生球場

－

【韓】黄圭奉、李善煕－金承沫、楊宗秀　[本塁打]　 【韓】黄圭奉、李善煕、鄭淳明－金承沫、楊宗秀　[本塁打]　 

【広】津村、大竹、神農－木村　[本塁打]　 【明】大西、大瀬、辻内－長田　[本塁打]　 

◇1972.11.14、奈良市営球場 ◇1972.11.16、和歌山紀三井寺

【韓】黄圭奉、鄭淳明、宋相福、李善煕－金承沫、楊宗秀　[本塁打] 【韓】鄭淳明、黄圭奉－金奉淵、楊宗秀　[本塁打]　 

【奈】殿村、北浦、石田、福井、利川、中村－米田　[本塁打] 【和】中村、井上、梶谷－田中、高橋、田村　[本塁打]　 

◇1972.11.19、柳井高

【韓】鄭淳明、黄圭奉－金承洙、楊宗秀　[本塁打]　 

【柳】浜中、杉本－重岡、稲田　[本塁打]　 

３ ３

内野手 ２

３

３ ３

捕手 津久見 ３ ３

３

副団長 日本高野連理事 ３

総務 ３

団長

韓国選抜 0 0 0 0 0 0 1 0 0 １

番号 ポジション 氏名 所属 学年 投 打 身長 体重 番号 ポジション 氏名 所属 学年 投 打 身長 体重

3
日本選抜 0 0 0 0 0 0 0 0 2 ２

チーム １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ 計 打数 安打 二塁打三塁打本塁打 三振 四死球 犠打 盗塁 残塁 失策

2
韓国選抜 0 2 0 0 0 0 0 0 0 ２ 30 4 1 2 4 4 1 0 6 1
日本選抜 0 3 0 0 0 0 0 0 X ３ 29 9 3 1 2 3 1 0 5 1

1 ○ １－０ 韓国選抜
韓国選抜 0 0 0 0 0 0 0 0 0 ０ 29 5 6 3 1 4 6 1

２ 韓国選抜

○ ２－１ 韓国選抜
チーム １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ 計 打数 安打 二塁打三塁打本塁打 三振 四死球 犠打 盗塁 残塁 失策

3

○ ３－

二塁打三塁打本塁打 三振 四死球 犠打 盗塁 残塁 失策

勝敗 得点 － 失点
1

日本選抜 0 0 1 0 0 0 0 0 0 １ 29 5 8 1 0 0 2 0

３

監督 ３

チーム １ ２ ３ ４ ５ ６ ７

投手 ３ 外野手 ３

３

６ ７ ８ ９ １０ 計

2

◇１９７２（昭和４７）年 日韓親善高校野球（日本選抜チームを韓国へ初めて派遣）

日本選抜
相手チーム

チーム １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ 計 打数 安打

８ ９ １０ 計 チーム １ ２ ３ ４ ５

1
韓国選抜 0 0 0 2 2 0 0 0 0 ４

2
韓国選抜 0 0 0 0 0 １

広島商業 0 0 0 0 0 1 0 0 0 １ 明星高校 0 0 1 1 0 1 1 0 X ５

５ ６ ７ ８ ９ １０ 計 チーム １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ 計

0 1 0 0

1 3 1 1 5 1 1 0 １６
4

韓国選抜 2 3 0 0 0 0 0 0 0 ５
0 0 0 0 0 0 3 0 ３ 和歌山市選抜 0 0 0 0 0 0 0 0 0 ０

0 3 0 2 0 0 1 0 ６
柳井市選抜 0 0 0 0 1 0 4 0 0 ５

５ ６ ７ ８ ９ １０ 計

奈良市選抜 0

チーム １ ２ ３ ４

韓国選抜
相手チーム

勝敗得点 失点

1 ○ ４－１ 広島商業

2 ● １－５ 明星高校

3 ○ 16－３ 奈良市選抜

4 ○ ５－０
和歌山市
選抜

5 ○ ６

3
韓国選抜 3

－５ 柳井市選抜

チーム １ ２ ３ ４

5
韓国選抜 0



◇1973.09.01、韓国・ソウル運動場

【日】江川－水野、小倉　[本塁打]  

【韓】河基竜－申彦皓　[本塁打] 兪大成  

◇1973.09.02、韓国・ソウル運動場（９回 引き分け）

【韓】朴相悦、権永浩、李光殷－楊宗秀、申彦皓　[本塁打]  

【日】佃－水野、小倉　[本塁打]  

◇1973.09.03、韓国・ソウル運動場（夜間試合）

【日】矢野、佃、江川－小倉、水野　[本塁打]  

【韓】河基竜、朴相悦－申彦皓　[本塁打]  

◇1973.09.04、韓国・大田運動場

【日】矢野、江川－小倉　[本塁打]  

【韓】李光殷－楊宗秀、申彦皓　[本塁打]  

◇1973.09.05、韓国・大邱運動場（８回 日没のためコールドゲーム）

【日】秋本、佃、江川－水野、小倉　[本塁打] 渡部、白鳥

【韓】権永浩、朴明守、申俊玉、石柱玉－申勝湜、柳基鳳　[本塁打] 申俊玉

◇日本選抜選手団（１９７３年　日韓親善高校野球[開催地：韓国]・日本チーム：５試合２勝２敗１分）

佐伯　達夫 日本高野連会長 町田　昌照 広島商

永野　元玄 川本　幸生 広島商

山本　敏男 朝日新聞社運動部員 安田　孝 川越工

畠山　圭司 広島商業高校野球部長 永嶋　滋之 静岡

迫田　穆成　 広島商業高校監督 渡部　一治 今治西

佃　正樹 広島商 金光　興二 広島商

秋本　昌宏 静岡 白鳥　重治 静岡

矢野　隆司 今治西 植松　精一 静岡

江川　卓 楠原　基 広島商

水野　彰夫 静岡 須長　三郎 川越工

小倉　偉民 作新学院 ※学年の丸数字は主将、青字はのちにプロ野球入り

◇1974.08.05、日生球場 ◇1974.08.07、岡山県営

－

【韓】裵景煥、姜㻊植、鄭春変、金雲竜－車東烈、金東源　[本塁打] 【韓】鄭春変、姜㻊植－車東烈、金東源　[本塁打]　 

【大】大川、井口、緑－小森、内海　[本塁打] 吉井　 【岡】小林、高森、三宅、土居－武井、松原　[本塁打]

◇1974.08.08、兵庫・高砂市営 ◇1974.08.10、三重・津市営

【韓】裵景煥、鄭春変－車東烈　[本塁打]　 【韓】裵景煥、姜㻊植－車東烈、金東源　[本塁打]　 

【兵】山本、鈴木、東、長谷川－新田　[本塁打] 新田　 【三】松下、神谷、中西、藤森－佐藤、北森　[本塁打]　 

◇08.31、韓国選抜・ｿｳﾙ運動場

◇09.01、韓国選抜・ｿｳﾙ運動場 ◇1974.08.11、名古屋市営瑞穂 ※日本高校野球連盟は（八月）十七日、阪神甲子園球場で緊急

◇09.02、韓国選抜・ｿｳﾙ運動場 理事会を開き全国高校野球選手権大会後、選抜チームを韓国へ

◇09.04、光州選抜・光州 派遣することにしていたが、韓国の朴大統領のそ撃事件[文世光

◇09.06、釜山選抜・釜山 事件]にからむ不幸なできごとから派遣を中止することに決めた。

◇09.08、大邱選抜・大邱 【韓】鄭春変、裵景煥、姜㻊植－車東烈、金東源　[本塁打]　 　　　　　　　　　「朝日新聞」１９７４（昭和４９）年８月１８日（１５）より

【愛】木戸、近藤、松橋－山口、彦坂　[本塁打]　 

日
本
選
抜
試
合
予
定

0 0 0 0 ２
2 0 0 0 4 X ７ 岡山県選抜 0 0

韓国選抜
相手チーム

チーム １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ 計 チーム １ ２ ３

勝敗得点 失点
1

韓国選抜 2 0 0

－７ 大阪府選抜
大阪府選抜 1 0 0 0 0

7 5 3 3 4 1

氏名 所属 氏名 所属

作新学院 ３ 右 右 182 82 ３ 175 72

捕手 ３ 184 82 ２ 180 75

３ 172 69 ３ 右 左 174 71

２ 171 ３ 183 82

部長

１ 28 4 8 5 0 1 8 0

4
日本選抜 2 0 0 0 0 0 0 0 0 ２ 29 3 5 0 1 0 1 1

韓国選抜 0 0 0 1 0 0 0 0 0 １ 29 6 1 8 3 1 3 5 2

5 ○ ５－３ 全大邱選抜

チーム ７ ８ ９ １０ 計 打数 安打 二塁打三塁打本塁打 三振 四死球 犠打 盗塁 残塁 失策１ ２ ３ ４ ５ ６

3
日本選抜 0 0 0 0 0 0 0 0 0 ０ 31 5 1 7 0 0 0 4 0

韓国選抜 0 0 0 0 0 1 0 0 X

4 ○ ２－１ 韓国選抜 2
韓国選抜 2 0 0 0 0 0 0 0 0 ２ 24 3 2 11 2 3 8 2

日本選抜 0 0 0 0 0 1 1 0 0 ２ 33 7 1 7 0 1 1 5 2

4 4 1 0 6 0

1 ● １－２ 韓国選抜
韓国選抜 0 0 0 0 1 1 0

2 △ ２－２ 韓国選抜

3 ● ０－１ 韓国選抜 チーム ７ ８ ９ １０ 計 打数 安打 二塁打三塁打本塁打 三振 四死球 犠打 盗塁 残塁 失策

15 2 0 3 4 0

◇１９７３（昭和４８）年 日韓親善高校野球（日本選抜チームが訪韓   ５試合２勝２敗１分）

日本選抜
相手チーム

チーム ７ ８ ９ １０ 計 打数 安打 二塁打三塁打本塁打 三振 四死球 犠打 盗塁 残塁 失策

勝敗 得点 － 失点
1

日本選抜 0 1 0 0 0 0 0 0 0 １ 29 5 1 1

5 ● ２－３ 愛知県選抜

5
韓国選抜 0 1 0 1

３ 175 72

監督 34 ３ 179 69

投手 ３ 左 右 174 68 ３ 177 64

172 65

番号 ポジション 学年 投 打 身長 体重 番号 ポジション 学年 投 打 身長 体重

団長 内野手 ２ 172 65

日本高野連役員

0 0 0 0 2 2

１ ２ ３ ４ ５ ６チーム ７ ８ ９ １０ 計 打数 安打 二塁打三塁打本塁打 三振 四死球 犠打 盗塁 残塁 失策

0 1 ５ 31 8 2 2 3 0 0 5 1

１ ２ ３ ４ ５ ６チーム ７ ８ ９ １０ 計 打数 安打 二塁打三塁打本塁打

１ ２ ３ ４ ５ ６

１ ２ ３ ４ ５ ６

0 X ２ 28 4 1 1

68 外野手

３ 23 7 1

３ 181 76

◇１９７４（昭和４９）年 日韓親善高校野球（韓国選抜チームが来日 / 日本選抜チームも韓国で６試合を予定していたが中止）

４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ 計

0 0
2

韓国選抜 0 0 2

1 ● ２

全大邱選抜 1 0 0 0 2 0 0 0

２ 169 60

３

三振 四死球 犠打 盗塁 残塁 失策

5
日本選抜

0 0 0 0 0 ０

2 ○ ２－０ 岡山県選抜

3 ○ ３－１ 兵庫県選抜
チーム １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ 計 チーム １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ 計

0 0 0 0 0 0 ２

韓国選抜 0 0 0 0 1 0 0 0 0 １
4 ○ １－０ 三重県選抜 3

韓国選抜 0 3 0 0 0 0 0 0 0 ３
4

兵庫県選抜 0 0 0 0 0 0 0 1 0 １ 三重県選抜 0 0 0 0 0 0 0 0 0 ０

チーム １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ 計

0 0 0 0 0 ２
愛知県選抜 0 0 0 0 0 0 0 0 3 ３



◇1975.09.25、ソウル運動場（９回 引き分け）

【習】小川－神子　[本塁打]  
【中】朴昌善－鮩埼　[本塁打]  

◇1975.09.27、ソウル運動場

【習】小川－神子　[本塁打]  
【ソ】李振丙、朴仁鍾、金鉉宰、金尚宣－鮮于琦、金順泰　[本塁打]  

◇1975.09.28、ソウル運動場

【習】小川－神子　[本塁打] 小川②
【慶】崔東原－李煥鎔　[本塁打]  

◇派遣選手団 ※学年の丸数字は主将

石井　好博 習志野高校監督 吉野　弘明 習志野高校

小川　淳司 藤田　誠 習志野高校

神子　文之 習志野高校 押尾　明 習志野高校

菱木　大功 習志野高校 嶌田　孝 習志野高校

福田　弘俊 習志野高校 楠田　康則 習志野高校

小林　重信 習志野高校

下山田　清 習志野高校

岩崎　勝己 習志野高校

円藤　憲治

越智　修一 習志野高校

◇1976.09.02、韓国・ソウル市立球場

【日】酒井、中村、小松－応武、渋谷　[本塁打]  
【韓】崔東源－金炅勛　[本塁打] 李潤燮  

◇1976.09.04、韓国・ソウル市立球場

【日】赤嶺、中村、酒井、小松－応武　[本塁打]  
【韓】金貞洙、崔東源－金炅勛　[本塁打]  

◇1976.09.05、韓国・ソウル市立球場

【日】小松、酒井－応武　[本塁打]  
【韓】金貞洙、崔東源－鄭宗鉉、金炅勛　[本塁打] 金洙男  

◇日本選抜選手団（１９７６年　日韓親善高校野球[開催地：韓国]・日本チーム：３試合１勝２敗）

佐伯　達夫 日本高野連会長 津末　英明 東海大相模
永井　汎 鈴木　慎一郎 海星
浜田　宏美 桜美林高校監督 水谷　智行 ＰＬ学園
松本　吉啓 桜美林 片桐　幸宏 桜美林
中村　誠治 ＰＬ学園 山崎　隆造 崇徳
酒井　圭一 海星 菊池　太陽 桜美林
小松　辰雄 星稜 山本　和久 ＰＬ学園
赤嶺　賢勇 豊見城 黒田　光弘 小山
渋谷　博 武藤　一邦 秋田商
応武　篤良 崇徳 ※学年の丸数字は主将、青字はのちにプロ野球入り

◇1976.08.17、岐阜県営球場

【信】金貞洙－金炅勛　[本塁打]  
【岐】土屋、山田、田中、亀山、上田、竹市－藤本、堀田　[本塁打]   

◇1976.08.18、奈良県営橿原球場

【信】車容甲、金貞洙－金炅勛　[本塁打]  
【智】山口－前田　[本塁打]   

◇1976.08.19、日生球場

【信】金貞洙－金炅勛　[本塁打]  
【大】高見－西口　[本塁打]   

右 174 70
２ 左 左 172 70

３ 右 右 176 71 ３ 右 右 178 80
捕手 桜美林 ３ 右 右 176 68 ３ 右 右 183 78

番号 ポジション 氏名 所属 学年 投 打 身長 体重 番号 ポジション 氏名 所属 学年 投 打 身長 体重

団長 内野手 ３ 右 左 178 80
役員 朝日新聞大阪本社運動部員 ３ 右 右 172 65

チーム １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ 計 打数 安打 二塁打三塁打本塁打 三振 四死球 犠打 盗塁 残塁 失策

3
日本選抜 0 2 ６ 38 16 4 1 1 4 0 10 0
韓国選抜 2 0 0 ２ 27 4 1 5 6 2 0 6 10 0 0 0 0 0

32 6 2 6 2 2 1 7 5
韓国選抜 0 0 2 0 0 1 0 0 X ３ 32 8 2 2 2 2 9 1

2 ● ２－３ 韓国選抜
3 ○ ６－２ 韓国選抜 チーム １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ 計

2
日本選抜 0 0 1 0 0 0 0 1 0 ２

７ ８ ９ １０ 計 打数 安打 二塁打三塁打本塁打 三振

勝敗 得点 － 失点
1

日本選抜 0 1 0 0 0

1 ● １－３ 韓国選抜 韓国選抜 1 0 1 1 0 0 0 0 X ３

四死球 犠打 盗塁 残塁 失策

0 0 0 0 １ 34 7 1 8

打数 安打 二塁打三塁打本塁打 三振 四死球 犠打 盗塁 残塁 失策

３ 右 右 178 72

５ ６ ７ ８ ９ １０ 計 打数 安打 二塁打三塁打本塁打 三振

◇１９７６（昭和５１）年 日韓親善高校野球（韓国で開催 日本選抜チームが訪韓 / 韓国・信一高校チームが来日）

日本選抜 相手チーム
チーム １ ２ ３ ４ ５ ６

1 0 5 3

１０ 計 打数 安打 二塁打三塁打本塁打 三振 四死球 犠打 盗塁 残塁 失策

３ 34 8 2 5 0 2 0 6 0
慶南高校 0 0 0 ２ 34 9 1 2

1 △ ２－２ 中央高校 中央高校 0 0 1 1

ソウル選抜 0 0 0 1 0 0 0 0 0 １ 30 5 2 5
3

2

７ 左翼手 ２ 左 左 168 63
８ 中堅手 ３ 右 右 175 63

◇１９７５（昭和５０）年 日韓親善高校野球（夏の選手権大会優勝校：習志野高校チームを韓国に派遣）

習志野高校
相手チーム

チーム １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ 計 打数 安打 二塁打三塁打本塁打 三振

勝敗 得点－失点
1

習志野高校 1 0 0 0 0 1 0 0 0 ２ 32 6 1 3

４ 二塁手 ③ 右 右 165 58 １４ ２ 右 右 176 63
５ 三塁手 ３ 右 右 170 60

右 183 81 １１ １ 右 右 177 65

氏名 所属 氏名 所属

習志野高校

２ 捕手 ３ 右 右 170 59 １２ ３ 右 右 178 78
２ 右 右 165 55

2 ● ３－５ 智弁学園
3 ● ０－１ 大鉄高校

信一高校
相手チーム

勝敗 得点 － 失点
1

1 ○ ２－０ 岐阜地区選抜

投手 ３ 右 右 177 69 ３ 右 右 173 68
３ 右 右 173 69

4 2 2 5 1
3 1 0 9 3

チーム １ ２ ３ ４
信一高校 0

３ 右 右 184 80 外野手 ３ 右

6 0

３ 右 右 176 71

２ 右 右 176 69

監督 29 ３ 右 右 169 62

番号 ポジション 学年 投 打 身長 体重 番号 ポジション 学年 投 打 身長 体重

監督 26 １０ 補欠 ３ 右 右 175 63
１

0 0 1 0 0 1
0 0 0 1 1 1 0

2 ○ ５－１ ソウル選抜

3 ○ ３－２ 慶南高校 チーム

チーム １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９

１ ２ ３ ４

2
習志野高校 0 2 0 0

3
習志野高校 0 0

５ ６ ７ ８
3 0 0 0

３ 一塁手 ３ 右 右 173 63 １３

６ 遊撃手 ２ 右 右 171 63

投手 ３ 右

習志野高校

９ 右翼手 ３ 右 右 166 65

0 0 0 3 3

四死球 犠打 盗塁 残塁 失策

4 1 1 10 0

２

９ １０ 計 打数 安打 二塁打三塁打本塁打 三振 四死球 犠打 盗塁 残塁 失策

0 ５ 28 6 2 7 1 1

0 1 0 0 0 1 0 0 ２ 28 4 2 1

3 1 0 8 0
33 5 9

0 0 1 1 1 0 1

3 1 0 6 1

四死球 犠打 盗塁 残塁 失策

3 1 0 10 0
29 11 1 1 7

0 0 0 0 0

岐阜地区選抜 0 0 0 0 0 0 0 0 0 ０ 32 6 1 1 8

チーム １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ 計 打数 安打 二塁打三塁打本塁打 三振 四死球 犠打 盗塁 残塁 失策

2 信一高校 0 0 0 0 0 1 2 0 0 ３ 35 10 2 1 8 0 0 0 5 3
智弁学園 0 0 0 0 4 0 1 0 X ５ 26 4 1 1 5 4 3 1 4 0

三振 四死球 犠打 盗塁 残塁 失策

3 信一高校 0 0 0 0 0 0 0 0 0 ０
大鉄高校 0 0 0 0 0 X １0 1 0

チーム １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ 計 打数 安打 二塁打三塁打本塁打



◇1977.09.01、韓国・ソウル市営球場（９回 引き分け）

【日】三谷－安井、鍛治本　[本塁打]  

【韓】朴英辰、楊相汶－李万洙　[本塁打]  

◇1977.09.02、韓国・ソウル市営球場

【日】松本－安井、鍛治本　[本塁打]  

【韓】金城漢、楊相汶－李万洙　[本塁打]  

◇1977.09.04、韓国・ソウル市営球場

【日】坂本、三谷－大矢、鍛治本　[本塁打]  

【韓】楊相汶、朴英辰－李万洙　[本塁打] 李万洙

◇日本選抜選手団（１９７７年　 日韓親善高校野球[開催地：韓国]・日本チーム：３試合１勝１敗１分）

松井　一之 日本高野連副会長 鍛治本　明典 大鉄
平井　新司 田村　敏一 東洋大姫路
石川　 春名　幸彦 東洋大姫路
大久保　強 東洋大姫路野球部長 森田　泰弘 東邦
梅谷　肇 東洋大姫路野球部監督 佐藤　資洋 東邦
松本　正志 東洋大姫路 阿部　信行 今治西
坂本　佳一 東邦 松田　裕之 東洋大姫路
前田　友行 大鉄 浅井　敬由 東邦
三谷　志郎 越智　欽哉 今治西
安井　浩二 東洋大姫路 川端　正 大鉄
大矢　正成 東邦 ※学年の丸数字は主将、青字はのちにプロ野球入り

◇1978.09.02、韓国・ソウル市営球場

【日】高松、津田－木戸　[本塁打] 谷松  

【韓】楊相汶－金鎬根　[本塁打]  

◇1978.09.04、韓国・ソウル市営球場（夜間試合）

◇1978.08.29、大阪・関大第二ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ 【日】森、津田－木戸　[本塁打]  

【韓】楊相汶－金鎬根　[本塁打]  

◇1978.09.05、韓国・ソウル市営球場（夜間試合）

【日】津田、高松－木戸　[本塁打]  

【韓】李相潤、楊相汶、李相潤、楊相汶－金鎬根　[本塁打]  

◇日本選抜選手団（１９７８年　日韓親善高校野球[開催地：韓国]・日本チーム：３試合１勝２敗） ※学年の丸数字は主将、青字はのちにプロ野球入り

佐伯　達夫 日本高野連会長 坂上　博文 高知商

松井　一之 綾野　富夫 岡山東商

須崎　正夫 山西　徹 ＰＬ学園

飯塚　琢雄 ＰＬ学園野球部長 明神　茂行 高知商

三宅　享次 日本高野連審判委員 森田　洋生 高知商

鶴岡　泰 ＰＬ学園野球部監督 山中　茂直 中京

西田　真次 ＰＬ学園 北野　敏史 箕島

森　浩二 高知商 谷松　浩之 ＰＬ学園

津田　恒美 柳川　明弘 ＰＬ学園

高松　直志 能代 栗岡　英智 中京

木戸　克彦 ＰＬ学園 武乗　隆　 岡山東商

南陽工 ３ 右 右 179 72 ３ 右 右 180 70

捕手 ３ 右 右 178 73 ３ 左 左 171 67

監督 33 ３ 右 右 173 70

投手 ３ 左 左 174 71 ２ 左 左 175 69

２ 左 左 178 72 外野手 ３ 右 右 179 70

総務 朝日新聞東京本社運動部記者 内野手 ３ 右 左 172 60

３ 右 右 174 63

審判委員 ２ 右 右 165 55

番号 ポジション 氏名 所属 学年 投 打 身長 体重 番号 ポジション 氏名 所属 学年 投 打 身長 体重

３ 右 右 182 72

団長 日本高野連副会長 ３ 右 右 168 68

0 0 0 0 0 0 0 ０ 28 3 8 1 1 0 3 0
韓国選抜 0 1 0 0 0 0 0 0 X １ 29 7 2 5 3 1 1 8 0

0 0

4 5 6 7 8 9 計

日本選抜 0 0 0 0 0 1 0 0 0 １

関大 0 0 0 0 0 0 0 0 1 １

チーム １ ２ ３

2 ● ０－２ 韓国選抜

3 ● ０－１ 韓国選抜 チーム １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ 計 打数 安打 二塁打三塁打本塁打 三振

2
日本選抜 0 0 0 0 0 0 0 0 0 ０ 32 6 2 10
韓国選抜 0 0 0 0 2 0 0 0 X ２ 29 8

残塁 失策

勝敗 得点 － 失点
1

日本選抜 0 0 1 0 0 0 2 0 0 ３ 31 7 2 1 7 5 1 0 7 0

1 ○ ３－２ 韓国選抜
韓国選抜 0 1 0 1 0 0 0 0 0 ２ 32 7 1 1 6 5 1 1 9 0

今治西 ３ 右 右 185 75 ３ 右 右 173 71

捕手 ３ 右 右 173 70 ３ 右 左 171 64

３ 右 右 172 70

投手 ３ 左 左 178 76 ３ 左 左 173 64

１ 右 右 176 62 外野手 ３ 右 右 170 66

３ 左 左 177 67 ３ 右 右 170 70

総務 朝日新聞名古屋本社運動部記者 ２ 右 右 167 66

40 ３ 右 右 179 83

監督 35 ３ 右 右 170 64

番号 ポジション 氏名 所属 学年 投 打 身長 体重 番号 ポジション 氏名 所属 学年 投 打 身長 体重

団長 ３ 右 右 168 68

副団長 日本高野連理事 内野手 ３ 右 左 165 62

二塁打三塁打本塁打 三振 四死球 犠打 盗塁 残塁 失策

3
日本選抜 0 0 0 0 1 1 1 0 0 ３ 36 11 1 5 3 1 0 10 2
韓国選抜 2 1 1 0 0 0 1 1 X ６ 28 11 2 1 4 2 4 2 4 5

チーム １ ２ ３ ４ ５ ６

2
日本選抜 0 3 0 0 0 0 0 0 0 ３ 34 8 6 3 0 0 7 0
韓国選抜 0 1 0 0 0 0 0 0 0 １ 31 8 2 1 5 1 0 9 1

3 8 0

2 ○ ３－１ 韓国選抜

3 ● ３－６ 韓国選抜 チーム １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ 計 打数 安打 二塁打三塁打本塁打 三振 四死球 犠打 盗塁 残塁 失策

６ ７ ８ ９ １０ 計 打数 安打 二塁打三塁打本塁打 三振 四死球 犠打 盗塁 残塁 失策

勝敗 得点 － 失点
1

日本選抜 0 1 0 0 0 0 0 0 1 ２ 35 11

△ ２－２ 韓国選抜
韓国選抜 1 0 0 0 0 0 0 0 1 ２ 31 6 1 7 5 1

0 1 1 6 2
4 3 0 10 16

ﾁｰﾑ 1 2 3

四死球 犠打 盗塁 残塁 失策

◇１９７８（昭和５３）年 日韓親善高校野球（韓国で開催　日本選抜チームが訪韓）

日本選抜
相手チーム

チーム １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ 計 打数 安打 二塁打三塁打本塁打 三振 四死球 犠打 盗塁

5 0 1 1 7 1

1

日本選抜
相手チーム

チーム １ ２ ３ ４ ５

７ ８ ９ １０ 計 打数 安打

◇１９７７（昭和５２）年 日韓親善高校野球（韓国で開催　日本選抜チームが訪韓）

３ 左 左 176 70 ３ 右 右 175 74

会長

四死球 犠打 盗塁 残塁 失策４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ 計 打数 安打 二塁打三塁打本塁打 三振

3
日本選抜



◇1979.09.22、ソウル市営球場

【和】石井－嶋田　[本塁打]  

【韓】尹汝国－崔仁洙　[本塁打]  

◇1979.09.23、ソウル市営球場

【和】沼田－嶋田　[本塁打]  

【韓】権奇弘、崔桂勲－崔仁洙　[本塁打]  

◇1979.09.24、ソウル市営球場

【和】江川、石井、沼田－嶋田　[本塁打]  

【韓】金奉根、崔桂勲－李正煕、崔仁洙　[本塁打]  

◇和歌山県選抜選手団 ※学年の丸数字は主将、青字はのちにプロ野球入り

松井　一之 日本高野連副会長 榎本　真治 箕島高校

尾藤　公 上野　敬三 箕島高校

石井　毅 箕島高校 上村　真弘 田辺商業

江川　博 箕島高校 宮本　貴美久 箕島高校

沼田　聡 県和歌山商 森川　康弘 箕島高校

浦東　徳明 新宮商業 久保　元司 箕島高校

嶋田　宗彦 箕島高校 西岡　良洋 田辺高校

上　和秀 市和歌山商

北野　敏史

上野山　善久 箕島高校

◇1981.09.04、韓国・ソウル市営球場（夜間試合）

【日】金村－山本　[本塁打]  

【韓】金正洙、車東哲、趙啓顕－金相国　[本塁打]  

◇1981.09.05、韓国・ソウル市営球場

【韓】李載弘、成埈、趙啓顕－張彩根、金相国　[本塁打]  

【日】工藤、井口－山本、武田　[本塁打]  

◇1981.09.06、韓国・ソウル市営球場

【日】岡本、田子、井口－武田、山本　[本塁打]  

【韓】成埈、車東哲、金正埈－張彩根、金相国　[本塁打]  

◇日本選抜選手団（１９８１年　日韓親善高校野球[開催地：韓国]・日本チーム：３試合３敗） ※学年の丸数字は主将、青字はのちにプロ野球入り

松井　一之 日本高野連副会長 山本　幸二 名古屋電気

太田　博 武田　康 今治西

小林　一彦 朝日新聞大阪本社運動部 大谷　晴重 報徳学園

三輪　武 日本高野連審判委員 小沢　章一 早稲田実

北原　功嗣 報徳学園野球部監督 高原　広秀 報徳学園

金村　義明 報徳学園 水本　啓史 京都商

井口　和人 京都商 中村　稔 名古屋電気

工藤　公康 名古屋電気 西原　晴昭 報徳学園

岡本　成司 鄭　昭相 京都商

田子　譲治 鳥取西 加藤　誉昭 都城商

石田　健 報徳学園 岡部　道明 報徳学園

３ 右 右 176 73 ３ 左 左 176 75

捕手 ３ 右 左 175 79 ３ 右 右 180 75

３ 右 右 168 64 ３ 右 右 180 70

３ 左 左 176 70 外野手 ３ 右 右 180 77

鎮西 ３ 右 右 175 75 ３ 右 両 171 62

３ 右 右 179 75

総務 報徳学園野球部長 ２ 右 右 180 78

内野手 ３ 左 左 174 67

団長

韓国選抜 2 1 0 0 0 0 0 1 X ４ 30 8 3 4 3 1 3 6 0

番号 ポジション 氏名 所属 学年 投 打 身長 体重 番号 ポジション 氏名 所属 学年 投 打 身長 体重

3
日本選抜 0 0 0 0 0 1 0 2 0 ３ 29

チーム １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ 計 打数 安打 二塁打三塁打本塁打 三振 四死球 犠打 盗塁 残塁 失策

1 1 5 4 3 1 6 36

2
韓国選抜 0 0 1 0 0 0 0 0 0 １ 29 1 8 8 1 4 10 0
日本選抜 0 0 0 0 0 0 0 0 0 ０ 29 6 1 4 3 0 0 5 4

2 2 9 2

１ 韓国選抜

● ３－４ 韓国選抜 チーム １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ 計 打数 安打 二塁打三塁打本塁打 三振 四死球 犠打 盗塁 残塁 失策

３

捕手 ３ 右 右 168 67

３

内野手 箕島高校 ３ 左 左 175 70

◇１９８０（昭和５５）年  日韓親善高校野球（光州事件の影響などにより未開催）

◇１９８１（昭和５６）年 日韓親善高校野球（韓国で開催　日本選抜チームが訪韓）

日本選抜
相手チーム

チーム １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ 計 打数 安打 二塁打三塁打本塁打 三振 四死球 犠打 盗塁 残塁 失策

勝敗 得点 － 失点
1

日本選抜 1

３ 右 左 177 70 外野手 ２ 左 左 168 62

３ ２ 右 右 178 68

３ ３ 右 右 176 69

番号 ポジション 氏名 所属 学年 投 打 身長 体重 番号 ポジション 氏名 所属

団長

監督 箕島高校監督 36

投手 ３ 右 右 172 65

2 3 0 3 5 2

学年 投 打 身長 体重

３ 右 右 169 63

３ 右 右 178 69

３ 右 右

３ 右 右 174 65

チーム １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ 計 打数 安打 二塁打三塁打本塁打 三振 四死球 犠打 盗塁 残塁 失策

3
和歌山県選抜 2 0 0 0 0 0 0 0 0 ２ 29 2 6 0 1 0 1 0

韓国選抜 0 0 0 0 0 4 1 0 X ５ 31 7 3

盗塁 残塁 失策

2
和歌山県選抜 0 0 0 0 0 0 0 0 0 ０ 28 3 4 0 2 0 3 1

韓国選抜 0 0 0 0 0 0 0 0 1 １ 29 5 1 5 4 2 0 8 2

2 ● ０－１ 韓国選抜

3 ● ２－５ 韓国選抜 チーム １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ 計 打数 安打 二塁打三塁打本塁打 三振 四死球 犠打

0 0 0 0 0 0 0 １ 30 7 2 1

1 ● １－２ 韓国選抜
韓国選抜 1 1 0 0 0 0 0 0 X ２ 30 7 3 3 0 1 7 1

◇１９７９（昭和５４）年 日韓親善高校野球（韓国で開催　和歌山県選抜チームが訪韓）

和歌山県選抜
相手チーム

チーム １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ 計 打数 安打 二塁打三塁打本塁打 三振 四死球 犠打 盗塁 残塁 失策

勝敗 得点－失点
1

和歌山県選抜 1 0

審判 ２ 右 右 166 60

監督 44 ３ 右 右 176 75

投手 ３ 右 右 184 80 ３ 右 右 173 68

3

● ０－2

③ 右 右 175 69

0 0 0 1 0 0 1 0 ３ 31 8 2 5 4 4 1 9 1

1 ● －４ 韓国選抜 韓国選抜 0 0 1 0 0 2 1 0 X ４ 32 11 1 7 3

2 1 0 5



◇1982.08.27、日本・大阪球場（夜間試合）

【韓】金宗奭、趙啓顕－張虎翼　[本塁打]  

【日】畠山、荒木－山下、佐々木　[本塁打]  

◇1982.08.28、日本・大阪球場

【日】荒木、新谷－佐々木　[本塁打]  

【韓】安聖洙、趙啓顕、金宗奭－張虎翼　[本塁打]  

◇1982.08.29、日本・大阪球場

【韓】趙啓顕、金宗奭－張虎翼、田竜雨　[本塁打] 李璟珉  

【日】新谷、野中－佐々木　[本塁打]  

◇日本選抜選手団（１９８２年　日韓親善高校野球[開催地：日本]・日本チーム：３試合１勝２敗）

白川　進 池田 窪　靖 池田

蔦　文也 小沢　章一 早稲田実

畠山　準 池田 木下　公司 池田

野中　徹博 中京 田中　泰 東洋大姫路

荒木　大輔 早稲田実 山口　博史 池田

新谷　博 佐賀商 水野　雄仁 池田

山下　和男 池田 多田　慎二 池田

佐々木　圭司 広島商 江上　光治 池田

宮本　修二 今井　陽一 中京

板倉　賢司 早稲田実 ※学年の丸数字は主将、青字はのちにプロ野球入り

◇1983.08.27、栃木県営宇都宮球場

【韓】金起範、陳正弼、金吉善－張虎翼、金光允　[本塁打]  

【栃】小林、斉藤、会田、村上－小倉、小宮山　[本塁打]  

◇1983.08.28、横浜球場

【韓】文煕秀－金光允　[本塁打]  

【神】山本（昌）、山城、高橋（郁）－斉藤　[本塁打]  

◇1983.08.30、神宮球場

【韓】金吉善、文煕秀－張虎翼、金光允　[本塁打]  

【東】小野、武田、山崎、小野－大塚、小川、竹内　[本塁打]  

◇1983.08.31、千葉県営球場

【韓】金起範、文煕秀－張虎翼　[本塁打]  

【千】古瀬、永野、星野、松井、古瀬－松永、山崎　[本塁打]  

１ 29 5 1 7 1 2 0 4 0

打数 安打 二塁打三塁打本塁打 三振

チーム ７ ８ ９ １０ 計 打数 安打 二塁打三塁打本塁打 三振 四死球 犠打 盗塁 残塁 失策

4
韓国選抜 0 0 0 0 0 1 0 0 1 ２ 32 7 3 11 4 1 2 8 0

千葉県選抜 0 0 0 0 0 0 1 0

１ ２ ３ ４ ５ ６

0

0 0 １ 32 4 1 16 5 0 2 9 1
東京都選抜 0 0 0 2 0 0 0 1 X ３ 29 7 2 7 4 1 0 7

00 0

四死球 犠打 盗塁 残塁 失策

4 ○ ２ － １ 千葉県選抜 2
韓国選抜 1 0 0 0 0 0 1 0 0 ２ 29 6 2 1 3 2 1 5 1

神奈川県選抜 1 0 0 0 0 0 0 0 2 ３ 32 9 1 1 1 1 2 0 6 0

1 ● ４ －10 栃木県選抜 栃木県選抜 0 3 3 0 0 0 4 0 X １０ 36 11 1 2

2 ● ２ － ３ 神奈川県選抜

3 ● １ － ３ 東京都選抜
チーム １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ 計 打数 安打 二塁打三塁打本塁打 三振

３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ 計 打数 安打 二塁打三塁打本塁打 三振

勝敗 得点－失点
1

韓国選抜 0 0 0 1 0 0 0 0 3 ４ 37 12 1 4

３ 右 右 175 71 ２ 右 左 178 80

内野手 池田 ３ 右 右 173 73 ２ 右 左 168 65

２ 右 右 179 75

３ 右 右 178 75 ３ 右 右 175 68

３ 右 右 180 74 外野手 ２ 右 右 177 74

捕手 ２ 右 右 179 70 ３ 右 右 169 65

監督 池田高校監督 58 ３ 右 右 166 60

投手 ３ 右 右 180 73 ３ 右 右 175 70

２ 右 右 182 88 ３ 右 右 183 80

0

番号 ポジション 氏名 所属 学年 投 打 身長 体重 番号 ポジション 氏名 所属 学年 投 打 身長 体重

責任教師 45 ③ 右 右 170 65

チーム ７ ８ ９ １０ 計 打数 安打 二塁打三塁打本塁打 三振 四死球 犠打 盗塁 残塁 失策

3
韓国選抜 0 0 0 0 1 0 0 0 1 ２ 32 7 1 1 4 3 0 0 6 0

日本選抜 0 0 0 0 1 2 0 0 X ３ 31 13 1 1 7 5 2 2 11

0 0 1 0 0 ３ 33 9 2 6 1 1 1 5 0

韓国選抜 1 0 0 0 0 0 0 5 X ６ 32 12 1 1 4 3 2 0 7 0

0

0 ４ 34 11 1 9 1 3 1 7 0

1 ● ２－４ 韓国選抜
日本選抜 0 1 0 0 0 0 0

2 ● ３－６ 韓国選抜

◇１９８２（昭和５７）年　 日韓親善高校野球（日本で開催　韓国選抜チームが来日）

日本選抜
相手チーム

チーム ７ ８ ９ １０ 計 打数 安打 二塁打三塁打本塁打 三振 四死球 犠打 盗塁 残塁 失策

勝敗 得点 － 失点
1

韓国選抜 0 1 0 3 0 0 0 0

１ ２ ３ ４ ５ ６

0

チーム ７ ８ ９ １０ 計 四死球 犠打 盗塁 残塁 失策

3
韓国選抜 0 0 1 0

6 0 4 12 4
6 1 3 9 1

四死球 犠打 盗塁 残塁 失策

◇１９８３（昭和５８）年 日韓親善高校野球（韓国選抜チームが来日 栃木・神奈川・東京・千葉の各選抜チームと試合）

韓国選抜
相手チーム

チーム １ ２

１ ２ ３ ４ ５ ６

１ ２ ３ ４ ５ ６
3 ○ ３－２ 韓国選抜 チーム ７ ８ ９ １０ 計 打数 安打 二塁打三塁打本塁打 三振 四死球 犠打 盗塁 残塁 失策

2
日本選抜 1 0 1

１ ２ ３ ４ ５ ６

0 1 ２ 33 7 3 9 1 0 2 5 3



◇1984.09.03、韓国・蚕室球場（夜間試合）

【日】石田、松崎－中島、大久保　[本塁打]  

【韓】朴東煕、朴享烈、許晶旭－金豊気　[本塁打]  

◇1984.09.04、韓国・ソウル市営球場

※◇日程変更　第３戦は（９月）５日午後３時

半、ソウル市営球場で行われ、（９月）６日に 【韓】許晶旭－金大烈　[本塁打] 黄大淵  

釜山市で予定していた第４戦は水害のため 【日】水沢－大久保、中島　[本塁打]  

中止と決定した。

  　　　　「毎日新聞」1984年９月５日（15）より ◇1984.09.05、韓国・ソウル市営球場

【日】桑田、酒井、松崎－清水（孝）　[本塁打] 乗松、桑田、吉田  

【韓】申東洙、李光雨、朴享烈－崔海植　[本塁打] 金豊気  

◇日本選抜選手団（１９８４年　日韓親善高校野球[開催地：韓国]・日本チーム：３試合２勝１敗）

松井　一之 日本高野連副会長 中島　彰一 取手二

氷見　一雄 清水　孝悦 ＰＬ学園

増山　志知 日本高野連理事 大久保　孝昭 桐蔭学園

丸山　文男 清原　和博 ＰＬ学園

中西　明 日本高野連審判規則委員 佐々木　力 取手二

中村　順司 ＰＬ学園野球部監督 乗松　征記 松山商

石田　文樹 取手二 吉田　剛 取手二

桑田　真澄 ＰＬ学園 工藤　浩孝 金足農

松崎　秀昭 下田　和彦 取手二

水沢　博文 金足農 清水　哲 ＰＬ学園

酒井　光次郎 松山商 伊藤　博之 鎮西

増永　祐一 鹿児島商工 ※学年の丸数字は主将、青字はのちにプロ野球入り

◇1985.08.30、大阪・大阪球場（日米韓三国親善高校野球大会）

【日】中山－杉本　[本塁打] 桑田、佐藤  

【韓】朴東煕、朴享烈、崔賢俊－金東洙、張光鎬　[本塁打]  

◇1985.08.31、大阪・大阪球場（日米韓三国親善高校野球大会・３回途中で豪雨となりノーゲーム）

【】－　[本塁打]  

【】－　[本塁打]  

◇1985.09.01、大阪・大阪球場（日米韓三国親善高校野球大会）

【韓】申東洙、朴東煕、朴享烈－金東洙、張光鎬　[本塁打]  

【日】中山、桑田－杉本　[本塁打]  

◇日本選抜選手団（１９８５年　第１回日米韓三国親善高校野球[開催地：大阪]・日本チーム：４試合４勝）

中村　順司 ＰＬ学園野球部監督 松山　秀明 ＰＬ学園
桑田　真澄 佐藤　勝実 宇部商
古谷　友宏 宇部商 小松　一仁 高知商
福田　和幸 東海大甲府 川村　建志 高知商
中山　裕章 高知商 佐々木　貴 鳥取西
木島　強志 関東一 内匠　政博 ＰＬ学園
秋吉　昭二 久留米商 藤井　進 宇部商
杉本　隆雄 ＰＬ学園 寺山　正博 鹿児島商工
田処　新二 宇部商 石躍　雄成 甲西
清原　和博 ＰＬ学園 ※学年の丸数字は主将、青字はのちにプロ野球入り内野手 ３ 右 右 185 93

３ 右 右 172 71 ３ 右 右 178 75

捕手 ３ 右 右 174 75 ３ 右 右 180 77

２ 右 右 181 85 ３ 右 右 171 70

３ 左 右 173 65 ３ 右 右 174 70

３ 右 右 178 76 ３ 右 左 169 60

３ 右 右 165 63 外野手 ３ 左 左 169 67

投手 ＰＬ学園 ３ 右 右 175 75 ３ 右 右 178 66

３ 右 右 175 70 ３ 右 右 174 73

1 3 3 2 0 5 2

番号 ポジション 氏名 所属 学年 投 打 身長 体重 番号 ポジション 氏名 所属 学年 投 打 身長 体重

監督 39 75

0

● ○

09.01 08.30

● ○
韓 日 韓 米

2 6 8

0 9 4 1

三塁打本塁打 三振 四死球 犠打 盗塁

韓
国

08.30 08.29

2 2 日本選抜 0

残塁 失策

2
韓国選抜 0 1 0 0

右 174

2 4 1

4

チーム １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ 計 打数 安打 二塁打三塁打本塁打 三振 四死球 犠打 盗塁 残塁 失策

2
韓国選抜 0 0 0
日本選抜 0 0 0

２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ 計 打数 安打 二塁打

韓 日 韓 米

1
日本選抜 1 3 1 0 0 0 0 2 2 ９ 38 12 1

韓国選抜 0 0 0 0 0 0 0 0 0

チーム １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ 計 打数 安打 二塁打

0 1

３ 右 右 180 75

◇１９８５（昭和６０）年 第１回日米韓三国親善高校野球（大阪で開催　韓国選抜チームが来日）

三国
親善
大会

月日 月日 月日
成績

日本 韓国 米国
勝 負 分

日
本

08.30 08.29

4 0 0

○ ○
日 韓 日 米

9 0 8 0

09.01 08.31

日 韓 日 米

6 2 7 0

1 2 3 2 0 6 4 1

０ 29 4 13 2 0

２ 左 左 171 64 ３ 左 左 163 63

３ 右 右 179 71 外野手 ３ 右 右 179 75

投手 ３ 右 右 177 75 ③ 右 右 177 65

３ 右 右 177 71 ３ 右 右 168 64

２ 右 右 右 右 172 69

審判 ３ 右 右 178 68

監督 38 ３ 右 左 175 64

総務

2 ● ３－４ 韓国選抜

3 ○１１－１ 韓国選抜 チーム ７ ８ ９ １０ 計 打数 安打 二塁打三塁打本塁打 三振 四死球 犠打 盗塁 残塁 失策１ ２ ３ ４ ５ ６

失点
1

日本選抜 0 0 0 ３ 34 10 2 1 7 2 0 2 6 0

1 ○ ３－１ 韓国選抜 韓国選抜 0 0 0 0 0 0 0 0 1 １ 33 8 2 9 1 1 0 7 2

0 0 0 ２ 39 13 6 1 0 1 11 0

0 0 4 0 0 0 2 X ６ 30 11 1

１ 32 5 1

氏名

三塁打本塁打 三振 四死球 犠打 盗塁 残塁 失策

○ ○

３ 右 左 178 78

広報 内野手 ２ 右 右 186 87

団長

175 70 ３

朝日新聞大阪本社高校野球事務局幹事

鎮西

３ 右

チーム １

捕手 ３ 右 右 175 73

副団長 ３ 右 右 173 67

番号 ポジション 所属 学年 投 打 身長 体重 番号 ポジション 学年 投 打 身長 体重氏名 所属

日本高野連事務局長

1 2 0 0 0 2
1 7 6 0 0 10 4

１ ２ ３ ４ ５ ６チーム ７ ８ ９ １０ 計 打数 安打 二塁打三塁打本塁打 三振 四死球 犠打 盗塁 残塁 失策

3
日本選抜 2 1 3 １１ 36 11 1 3 3 3 4 2 5 1
韓国選抜 0 0 0 1 0 0 0

4 0 0 0 0 0
2

韓国選抜 0 0 0 ４ 30 4 1 1 4 2 1 0 2 1
日本選抜 0 0 0 2 0 0 0 0 1 ３ 31 9 1 6 5 1 3 7 0

0 0

0 1 1 0 1 0
１ ２ ３ ４ ５ ６

◇１９８４（昭和５９）年 日韓親善高校野球（日本選抜チームを韓国に派遣、三年ぶり七回目　３試合２勝１敗）

日本選抜
相手チーム

チーム ７ ８ ９ １０ 計 打数 安打 二塁打三塁打本塁打 三振 四死球 犠打 盗塁 残塁 失策

勝敗 得点 －



◇1986.09.01、韓国・釜山球場（夜間試合）

【日】近藤－藤本　[本塁打]  
【韓】権映一、曹圭帝、全日洙－　[本塁打]  

◇1986.09.03、韓国・光州球場

【韓】呉喜柱、高天柱、金基徳－　[本塁打] 朴顕韺、宋九洪  
【日】上田、谷口、中原、藤岡－山根、藤本　[本塁打]  

◇1986.09.04、韓国・東大門球場（夜間試合）

【日】近藤－藤本　[本塁打]  
【韓】金京洙、権映一、全日洙－　[本塁打]  

◇1986.09.05、韓国・東大門球場（夜間試合）

【韓】全日洙、金基徳－　[本塁打] 沈政桓  
【日】上田－山口　[本塁打] 水口、山口  

◇1986.09.06、韓国・東大門球場

【日】藤岡－山根　[本塁打] 藤岡、山根  
【韓】曹圭帝、権映一、金京洙、呉喜柱－　[本塁打]  

◇日本選抜選手団（１９８６年　日韓親善高校野球[開催地：韓国]・日本チーム：５試合３勝１敗１分）

牧野　直隆 日本高野連会長 藤本　三男 天理
宇野　顕三郎 山口　隆太 東洋大姫路
斎藤　宏民 山根　善伸 東海大甲府
本郷　良直 日本高野連審判委員 中村　良二 天理
橋本　武徳 天理高校監督 北浦　浩志 天理
窪田　欣也 松山商監督 中村　包 松山商
本橋　雅央 天理 坂本　隆 高知商
藤岡　雅樹 松山商 水口　栄二 松山商
中原　耕造 山下　和輝 天理
谷口　英功 浦和学院 堀内　尊法 松山商
上田　俊治 広島工 岩坪　智 新湊
近藤　真一 享栄 ※学年の丸数字は主将、青字はのちにプロ野球入り

◇1987.08.29、秋田市・八橋球場

【韓】池連奎、具台晟－姜盛友　[本塁打]  
【秋】水沢、佐々木（修）、鎌田、高橋－佐々木（一）、三浦　[本塁打] 乳井

◇1987.08.30、盛岡市・県営球場

【韓】朴徹鴻、姜盛友－権五城、姜盛友　[本塁打]  
【岩】渡辺、工藤、高橋－吉田、長尾　[本塁打]  

◇1987.09.02、仙台市・宮城球場

【韓】池連奎、具台晟－姜盛友　[本塁打]  
【宮】加藤、千葉、橋本－中根、芳賀　[本塁打]  

◇1987.09.05、山形市・山形市営球場（９回 引き分け）

【韓】鄭珉台、具台晟、池聖圭、池連奎－姜盛友　[本塁打]  
【山】鈴木－赤木　[本塁打]  

◇1987.09.06、郡山市・開成山球場

【韓】具台晟、池連奎、鄭珉台－姜盛友　[本塁打]  
【福】国分、五十嵐、飯田－宗形、山田　[本塁打]  

5
韓国選抜 2 0 0 0 1 0 0 0 1 ４ 32 10 1 5 8 3 1 12 1

福島県選抜 0 0 2 0 0 0 0 1 0 ３ 34 7 4 9 1 1 2 6 1

5 7 2 1 0 3 0

チーム １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ 計 打数 安打 二塁打三塁打本塁打 三振 四死球 犠打 盗塁 残塁 失策

0 3 1

チーム １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ 計 打数 安打 二塁打三塁打本塁打 三振 四死球 犠打 盗塁 残塁 失策

4
韓国選抜 0 0 0 0 0 0 0 0 2 ２ 30 5 1 1 8 6 1 1 8 1

山形県選抜 2 0 0 0 0 0 0 0 0 ２ 29

5 ○ ４－３ 福島県選抜

チーム １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ 計 打数 安打 二塁打三塁打本塁打 三振 四死球 犠打 盗塁 残塁 失策

3
韓国選抜 0 0 0 0 1 1 1 0 0 ３ 32 9 2 4 6 2 0 10 0

宮城県選抜 0 0 0 0 0 0 0 0 0

三振 四死球 犠打 盗塁 残塁 失策

4 △ ２－２ 山形県選抜 2
韓国選抜 0 0 0 0 0 0 0 0 0 ０ 31 6 1 5 0 1 0 5 1

岩手県選抜 1 0 1 0 0 0 0 0 X ２ 27 6 1 5 1 1 0 3 0

2 ● ０－２ 岩手県選抜

0 1 0 0 0 0 0 X ３ 26 5 1 1

3 ○ ３－０ 宮城県選抜 チーム １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ 計 打数 安打 二塁打三塁打本塁打

175 68
３ 左 左 183 83

三塁打本塁打 三振 四死球 犠打 盗塁 残塁 失策

勝敗 得点－失点
1

韓国選抜 0 0 0 1 0 0 0 0 0 １ 29 4 9 4 1 0 6 1

1 ● １－３ 秋田県選抜 秋田県選抜 0 4 2 1 2 3 1

２ ３ ４ ５ ６

174 68
コーチ 39 ３ 右 右 167 62

２ 左 左 175 73 ３ 右 左 174 67

173 68
鹿児島商 ３ 右 右 182 76 外野手 ３ 右 右 178 78

右 175 75

団長 捕手 ２ 右

審判 内野手 ３ 左 右 180 80
渉外 朝日新聞社高校野球事務局幹事 ３ 右

0

チーム ７ ８ ９ １０ 計 打数 安打 二塁打三塁打本塁打 三振 四死球 犠打 盗塁 残塁 失策

5
日本選抜 1 1 0 2 0 0 1 0 0 ５ 37 11 2 7 2 2 0 9 1
韓国選抜 0 0 0 0 0 0 0 4 1

１ ２ ３ ４ ５ ６

0 0 ０ 26

チーム ７ ８ ９ １０ 計 打数 安打 二塁打三塁打本塁打 三振 四死球 犠打 盗塁 残塁 失策

4
韓国選抜 0 0 1 0 0 0 0 1 0 ２ 29 4 1 1 3 3 1 1 4 0
日本選抜 0 0 1 0 1 0 0 0 1 ３ 29 7 1 2 5 6 1 0 8

5 ○ 5－0 韓国選抜

チーム １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ 計 打数 安打 二塁打三塁打本塁打 三振 四死球 犠打 盗塁 残塁 失策

3
日本選抜 0 0 0 0 0 0 1 0 0 １ 35 9 2 1 8 2 1 2 10 2
韓国選抜 0 0 0 0 0 1 0 0 0

2 ● 4－11 韓国選抜
3 △ 1－1 韓国選抜 チーム １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ 計 打数 安打 二塁打三塁打本塁打 三振

4 ○ 3－2 韓国選抜 2
韓国選抜 0 0 0 5 0 3 1 2 0 １１ 42 17 2 1 2 6
日本選抜 1 0 3 0 0 0 0

日本選抜 相手チーム
チーム １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ 計 打数 安打 二塁打三塁打本塁打 三振

勝敗 得点 － 失点
1

日本選抜 0 0 0 1 0 0 0 2 0 ３ 30 8 2 5

1 ○ 3－2 韓国選抜 韓国選抜 0 0 0 0 0

体重 番号 ポジション 氏名 所属 学年 投 打 身長 体重番号 ポジション 氏名 所属 学年 投 打 身長

総務 日本高野連理事 ３ 右 右 173 84

０ 29 3 12 1 0

右 173 74

◇１９８７（昭和６２）年 日韓親善高校野球（韓国選抜チームが来日 秋田・岩手・宮城・山形・福島の各選抜チームと試合）

韓国選抜
相手チーム

チーム １ ７ ８ ９ １０ 計 打数 安打 二塁打

３ 右 右 180 73 ３ 右 右

監督 41 ３ 右 右

178 68 ２ 右 右

３ 右 右 178 76 ３ 右 右

169 71

投手 ３ 右 右

2 7 5 0 3

0 1 0 1 ２ 33 5 1 5

0

◇１９８６（昭和６１）年　日韓親善高校野球（日本選抜チームが訪韓）

１ ２ ３ ４ ５ ６

5 1 6 10 0
0 1 0 2 2

四死球 犠打 盗塁 残塁 失策

1 0 1 5 0

四死球 犠打 盗塁 残塁 失策

6 4 0 10 1

32 7 3 6

１ 30 3 5 5 1 1 8 1

0 ４



◇1988.08.28、大阪球場 ◇1988.08.30、大阪球場

【日】前田、岡－谷繁　[本塁打]　 【韓】崔漢吉、具台晟、金敬煥、具台晟－金聖徳　[本塁打] 金聖徳 

【韓】金敬煥、具台晟－金聖徳　[本塁打] 　 【日】篠田、岡－谷繁　[本塁打]　 

◇1988.09.03、倉吉市営野球場 ◇1988.09.04、島根県立浜山球場

【韓】金敬煥、具台晟－金聖徳　[本塁打] 金勲 【韓】崔漢吉、朴哲雄、朴鐘喆、具台晟、金敬煥－金聖徳、宋明澈　[本塁打]

【鳥】河野、木田、西尾、足立－林、山田　[本塁打]　 【島】安藤、大淀、安部－俵、一ノ瀬　[本塁打]　 

◇日本選抜選手団（１９８８年　第２回日米韓三国親善高校野球[開催地：大阪]、ブラジル②遠征・日本チーム：１１試合７勝３敗１分） ※学年の丸数字は主将、青字はのちにプロ野球入り

松井　一之 日本高野連副会長 篠田　淳 大垣商
中山　司朗 岡　幸俊 高知商
伊井　貞雄 香川県高野連理事長 谷繁　元信 江の川
田名部　和裕 日本高野連事務局次長 高島　徹 宇都宮学園
清沢　忠彦 日本高野連審判委員 山之内　健一 福岡第一
高木　良信 朝日新聞社大阪本社運動部 坂本　雄 宇部商
川本　幸生 広島商監督 重広　和司 広島商
稗田　祐作 福岡第一監督 森下　勝也 熊本工
上野　貴大 山本　淳見 広島商
前田　幸長 福岡第一 古閑　憲生 津久見
平良　幸一 沖縄水産 上間　孝史 沖縄水産
星野　豊 浦和市立 阿久津　和彦 浦和市立
川崎　憲次郎 津久見 後藤　真二 天理

◇1989.09.01、ソウル・東大門球場（７回 降雨コールドゲーム）

【日】吉岡、麦倉－本村　[本塁打] 元木　 
【韓】魏在永－申承勲　[本塁打]　 

◇1989.09.02、ソウル・東大門球場

【韓】金敬遠－林菜永　[本塁打]　 
【日】池葉、大越－本村　[本塁打]　 

◇日本選抜選手団（１９８９年　第３回日米韓親善高校野球[開催地：韓国]・日本チーム：４試合１勝２敗１分）

松井　一之 日本高野連副会長 佐藤　博信 仙台育英
遠山　幸夫 本村　健一 尽誠学園
植垣　正毅 野間　貴之 倉敷商
片岡　成夫 日本高野連審判委員 鹿野　浩司 帝京
山本　秀明 朝日新聞社大阪本社運動部 藤野　健二 福岡大大濠
前田　三夫 帝京監督 田島　拓也 帝京
竹田　利秋 仙台育英監督 茂木　武 仙台育英
吉岡　雄二 帝京 元木　大介 上宮
大越　基 池葉　一弘 帝京
宮地　克彦 尽誠学園 大山　豊和 仙台育英
佐藤　渉 弘前工 高橋　誠一 秋田経法大付
麦倉　洋一 佐野日大 岡田　浩一 上宮
高平　幸治 東亜学園 ※学年の丸数字は主将、青字はのちにプロ野球入り

１

チーム

日本選抜
韓国選抜

チーム

2
日本選抜
韓国選抜

チーム

3
韓国選抜

鳥取県選抜

チーム

4
韓国選抜

島根県選抜

チーム

１
日本選抜
韓国選抜

チーム

2
韓国選抜
日本選抜

相手チーム
勝敗 得点－失点

1 △ ３－３ 韓国選抜

2 ● ０－３ 韓国選抜

日本選抜

監督 53 ３ 右 右 176 80

コーチ 48 ２ 右 右 167 64

仙台育英

３ 右 右 176 72

３ 左 左 179 69

右 178 75

渉外 朝日新聞社高校野球事務局幹事 ３ 右 右 170 70

審判員 内野手 ③ 右 右 181 83

報道 ２ 右 右 163 59

３ 右 右 180 73

77

３ 右 右 175 75 外野手 ３

番号 ポジション 氏名 所属 学年 投 打 身長 体重 番号 ポジション 氏名 所属 学年 投 打 身長 体重

団長 捕手 ３ 右 右 176 77

総務 神奈川県高野連理事長 ３ 右 両 173 70

打数 安打 二塁打

09.02 09.03

● ○
日 韓 日 米

0 3 13 6

韓
国

09.01

三塁打本塁打 三振 四死球 犠打 盗塁 残塁 失策

日 韓 日 米

30 9 1 6 4 2 3 6 1

3 3 2 6

34 9 3 1 1 0 9 0

09.03

○ ○
韓 日 韓 米

3 0 9 3

日
本

09.01 09.02

1 2 1

△ ●

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ 計

３ 右 右 172 68

0 0 0 0 0 0 ３

３
0 0 0 0 0 0 0 0 0 ０
2 0 0 0 0 1 0 0 0

３ 右 右 180 75 ３ 右 右 178 77

◇１９８９（平成０１）年 第３回日米韓三国親善高校野球（韓国で開催　日本選抜チームが訪韓）

三国
親善
大会

月日 月日 月日
成績

韓国 日本 米国
１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ 計 打数 安打 二塁打三塁打本塁打 三振 四死球 犠打 盗塁 残塁 失策

勝 負 分 0 0 2 0 0 1 2３1 0 4 1 0

３ 左 左 176 64 外野手 ３ 右 左 178 70

３ 左 左 173 63 ３ 左 左 171 65

３ 右 左 164 65

監督 31 ③ 右 右 180 76

コーチ 28 ３ 右 右 175 75

３ 右 右 173 68 ２ 右 右 164 64

渉外 ３ 右 右 170 70

審判員 内野手 ３ 左 左 180 97

報道 ２ 右 右 165 61

左 左 181 75

副団長 朝日新聞社高校野球事務局長 ３ 右 右 175 72

総務 捕手 ３ 右 右 171 65

５

日 韓 日 米

11 4 4 2

韓
国

08.28 08.28

2 2 0

○ ○

08.30 08.29

● ●
韓 日 韓 米

4 11 2 3

日
本

08.28 08.29

韓 日 韓 米

3 0 9 6

日 韓 日 米

0 3 3 3

○ ○ 0 0 0 0 0 0 1 3 0 ４ 6 0 3 0 0 0 0 1 1 １１
０ 2 0 0 1 2 3 0 0 0 ８0 0 0 0 0 0 0 0 0

６ ７ ８ ９ １０ 計 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８

◇１９８８（昭和６３）年 第２回日米韓三国親善高校野球（大阪で開催　韓国選抜チームが来日）

三国
親善
大会

月日 月日 月日
成績

日本 韓国 米国
１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ 計 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ 計

勝 負

９ １０ 計08.30 08.30 １ ２ ３ ４

● △
0 0 0 1 0 6

右 右 173 75

３ 左 左 174 67 ２ 右 右 177 73

３ 右 右 175 64

３ 右

投手 ３ 右 右 186 83 ３ 右 右 181

3 0

投手 広島商

番号 ポジション 学年 投 打 身長 体重 番号 ポジション 学年 投 打 身長 体重

09.02

3 0 1

26 6 1 5 2 0 0 4 1

△ ○
韓 日 韓 米

3 3 3 1

09.02

22 5 2

3

氏名 所属 氏名 所属

団長 ３

3 1 X １１
0 0 0 0 0 0 0 0 0 ０ 0 0 0 0 3 1 0 0 0 ４
0 3 0 0 0 0 0 0 X ３

分

2 1 1

韓国選抜
相手チーム

勝敗 得点－失点

3 ○ ４－０ 鳥取県選抜

4 ○１１－８ 島根県選抜

韓国選抜
相手チーム

勝敗 得点－失点

1 ○ ３－０ 日本選抜

2 ○ ４－１１日本選抜



◇1990.08.20、下関球場
※「第一回関釜親善高校野球大会」 高校野球で県単位での国際大会は

　国内で初めて。（山口）県高野連の上部組織、日本高野連は、これまで

　国単位での試合のみ認めていた。今年（1990）三月に方針が変更され、

【慶】車明珠、曺始永、朴埈久、金桄民、郭宰成－金炯男、朴成煥 [本塁打] 　七年前から開催を訴えていた山口県が適用第一号となった。

【下】花浦、上村－松本　[本塁打]　 　　　　　　　　　　　　　　　　　「山口新聞」１９９０（平成２）年８月２１日（７）より

◇1990.08.21、下関球場 ◇1990.08.21、下関球場

※（山口）県選抜チームが各チームの寄り

合い所帯だったのに比べ、釜山市選抜は 【慶】廉奎彬、郭宰成－金炯男　[本塁打]　 【慶】車明珠、金桄民－金炯男　[本塁打]　 

慶南商高の単独チーム。 【山】平尾、藤村、中島－伊藤、釼　[本塁打]　 【山】宇多村、米、土井、三成－宮内、岩崎、藤永　[本塁打] 宮内

◇1990.08.28、大阪・大阪球場 ◇1990.08.31、金沢・金沢市民球場

【日】南、中川、神谷－柴田、松岡　[本塁打]　 【韓】林仙東－康俊基、朴普鉉　[本塁打]　 
【韓】安煕鳳、魏在永、文東煥－朴普鉉　[本塁打]　 【日】神谷、中川、上園、川岡－松岡　[本塁打]　 

◇1990.09.01、金沢市民球場 ◇1990.09.02、大津市・皇子山球場

【韓】宋在勇、金泰享、魏在永、文東煥－康俊基、朴普鉉　[本塁打] 【韓】文東煥、林仙東－朴普鉉　[本塁打]　 
【石】山岸－斉藤　[本塁打]　 【滋】猪塚、藤原、鈴木、西村－内海　[本塁打]　 

◇日本選抜選手団（１９９０年　第４回日米韓三国親善高校野球[開催地：日本]・日本チーム：４試合１勝２敗１分）

松井　一之 日本高野連副会長 柴田　宗久 天理
遠山　幸夫 松岡　正樹 平安
橋本　武徳 天理監督 松本　謙吾 宇部商
栽　弘義 沖縄水産監督 寺川　敏春 天理
南　竜次 天理 内之倉　隆志 鹿児島実
神谷　善治 沖縄水産 城間　修 沖縄水産
中島　博幸 西日本短大付 坪井　一浩 育英
川岡　孝弘 山陽 小竹　英己 天理
上園　達二 木附　貴雄 西日本短大付
中川　申也 秋田経法大付 中野谷　明也　 横浜商
武田　勉 中標津 糸林　良公 徳島商

※学年の丸数字は主将、青字はのちにプロ野球入り

◇1991.08.25、釜山九徳球場 ◇1991.08.25、釜山九徳球場

【山】田中、上村、小野田－吉岡、三戸　[本塁打]　 【山】中原、安井、永田－三戸、吉岡　[本塁打]　 
【釜】－　[本塁打]　 【釜】－　[本塁打]　 

◇1991.08.31、ロサンゼルス・セリトス大グラウンド（第五回日米韓三国親善高校野球）

【日】井出元、和田－味園　[本塁打]  
【韓】朴贊浩、朴仙東－　[本塁打]  

◇1991.09.02、ロサンゼルス・ロングビーチ・ブレア球場（第五回日米韓三国親善高校野球）

【韓】趙成珉、金榮福、林仙東、朴栽弘－　[本塁打] 金鍾大 
【日】荒井、谷口、金藤、豊田－高木、磯部　[本塁打]  

◇日本選抜選手団（１９９１年　第５回日米韓三国親善野球[開催地：ﾛｻﾝｾﾞﾙｽ]、第２０回日米親善高校野球[開催地：ハワイ]・日本チーム：６試合３勝３敗）

松井　一之 日本高野連副会長 谷口　功一 天理
土原　剛 味園　博和 鹿児島実
斎藤　靖弘 高木　大成 桐蔭学園
相沢　孝行 磯部　公一 西条農
根岸　敦生 朝日新聞大阪本社運動部 萩原　誠 大阪桐蔭
長沢　和雄 大阪桐蔭監督 沢村　通 大阪桐蔭
栽　弘義 沖縄水産監督 松井　秀喜 星稜
和田　友貴彦 大阪桐蔭 三沢　興一 帝京
大野　倫 仲程　正樹 沖縄水産
上田　佳範 松商学園 井上　大 大阪桐蔭
井出元 健一朗 四日市工 俣瀬　直樹 鹿児島実
金藤　本樹 宇部商 豊田　智伸　 帝京
荒井　修光 我孫子 ※学年の丸数字は主将、青字はのちにプロ野球入り

0

３

３ 左 左 176 69

３ 左 左 172 61 ３ 右 右 173 74

報道 内野手 ３ 右 右 178 76

右 左 177 74

コーチ 50 ２ 右 左 184 90
投手 ３ 右 右 178 74 ２ 右 右 175 83

沖縄水産 ３ 右 右

副団長 朝日新聞社高校野球事務局長 捕手 ３ 右 右 174 68
総務 日本高野連理事 ③ 右 左 179 76
審判 日本高野連審判委員 ３ 右 左 172 70

番号 ポジション 氏名 所属 学年 投 打 身長 体重 番号 ポジション 氏名 所属

２ 2
山口県選抜 0 0

学年 投 打 身長 体重

団長 ３ 右 右 190 84

0

0 0 2 0 X

30 5 10 4

日本選抜
相手チーム

勝敗 得点－失点

3 ● ２－３ 韓国選抜

173 73

チーム １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ 計 打数 安打 二塁打三塁打

3
日本選抜 0 0 0 1 0

1
0 0 2

1

３

犠打 盗塁 残塁

0 0
2 1 1 0 0 2 0 X

１

二塁打三塁打本塁打 三振 四死球

２ 左 左 176 67 ３ 左 左 174

0 0 2 0 3

２ 計
山口県選抜 0

2 ● １－５ 釜山市選抜

１
釜山市選抜 0 ６ 釜山市選抜 0 0 ５0 X

１０

0 0 0 0 0 0 0
チーム １ 計 チーム

72

３ 左 左 179 67

1

176 68

コーチ 49

３ 右 右 171 65

右

右 181 85

鹿児島実 ３ 右 右 174 72 ３ 右 右 173 72

３

２ 左 左 165 63 外野手 ３ 右

番号 ポジション 氏名 所属 打

65

投手 ３ 右 右 189 85 ３ 右 右 180 74

３ 右 右 176 80 ３ 右 右 175 70

団長 捕手 ３ 右 右 171 66

総務 日本高野連理事 ２ 右 右 175 71

監督 45 内野手 ３ 右 右 174 80

◇１９９０（平成０２）年 第４回日米韓三国親善高校野球（日本で開催　韓国選抜チームが来日）

0 1 0 0 １

監督 41 ３ 右 左 172 65

184 78 ３ 右 右 172 67

３ 右 左 187 76 外野手 ３ 右 左 175 71

３ 左 左 174 70

4 ● ３－１３韓国選抜

4
韓国選抜 0 0 4 0 3 3 0 1 2
日本選抜 0 0 1 0 0 2 0

チーム ７ ８ ９ １０ 計

韓国選抜 0 0

4 4

１ ２ ３ ４ ５ ６

３ 25 8 3 5 3 3 1 4 2

3 0 8 1

本塁打 三振 四死球 犠打 盗塁 残塁 失策

失策

１３ 37 15 1 1 1 8 9 3 5 9 2

0 0 1 0 ２ 33

所属 学年 投

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７

1 3 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 1

１ ２

体重学年 投 打 身長 体重 番号 ポジション 氏名

１０ 計
3 0 1 1 0 0 1 0

１０ 計８ ９

1 1 1 0 2 1 0 0
1 0 1 3 0 0

0 0 0 0 0 1

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７

８ ９

８ ９

６
0 0 0 0 0

韓国選抜 １

0 2

6

１０

身長

右 168

計
1 1 0 0 0 0 1 0 0 ３

４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ 計
1 0 0 3 3 2 0 0 0 ９
１ ２ ３ ８

２

１

８ ９ １ ２ ３ ４ ５ ６

● ２－６ 釜山市選抜

チーム

韓国選抜
日本選抜

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０

0

２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０

0 0 1 0

◇１９９１（平成０３）年　第５回日米韓三国親善高校野球（米国で開催　日本２－３韓国　日本３－１３韓国）

２
4 0 1 1 1 0 1 1 X

４ ５ ６ ７ ８ ９

３ 5

１ ２ ３ ４ ５

１０ 計１０
6

得点－失点

1 ○ ４－２ 下関商

2 ● ６－７ 山口県選抜A
（下関市内）

3 ○ ６－１ 山口県選抜B
（下関市以外）

4 ● ３－９ 日本選抜

5 ○ ３－１ 日本選抜

韓国選抜
相手チーム

勝敗 得点－失点

釜山市選抜
相手チーム

勝敗

● １－９ 石川県選抜

7 △ ２－２ 滋賀県選抜
石川県選抜 ９

0 0

2
釜山市選抜

チーム

山口県選抜
相手チーム

勝敗 得点－失点

６

チーム

0 0 0 2 0

0 0 0
0 0 0

0
7

韓国選抜

滋賀県選抜

0 0 0
4

日本選抜

韓国選抜

計 チーム

1 0 0

６
山口県選抜A ７

0 0

X

釜山市選抜

下関商業

チーム

釜山市選抜

山口県選抜B

0 0 0

計

0 0 2 0 0 0 0

９

8 1 7 1

0 0 ３

打数 安打

0

７

３ ４ ５ ６ ７

0 1

３ 左 左

３ 右 右

1 0

0

７

1 1

1
0 0 ４

3

0 1 ２

チーム

チーム



◇1992.09.04、ソウル・東大門球場

【韓】李京弼、金鈴沫－　[本塁打]　 
【日】森尾、山口、富樫－西原　[本塁打]　 

◇1992.09.06、ソウル・東大門球場

【日】三沢－久保　[本塁打]　 
【韓】李京弼、張東勲、沈暎昊、呉相玟－　[本塁打]　 

◇日本選抜選手団（１９９２年　第６回日米韓三国親善野球[開催地：韓国]・日本チーム：４試合３勝１敗）

松井　一之 日本高野連副会長 山口　哲治 星稜
土原　剛 三沢　興一 帝京
吉井　典雄 日本高野連理事 西原　憲一 西日本短大付
清水　正輝 日本高野連審判委員 久保　充広 近大付
井上　明 朝日新聞大阪本社運動部 紺野　恵治 拓大紅陵
浜崎　満重 西日本短大付監督 出川　正彦 西日本短大付
小枝　守 拓大紅陵監督 松井　秀喜 星稜
森尾　和貴 西日本短大付 向井　康二 広島工
冨樫　富夫 福田　敏久 天理
渡辺　隆文 尽誠学園 中道　大輔 尽誠学園
山田　貴志 東邦 杉崎　一 東邦
高橋　雅己 県岐阜商 立川　隆史 拓大紅陵
坂田　正樹 熊本工 ※学年の丸数字は主将、青字はのちにプロ野球入り

◇1993.11.06、北九州市・市民球場

－失点

【韓】李旲俊、金享基、崔富樂－趙寅成　[本塁打] 金宰炫　 
【福】福山、田代、宮田、西（大）－佐川、近藤　[本塁打]　 

◇1993.11.07、長崎市・市営大橋球場

【韓】崔富樂、張成鎭、尹珉哲、金享基－申炅賢、趙寅成　[本塁打] 金宰炫、金秀官、金敏雨、申炅賢、李旲俊
【長】松尾、中島、池野、桑原（崇）－吉永、渡　[本塁打]　 

◇1993.11.09、熊本市・県営藤崎台球場

【韓】尹珉哲、張成鎭、金享基、李旲俊－申炅賢、趙寅成　[本塁打] 金宰炫②、曹炫 
【熊】荒木、田代、吉田、三浦－長田　[本塁打]　 

◇1993.11.10、鹿児島市・県立鴨池球場

【韓】崔富樂、李旲俊－趙寅成　[本塁打] 金敏雨 
【鹿】福岡、竹山、井之上、大城－田村、鵜飼　[本塁打]　 

◇1993.11.13、沖縄市・沖縄市野球場

【韓】李旲俊、金享基、孫仁鎬、張成鎭、崔富樂－申炅賢、趙寅成　[本塁打] 朴宣奎、趙寅成
【沖】吉満、兼松、小波津、徳－西平、上原　[本塁打]　 

◇1993.11.14、糸満市・西崎球場

【韓】張成鎭、金享基、崔富樂、李旲俊－趙寅成　[本塁打] 曹炫② 
【沖】宇久、大城（毅）、大城（智）、草場－当銘、与那覇　[本塁打]　 

2 6 5 1 4 4 1

二塁打三塁打本塁打 三振 四死球 犠打 盗塁 残塁 失策

34 8 1 5 5 0 2 8 3

32 5 1 1 7 2 2 0 7 1

打数 安打 二塁打三塁打本塁打 三振 四死球 犠打 盗塁 残塁 失策

1

チーム

韓国選抜
日本選抜

打数 安打

33 7 1

28 6

計

４ 31

0
0 0 0 0 0 0 2 0 0

７

6 ○ 14－６ 沖縄県選抜
チーム

韓国選抜
１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ 計 打数 安打 二塁打三塁打本塁打 三振 四死球 犠打 盗塁 残塁 失策

チーム １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９

0 0 0 0 0 0 0 0

１０ 計

盗塁 残塁 失策

2 1 8 6 0 2 6 3

4 ○ ９－０ 鹿児島県選抜
韓国選抜

長崎県選抜

5 ○ 11－２ 沖縄県選抜

4 0 0 0 0 0 0 0 0

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８

2 ○ 14－４ 長崎県選抜

3 ○ 14－ ９６ 熊本県選抜

1 ○ ４－２ 福岡県選抜

３ 右 左 173 69 ２ 右 右 181 79
３ 右 右 182 85

◇１９９３（平成０５）年　日韓親善高校野球（韓国選抜チームが来日 福岡・長崎・熊本・鹿児島・沖縄の各選抜チームと試合）

韓国選抜
相手チーム

チーム 打数 安打 二塁打三塁打本塁打 三振 四死球 犠打 盗塁 残塁 失策

勝敗得点 韓国選抜
福岡県選抜 0 0 0 0

投手 ３ 右 右 182 76 ３ 右 左 173 72

内野手

拓大紅陵 ３ 右 右 180 78 ３ 右 右 175 65

３ 右 右 183 78 ２ 左 左 173 67
３ 右 右 176 70 外野手 ３ 右 右 170 73

失点

1 ● ２－４ 韓国選抜

2 ○

78
監督 43 ３ 右 左 170 68

コーチ 41 ３ 右 左 185 86

総務 捕手 ３ 右

氏名 所属

181

181

84
３ 右 右 174 76

報道

日 米

8 0 4

韓国選抜
2

チーム

日本選抜

学年 投

副団長 朝日新聞社高校野球事務局長 ３ 右 右 176 84

８－０ 韓国選抜

韓
国

09.04 09.05

3 1 0

○ ○
韓 日 韓 米

4 2 8 6
09.06 09.06

● ○
韓 日 韓 米

0 8 5

日本選抜
相手チーム

勝敗 得点－

0 0 0 0 0 0 ０0 00

3

打 身長 体重

団長 ３ 左 左 175 74

3

0 2 0 0 1 1 0 0 0 ４

日
本

09.04 09.04

3 1 0

● ○
日 韓 日 米

2 4 6 2
09.06 09.05

○ ○
日 韓

0 0 1 1 0 0 4
２ ３ ４ ５ ６１

1 1 ８ 3 5 0 3 9 2

0 0 0 0 1 0 1 0 0

５ ６ ７ ８ ９ １０ 計
勝 負 分

７ ８ ９ １０ 計

◇１９９２（平成０４）年　第６回日米韓三国親善高校野球（韓国で開催　日本２－４韓国　日本８－０韓国）

三国
親善
大会

月日 月日 月日
成績

日本 韓国 米国
１ ２ ３ ４

2 2 0 2 １１ 40 18 5 2 4

6
韓国選抜 0 1 0 2 1 0 4 6 0

沖縄県選抜 0 2 1 0 1 2 0 0 0

0 5 0 0韓国選抜
沖縄県選抜

安打

1 2 7
二塁打三塁打

６ 32 11 3 7

5

4 1

三塁打本塁打

チーム

韓国選抜
鹿児島県選抜

4 0 0 0 0 4 0 1 0 4
１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ 計 打数 安打 二塁打三塁打

2 3 3 0 3 0 0 4 0 1

3 1 0 0 2 0 0 0 0

0

１ ２ ３ ４ ５ ６ ８ ９チーム

1 1 0 0 1 0 1 0 1 0 ４
１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 計１０

チーム

熊本県選抜
3 3 0 2 3 0 4 0 0 2 １４

0 0 ２0 0 2

１４

審判

番号 ポジション 氏名 所属 学年 投 打 身長 体重 番号 ポジション

犠打 盗塁 残塁 失策

2 2 1
６ 34 10 3 2 9 2 0 0 4 1

本塁打 三振 四死球 犠打

5 6 9 2 3 9 0

右

３ 右 右

3

12 2９ 36

40 15 7

39 15 3
盗塁 残塁１０

5 10 0

０ 34 8

失策

1 15 1 0 0 1 3

9 0 0 0 7 1

２

1 5 0 5 2

4 3 3 9 0
２ 30 7 2 5 3 1 1 5 4

１０ 計 打数

3

三振

犠打 盗塁 残塁 失策

１４ 39 16 1 10 1 0 9

犠打

本塁打 三振 四死球

打数 安打 二塁打三塁打本塁打 三振 四死球

打数 安打 二塁打 四死球



◇1994.09.03、カリフォルニア州・ブレア球場

【日】福岡、小谷－田村　[本塁打]　 
【韓】劉東勲、金建悳、崔吉竜、朴哲秀－　[本塁打]　 

◇1994.09.05、カリフォルニア州・ブレア球場

【韓】李東殷、朴哲秀、李東殷－　[本塁打]　 
【日】嘉瀬、穐谷、小谷、松尾－田村、碇　[本塁打]　 

◇日本選抜選手団（１９９４年　第７回日米韓三国親善野球[開催地：米国]・日本チーム：４試合３勝１敗）

松井　一之 日本高野連副会長 小谷　直稔 市和歌山商
渡辺　登 碇　正和 佐賀商
野村　一郎 青森県高野連理事長 田村　恵 樟南
木嶋　一晃 日本高野連審判委員 橋本　将 宇和島東
堀川　貴弘 朝日新聞運動部 佐藤　貴明 北海
田中　公士 佐賀商監督 村子　峰敏 柳ケ浦
枦山　智博 樟南監督 山口　法弘 佐賀商
峯　謙介 佐賀商 西原　正勝 佐賀商
福岡　真一郎 呉羽　洋一 佐久
松崎　幸二 佐久 有村　浩一 樟南
穐谷　正人 中越 及川　徹 仙台育英
松尾　洋和 長崎北陽台 大川　健次 水戸商
嘉勢　敏弘 北陽 ※学年の丸数字は主将、青字はのちにプロ野球入り

◇1995.09.01、ソウル・東大門球場

【韓】朴宰享、徐在応、金善宇－　[本塁打]　 
【日】坂元、内藤－富永　[本塁打] 福留　 

◇1995.09.04、ソウル・東大門球場

【日】鈴木、内藤、飯田－富永　[本塁打] 渡辺　 
【韓】金善宇、朴準洙、朴宰享－　[本塁打]　 

◇日本選抜選手団（１９９５年　第８回日米韓三国親善野球[開催地：韓国]・日本チーム：４試合３勝１敗）

鬼頭　鎮三 日本高野連専務理事 花田　真人 柳川
西川　一明 坂元　綱史 日南学園
田中　史郎 坂本　直之 帝京
山名　俊雄 日本高野連審判委員 岡田　隆紀 旭川実
川崎　友水 朝日新聞社運動部 冨永　安彦 柳川
山下　智茂 星稜監督 信藤　浩伸 星稜
上村　恭生 智弁学園監督 渡辺　剛史 ＰＬ学園
中山　朗 阪大医学部理学療法科 嶋崎　貴芳 金足農
白木　隆之 飯田　雅司 敦賀気比
山本　省吾 星稜 福留　孝介 ＰＬ学園
内藤　剛志 敦賀気比 小坂　友範 星稜
鈴木　功 越谷西 小坂　将商 智弁学園
吉年　滝徳 関西 久保　尚志 観音寺中央

※学年の丸数字は主将、青字はのちにプロ野球入り

1

チーム

日本選抜
韓国選抜

日本選抜
相手チーム

勝敗 得点－失点

1

左 左 178 80

3 0 5 1 0 0 0 ９ 39 17 5 1 6

体重 番号 ポジション 氏名 所属

８ ９ １０ 計
0 0 5

犠打 盗塁 残塁

学年

2

失策

投

73 ２ 右

捕手

右
内野手

9 3

７

0 0 0 0

日本選抜
相手チーム

勝敗 得点－失点

1 ○ ９－１ 韓国選抜

2 ● ８－９ 韓国選抜

１ ２ ３ ４ ５ ６

◇１９９４（平成０６）年　第７回日米韓三国親善高校野球（米国で開催） / 第０１回 AAAアジア野球選手権大会（韓国は不参加）

三国
親善
大会

月日 月日 月日

日本

2

３ 左 左 186 78 ３ 右 左 178 75

２ 左 左 178 74 ３ 右 左 182 78
３ 右 右 176 66 外野手 ２ 左 左 173 68
３ 左 左 172 64 ３ 右 右 174 74

コーチ 36 ３ 右 右 172 67

投手 帝京 ２ 右 右 176 76 ３ 右 右 188 80
理学療法士 ３ 右 左 175 75

審判 ３ 右 右 183 90
報道 ３ 右 右 174 78
監督 50 内野手 ３ 左 左 178 70

総務 日本高野連理事 ３ 右 右 177 72
渉外 朝日新聞社高校野球事務局幹

事 捕手 ２ 右 右 170 75

番号 ポジション 氏名 所属 学年 投 打 身長 体重 番号 ポジション 氏名 所属 学年 投 打 身長 体重

団長 ３ 右 右 179 75

韓 日 米

5 6 10 1

日
本

09.01 09.01

4 14 2

2 0 0 0 0 3 0 0 0 ５ 1 7 2

1 6 2 2 0 5 2

○ ○
日 韓 日 米

2 ○ ６－５ 韓国選抜

○ ６－４ 韓国選抜

三振 四死球８ ９ １０

2
日本選抜
韓国選抜 0

日

188 85
３

失策

勝 負 分 0 2 1 0

犠打 盗塁 残塁 失策

1 0 0 1 1 2 0 1 0 ６ 32 11 2 1 7 1 5 2 5 3

1 0 ４ 30 7 1

6
09.04 ５ ６ ７09.02

○ ○

0

35 10 1 6 4

0 0

チーム

３ 右 右 181

3

◇１９９５（平成０７）年　 第８回日米韓三国親善高校野球（韓国で開催　日本６－４韓国　日本６－５韓国）

三国
親善
大会

月日 月日 月日
成績

日本 韓国 米国
１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ 計 打数 安打 二塁打三塁打本塁打 三振 四死球 犠打 盗塁 残塁

3 7 1 1 7 1

チーム

1
韓国選抜
日本選抜

１ ２ ３ ４ 計 打数 安打 二塁打三塁打本塁打

右

日 韓 日 米

8 9 2 1

犠打 盗塁 残塁 失策

● ○

0 0

○
韓 米

日
本

4 0 0 0 3 0 0 0 ９ 36 12 3 1 9 5 3 0 8 1

2 0 3 1 0 0 13 2 2 5 4 1 1 7 3

チーム

2
韓国選抜
日本選抜

１

韓国 米国
勝 負 分

09.03

○ ○
1 0 5 2

９ １０ 計 打数 安打 二塁打三塁打本塁打

打数 安打 二塁打三塁打本塁打 三振 四死球

三振 四死球

1 1 0 ８ 37

日

２ ３ ４ ５ ６ ７ ８

韓 日 米

9 1 7 4
09.05 09.05

１ 29

2
09.04

3 1 0

1 0 0

4 0 0

0 0 1 0 3 2 0 0 X ６ 31 9

6 5 6 4

韓
国

09.01 09.02

2 2 0

● ○
韓 日 韓 米

4 6 6 0
09.04 09.04

● ○
韓 日 韓 米

左 173 67
３ 右 右 174 76 ３ 右 左 176 70

右 182 73
３ 右 右 173 68 ３ 右 右 174 72

投手 ２ 右 左 180 74 ３ 右

３ 右 右 175 70 外野手 ３ 左

右 175 68
コーチ 50 ２ 右 右 178 73

樟南

左 179 73

総務 ３ 右 右 172 69
審判 ３ 右 左 179 82
報道 ３ 左
監督 53 ３

韓
国

09.03 09.03

打 身長 体重

団長 ３ 左 左 174 61
副団長 朝日新聞社高校野球事務局長

09.04

○ ○
韓 日 韓 米

9 8 4 2

右 170 60

●
韓 日

1 9 6 3
09.05

３ 右

3 1 0

番号 ポジション 氏名 所属 学年 投 打 身長

0 0 3 2

成績



◇1996.04.29、リーサル球場

【日】吉川、高野、椎葉－林川　[本塁打] 岩村
【韓】慶寛寛、金善宇－表盛大、金相勲　[本塁打] 

◇日本選抜代表選手団（１９９６年 第０２回 AAAアジア野球選手権大会[開催地：フィリピン]・日本チーム：３位）

尾藤　公 前箕島監督 竹沢　貞治 宇都宮工
山下　智茂 星稜監督 梅山　和希 明徳義塾
小野　巧 秋田監督 小原　慶治 駒大岩見沢
下窪　陽介 鹿児島実 阿部　真宏 横浜
高野　修平 国士舘 岡田　淳平 岡山城東
高塚　信幸 智弁和歌山 宮城　卓 沖縄水産
椎葉　厚生 大阪学院大高 岩村　明憲 宇和島東
宗政　徳道 高陽東 喜多　隆志 智弁和歌山
吉川　昌宏 明徳義塾 義積　司 滝川第二
山本　省吾 星稜 末定　英紀 高陽東
林川　大希 鹿児島実 ※学年の丸数字は主将、青字はのちにプロ野球入り

◇1998.09.10、甲子園

【韓】白𧪘承、権五俊、馬一英、宋勝準－李宅根　[本塁打] 
【日】杉内、松坂－実松　[本塁打] 

◇日本選抜代表選手団（１９９８年 第０３回 AAAアジア野球選手権大会[開催地：日本]・日本チーム：優勝）

中村　順司 PL学園前監督 西本　雅成 関大一
浜崎　満重 西日本短大付監督 実松　一成 佐賀学園
本多　利治 春日部共栄監督 田中　勇吾 京都成章
松坂　大輔 横浜 赤田　将吾 日南学園
寺本　四郎 明徳義塾 古畑　和彦 PL学園
久保　康友 関大一 東出　輝裕 敦賀気比
上重　聡 PL学園 吉本　亮 九州学院
杉内　俊哉 鹿児島実業 藤本　敏也 明徳義塾
村田　修一 東福岡 田中　一徳 PL学園
新垣　渚 沖縄水産 大島　裕行 埼玉栄
小山　良男 横浜 ※学年の丸数字は主将、青字はのちにプロ野球入り

◇1999.06.16、倉敷マスカットスタジアム

－失点

【韓】全河成、許真石－成民国、昔志訓　[本塁打]　 
【岡】石田、中野、早藤、吉岡、石川－梶川、高山　[本塁打]　 

◇1999.06.20、徳島県営鳴門球場

【韓】全河成、秋信守－成民国、昔志訓　[本塁打]　 
－失点 【徳】宮本、條辺、中川、稲岡－吉田、西崎、長尾　[本塁打] 福井、増原　 

◇1999.06.20、徳島県営鳴門球場

【韓】金盛淵、李京奐、許真石－昔志訓、成民国　[本塁打] 李明鎬、具仁煥、秋信守　 
【香】森本、土井、松尾－松谷、宮田　[本塁打]　 

◇1999.08.13、台湾高雄県澄清湖球場（７回降雨ｺｰﾙﾄﾞ・引き分け）

新垣　盛重 沖縄県高野連副会長
内藤　雅之

【日】中本－高良 比嘉　順二
【韓】李、馬、趙－金 桑原　和彦

小嶺　衛
神谷　健 興南高校監督

※Ｂ組３位の日本は当初、決勝トーナメント進出の予定だったが、 盛根　一美 浦添商業監督
   雨による日程変更で上位２チームが決勝トーナメントをおこなう 嘉陽　宗雄 普天間高監督
　 ことになったため、この日(08/13)の５位決定戦に回った。 中本　斉 那覇商業

松谷　秀幸 興南高校
松堂　亮 普天間高

第７日（８月１３日） 最終日（８月１４日） 島袋　光次 北中城高
準決勝 ３位決定 比嘉　幹貴 コザ高校

アメリカ３－２キューバ キューバ８－０パナマ 大城　勝史 南部工業
台　　湾１－０パナマ 決勝 小浜　拓朗 浦添商業

アメリカ10－９台湾 高良　信哉 那覇商業
仲尾次　誠 宜野座高
森根　達輝 読谷高校

日本高校野球連盟は、第18回世界AAA選手権(８月６～14日、台湾・高雄)に 石川　清武 本部高校
沖縄県高校選抜チームを日本代表として派遣することを決定。沖縄県高野連 吉永　哲史 那覇商業
では、加盟校の各監督の推薦に加え春季大会から７月18日まで熱戦が展開 長浜　多市 読谷高校
された全国高校野球選手権沖縄大会で球場に選考委員を配置し選考作業を 松原　邦紀 那覇商業
進め、甲子園に出場する沖縄尚学を除き代表チームを決定した。 佐渡山　賢 沖縄水産
              <「沖縄タイムス」1999年(平成11年)８月３日～８月15日などより> 渡嘉敷　司 那覇商業

下地　健太 浦添商業
崎田　祥平 糸満高校

※学年の丸数字は主将、青字はのちにプロ野球入り

1 △ ０－０ 韓国選抜

沖縄選抜 相手チーム勝敗得点

7 2 0 0 7 1

チーム １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ 計 打数

1 1 0 0 0 0 3 ５ 36 11 1 2 10 4 2 1 10 2

盗塁 残塁 失策

3 韓国選抜 0 0 0 1 3 0 0 0 2 ６ 36 10 2 3 14 6 0 1 9 0
香川県選抜 1 1 1 0 4 0 0 2 X ９ 38 14 2 6

3 ● ６－９ 香川県選抜 チーム １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ 計 打数 安打 二塁打三塁打本塁打 三振 四死球 犠打 盗塁 残塁 失策

安打 二塁打三塁打本塁打 三振 四死球 犠打

2 韓国選抜 0 2 1 0 0 1 ５ 33 8 1 1 3 4 3 2 8 2
徳島県選抜 0 0

1 8 3

1 ● ２－４ 岡山県選抜 岡山県選抜 0 3 0 0 0 1 0 0 X ４ 36 14 2 3 1 1 2 10 2

2 △ ５－５ 徳島県選抜

韓国選抜 相手チーム チーム １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ 計 打数 安打 二塁打三塁打本塁打 三振 四死球 犠打 盗塁 残塁 失策
勝敗得点

1 韓国選抜 0 0 0 0 0 0 0 0 2 ２ 33 6 7 4 0

0 0 1

３ 右 182
③ 右 180

外野手 ３ 右 175
３ 右 166

３ 右 178
３ 右 173

内野手 ３ 右 175
３ 右 162
３ 右 175

174
２ 右 182
２ 右 176
３ 右 175
２ 右 176

捕手 ３ 右 172

総務
審判

理学療法士
監督

コーチ 47

投手 ３ 右

◇１９９９（平成１１）年 第１８回 ＡＡＡ世界ユース選手権大会（５位決定戦） / 日韓親善高校野球（韓国選抜チームが来日）

◇日本代表選手団（１９９９年 第１８回 ＡＡＡ世界ユース選手権大会　　　　・　　         　　・
[開催地：台湾]・日本代表〈沖縄選抜〉・日本チーム：５位）

回戦 チーム １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ 計 番号 ﾎﾟｼﾞｼｮﾝ 氏　名 所属 学年 投 打 身長 体重

５位決定
日本選抜 0 0 0 0 0 0 0 ０ 団長
韓国選抜 0 0 0 0 0 0 0 ０ 渉外

５ ３ 左 左 173 67 16 外野手 ３ 右 右 174 69
６ ３ 右 右 175 78 17 ２ 右 両 165 62
７ ３ 右 右 188 79 18 ２ 左 左 180 78

２ ３ 左 左 177 77 13 ３ 右 右 183 74
３ ３ 右 右 180 79 14 ３ 右 左 173 66
４ ３ 右 右 180 71 15 ３ 右 右 181 78

10 ３ 右 右 178 75
41 11 内野手 ３ 右 右 179 72

１ 投手 ３ 右 右 179 75 12 ３ 右 右 179 80

９ １１ １２ 計
２次予選

（３）
韓国選抜 0 0 １
日本選抜 0 X ２

番号 ポジション 氏名 所属 学年 投 打 身長 体重 番号 ポジション 氏名 所属 学年

３ 右 右 180 70
２ ３ 左 左 178 73 13 ３ 右 右 169 68
３ ２ 右 右 180 75 14 ３ 右 両 172 65
４ ３ 右 右 178 65 15 ３ 右 左 174 73

１ 投手 ３ 右 右 171 71 12

身長 体重 番号 ポジション 氏名 所属 学年 投 打 身長 体重
監督 53 ９ ３ 右 右 175 68

コーチ 51 10 ３ 右 右 171 71
40 11 内野手 ３ 右 左 170 65

◇１９９６（平成８）年 第０２回 AAAアジア野球選手権大会（BFA U-18 Baseball Championship）３位

回戦 チーム １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ 計
リーグ戦

（３）
２

韓国選抜 1 2 0 0 0 0 0 0 X ３

８ 捕手 ③ 右 右 181 75

0 0 0 0 1 0 1

３ 右 180

３ 左 166
３ 左 170

投 打 身長 体重
監督 52 ９ ３ 右 右 174 78

コーチ 49

５ ３ 右 右 183 75 16 外野手 ２ 左 左 183 75
６ ３ 右 左 174 67 17 ３ 右 右 173 75

◇１９９７（平成９）年  ※日本選抜－韓国選抜 試合なし

１０
0 1 0 0 0 0 0
１ ２ ３ ４ ５ ６ ７

７ ３ 左 左 178 74 18 ２ 左 左 174 74
８ 捕手 ３ 右 右 173 70

◇１９９８（平成１０）年 第０３回 AAAアジア野球選手権大会（BFA U-18 Baseball Championship）優勝

回戦 チーム ８

番号 ポジション 氏名 所属 学年 投 打

日本選抜 0 1 0 0 0 0 0 0 1



◇2001.08.31、天母球場（５回 降雨コールドゲーム） ◇2001.09.04、天母球場

【日】大竹－上田　[本塁打] 【韓】金鎮犹、朴熙洙、宋恩範、禹奎珉－李京換　[本塁打] 

【韓】朴煕洙、朴昌根、金光義－李京換　[本塁打] 徐東旭 【日】真田、秦、畠山、佐々木－上田　[本塁打] 

◇日本選抜代表選手団（２００１年 第０４回 AAAアジア野球選手権大会[開催地：台湾]・日本チーム：準優勝）

奥尾　幸一 日本高野連副会長 佐々木　康太 習志野
河村　正 真田　裕貴 姫路工
森口　洋 大竹　寛 浦和学院
田名部　和裕 石丸　大志 松山商
高嶋　仁 智弁和歌山監督 山城　尚悟 宜野座
佐々木　啓司 駒大岩見沢監督 上田　祐介 常総学院
橋野　純 前観音寺中央監督 松浦　大輔 明徳義塾
坂口　美隆 アスリートケア 都築　克幸 日大三
町田　実雄 アスリートケア 小林　一也 常総学院
中江　徳彦 アスリートケア 弓達　央和 松山商
村上　尚史 常総学院 森岡　良介 明徳義塾
畠山　太 横浜 内田　和也 日大三
松崎　伸吾 光星学院 原島　正光 日大三
秦　　 裕二 智弁学園 井手　正太郎 日南学園

◇2003.08.31、シキリット記念球場 ◇2003.09.03、シキリット記念球場（延長１１回）

【韓】呉在栄、宋昌式、金秀和－？　[本塁打] 金柱享 【日】アン、真壁、服部－那須　[本塁打] 坂 

【日】西村、アン、服部－白浜　[本塁打] 【韓】？－？　[本塁打] 

◇日本選抜代表選手団（２００３年 第０５回 AAAアジア野球選手権大会[開催地：タイ]・日本チーム：３位）

脇村　春夫 真壁　賢守 東北
達摩　省一 服部　大輔 平安
中川　尚之 白浜　裕太 広陵
山口　雅生 大崎　大二朗 常総学院
藤野　真 那須　亮友樹 近江
山野　仁志 秋月　良宏 今治西
千羽　壮二 上本　博紀 広陵
前田　三夫 帝京監督 藤田　敏行 桐生第一
高橋　広 鳴門工監督 坂　克彦 常総学院
中井　哲之 広陵監督 小窪　哲也 PL学園
西村　健太朗 広陵 大西　輝弥 近江
平岡　政樹 徳島商 沖田　浩之 明徳義塾
藤井　宏海 福井 吉良　俊則 柳ヶ浦
ｸﾞｴﾝ･ﾄﾗﾝ･ﾌｫｸ･ｱﾝ　※ 東洋大姫路 ※ベトナム国籍のグエン・トラン・フォク・アン投手は、特例で日本代表入りが認められた

磯部　洋輝 常総学院 ※学年の丸数字は主将、青字はのちにプロ野球入り75

１４ ３ 右 左 179 73

41 １５ ３ 右 右 173 73

１ 投手 ３ 右 右 183 78 １６ 外野手 ３ 右 右 172 78

◇２００４（平成１６）年 第２１回 ＡＡＡ世界ユース選手権大会（日本選抜－韓国選抜 試合なし）

２ ３ 右 右 178 73 １７ ３ 左 左 163

３ ３ 右 右 170 70 １８ ３ 左 左 179 75

４ ３ 左 左 177 67

５ ３ 左 左 180

副団長 ７ ２ 左 左 171 72

韓国 0 0 0 2 0 0 1 0 0 0 1 ４1 0 0 0 X ３

右 右 176 81

0 0 ２
日本 2 0 0 0

番号 ポジション 氏名 所属 学年 投 打 身長 体重 番号 ポジション 氏名 所属 学年 投 打 身長 体重

団長 ６ ２ 右 右 178 73

総務 ７ ３ 右 右 182 68

◇２００２（平成１４）年　※日本選抜－韓国選抜 試合なし

番号 ポジション 氏名 所属 学年 投 打 身長 体重 番号 ポジション 氏名 所属 学年 投 打 身長 体重

団長 ５ ３ 右 右 180 77

副団長 ６ ３ 右 右 180 80

３ 右 左

日本 0 0 0 1 0 0 4 0 X ５

回戦 チーム １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ 計

準決勝
韓国 0 0 0 0 0 0 1 0 3 ４リーグ戦

（２）
日本 ３
韓国 １

◇２００１（平成１３）年 第０４回 AAAアジア野球選手権大会（BFA U-18 Baseball Championship）準優勝

1 0 0 0 0

回戦 チーム ８ ９ １１ １２ 計１０

0 0 3 0 0

総務 ８ 捕手 ３ 右 右 180 70

渉外 ９ ３ 右 左 175 70

審判員 １０ ３ 右 右 176 68

理学療法士 １１ 内野手 ３ 右 右 182 80

１２ ２ 右 右 170 60

監督 54 １３ ３
コーチ 48

63

回戦 チーム １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ 計

準決勝
日本 2 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 ３

３ ３ 左 左 178 83 17

◇２００３（平成１５）年 第０５回 AAAアジア野球選手権大会（BFA U-18 Baseball Championship）３位

回戦 チーム １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ 計

リーグ戦
（２）

韓国 0 0 0 2 0 0 0

180 85

４ ３ 右 左 183 74 18 ３ 右 右 177 75

１ 投手 ３ 右 右 181 80 15 ３ 右 左 172 65

２ ３ 左 左 175 71 16 外野手 ３ 右 右 175 75

13 ３ 右 右 180 78

14 ２ 右 右 174 68

53 11 内野手 ３ 右 左 179 74

防護員 12 ３ 右 右 175 73

75

監督 55 ９ ３ 右 左 173 80

コーチ 45 10 ３ 右 右 176 78

渉外 ８ 捕手 ③ 右 左 178

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７

◇２０００（平成１２）年　※日本選抜－韓国選抜 試合なし



◇2005.09.04、韓国・文鶴野球場 ◇2005.09.06、韓国・文鶴球場（延長１０回）

【韓】金廣鉉、柳賢振、羅承賢－李宰元　[本塁打] 【韓】韓基周、金廣鉉－李宰元　[本塁打] 
【日】辻内－鶴岡　[本塁打] 【日】辻内－鶴岡、水野　[本塁打] 正木、小島

◇日本選抜代表選手団（２００５年 第０６回 AAAアジア野球選手権大会[開催地：韓国]・日本チーム：優勝）

脇村　春夫 景山　一旗 玉野光南

小倉　好正 鶴岡　賢二郎 春日部共栄

山口　雅生 水野　祐希 東邦

宮本　博信 林　　 裕也 駒大苫小牧

迫田　穆成 如水館監督 加藤　政義 東北

永田　裕治 報徳学園監督 船引　俊秀 関西

田中　将大 駒大苫小牧 堂上　直倫 愛工大名電

好永　貴雄 宇部商 正木　修平 神戸国際大付

辻内　崇伸 大阪桐蔭 川端　慎吾 市和歌山商

古川　秀一 清峰 平田　良介 大阪桐蔭

山口　俊 柳ヶ浦 柳田　隆宏 鳴門工

片山　博視 報徳学園 小島　宏輝 鳴門工
※学年の丸数字は主将、青字はのちにプロ野球入り

◇2007.08.26、台中野球場

【韓】陳雅各、鄭粲憲、河畯鎬、成榮勳－張成宇　[本塁打] 

【日】須田、田中、豊田、佐藤－河内、笹平　[本塁打] 

※今大会から、木製のバットを使用することを韓国・台湾主導で ※本チームは全日本アマチュア野球連盟（BFJ）の代表チーム
   決定したために、高野連が選手派遣をボイコット。代わって、  　と認定され、日本は初めて正式なU-１８代表チームを本大会
   日本野球連盟が社会人・クラブチーム・専門学校から１８歳 　 に送ることになった。
   以下の選手でチームを編成し、社会人では初となるAAA大会 ※ユニフォームもプロや社会人・大学生と同じタイプを着用する
 　出場を果たした。 　 ことになり、以後の大会でも継続して使用されている。

◇日本選抜代表選手団（２００７年 第０７回 AAAアジア野球選手権大会[開催地：台湾]・日本チーム：３位）

西　正文 河内　和希

藤本　政男 岩部　匡良

野口　広巳 柏木　佑典

和田　照茂 阪田　慎太郎

須田　健太 小園　雄也

豊田　剛 後藤　佑太

田中　洋平 平井　貴也

佐藤　紘 石原　玄基

尾崎　崇 佐竹　由匡

尾崎　成章 東向　誠

笹平　拓巳 田中　淳

※学年の丸数字は主将、青字はのちにプロ野球入り

◇２００８（平成２０）年  ※日本選抜－韓国選抜 試合なし

番号 ポジション 氏名 所属（出身高校） 年齢 投 打 身長 体重 番号 ポジション 氏名 所属（出身高校） 年齢 投 打 身長 体重

履正社医療スポーツ専門学校

（尼崎小田高）
NOMOベースボールクラブ

甲賀健康医療専門学校
（PL学園）

JR四国 （香川中央）

オール高崎野球倶楽部
（高崎商）

マルユウベースボールクラブ
（鎌倉学園-玉川学園大在学中）

履正社医療スポーツ専門学校

（広島商）
八尾ベースボールクラブ
(北陽高在学中)

NOMOベースボールクラブ
日産自動車九州
（延岡学園）

和歌山箕島球友会
（報徳学園）

ウェルネス新潟
（湯沢商工）

サウザンリーフ市原
（千葉敬愛高）

八尾ベースボールクラブ
(近大附高在学中)

鶴岡クラブ （鶴岡工）
履正社医療スポーツ専門学校

（開星高）

13 18 右 右 186 73 ９ 18 右 右 175 67

14 18 右 右 184 79 24 17 右 両 170 60

トレーナー 26

10
日本 0 0 １

右 左 176

回戦 チーム １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ 計

リーグ戦
（２）

韓国 1 3 2 0 0

◇２００７（平成１９）年 第０７回 AAAアジア野球選手権大会（2007 Asian Junior Baseball Championship）３位

５ ３ 右 右 187 85 17 ３ 右 左 176 74

６ ３ 左 左 191 87 18 ３ 右 左 178 75

0 0 0 0 1 0 0
3 1 0 0

３ 左 左 175 66 14 ３ 右 右 175 75

３ ３ 左 左 183 85 15 ３ 右 左 183 74

左 左 172 73 16 外野手 ３ 右 右 176 78

66 11 ３ 右 左 173 71

氏名 所属 氏名 所属

総務 ８ 捕手 ３ 右 右 176 72

渉外 ９ ３ 右 右 180 76

番号 ポジション 学年 投 打 身長 体重 番号 ポジション 学年 投 打 身長 体重

韓国 2 0 0 0 0 0 0 1 1 0
日本 1 0 0 0 1 0 0 0 2 1 ５

回戦 チーム １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ 計

４
２ ３ ４回戦 チーム ８ ９ １１ １２ 計

リーグ戦
（２）

韓国 0 0 ０
日本 0 X

◇２００５（平成１７）年 第０６回 AAAアジア野球選手権大会（2005 Asian Junior Baseball Championship）優勝

優勝
決定

右 右 174 65 28 18 右 左 180 81

１ 捕手 18 右 左 170 68 38 17 右 右 170 63

16 18 右 右 176 76 33 18 右 右 178 86

18 18 右 右 185 74 15 外野手 18 右 右 172 70
履正社医療スポーツ専門学校

（国際海洋第二高）
ウェルネス新潟
（清陵情報高）

サウザンリーフ市原
(木更津総合高在学中)

JR九州 （上宮太子高）

履正社医療スポーツ専門学校

（神村学園） 札幌クラブ （西陵高）

50 17

６ 16 右 右 174 70

11 投手 18 右 左 182 80 ８ 18 右 右 178 71

80

78 コーチ 51 右 右 168 67 27 ⑰ 右 右 172 73

79 54 右 右 172 85 ２ 内野手 18 右 右 170 68

77 監督 46 右 左 170 72 22 18

◇２００６（平成１８）年  ※日本選抜－韓国選抜 試合なし

４ ３

団長 ７ ３ 右 左 174 66

コーチ 41 12 ３ 右 左 175 76

１ 投手 ２ 右 右 185 73 13 ２ 右 右 182 78

２

10 内野手 ③ 右 左 177 73

監督

0 0 0 0 0 0 2
0 0 0 0 0 0 0

２

５ ６ ７ １０１



◇2009.08.27、韓国・木洞野球場

【日】真下、渡辺(貴)－佐野、西村　[本塁打] 

【韓】キム・ヨン・ジュ、アン・スンミン、ムン・スンヒョン－チュン・ミン・ウー　[本塁打] 

◇日本代表選手団<甲子園に出場していない高校の関東選抜>（２００９年 第０８回 AAAアジア野球選手権大会[開催地：韓国]・日本チーム：３位）

森　　 士 浦和学院監督 白村　明弘 慶應義塾
片桐　幸宏 桜美林監督 神田　直芸 真岡工
日向野  久男 栃木工監督 西村　祐希 春日部共栄
諏佐  洋一 大洗監督 佐野　広弥 身延
冨澤　雅浩 川口監督 京屋　陽 二松学舎大付
中川　貴昭 牛久 河井　甚哉 水戸桜ノ牧
中田　智暁 栃木工 高野　桂 前橋商
渡辺　貴仁 高崎商 亀山　拓也 横浜創学館
芹澤　拓也 埼玉栄 筒香　嘉智 横浜
渡辺　圭 東海大甲府 島津　裕真 浦和学院
真下　貴之 東海大望洋 黒田　圭宥 銚子商
大野　瑠哉 早大学院 ※学年の丸数字は主将、青字はのちにプロ野球入り

◇2011.09.01、横浜スタジアム

【日】吉永－近藤　[本塁打] 高橋
【韓】下珍洙、韓賢煕、朴鍾輪－朴ｶﾗﾑ　[本塁打] 

◇日本選抜代表選手団（２０１１年 第０９回 AAAアジア野球選手権大会[開催地：日本]・日本チーム：優勝）

渡辺　元智 横浜 近藤　健介 横浜
斎藤　智也 聖光学院 佐藤　大貢 東海大相模
森　 　士 浦和学院 板崎　直人 作新学院
吉永　健太朗 日大三 横尾　俊建 日大三
原 　　樹理 東洋大姫路 宮内　和也 習志野
釜田　佳直 金沢 高橋　周平 東海大甲府
歳内  宏明 聖光学院 谷田　成吾 慶應
松本　竜也 英明 畔上　翔 日大三
北方　悠誠 唐津商 北川　倫太郎 明徳義塾
野田　昇吾 鹿児島実 臼田　哲也 東海大相模
道端　俊輔 智弁和歌山 ※学年の丸数字は主将、青字はのちにプロ野球入り

◇2012.09.06、韓国・木洞野球場 ◇2012.09.08、韓国・木洞野球場

【日】藤浪－森　[本塁打] 【韓】李建郁、沈載泯、尹烔培－安重烈　[本塁打] 尹大瑛

【韓】沈載泯、李建郁－韓承澤、安重烈　[本塁打] 【日】大谷、佐藤－中道　[本塁打]

◇日本選抜代表選手団（２０１２年 第２５回 ＡＡＡ世界野球選手権大会[開催地：韓国]・日本チーム：６位）

※学年の丸数字は主将、青字はのちにプロ野球入り９ 中道　勝士 智弁学園 ３ 右 左 170 74

右 181 78

７ 大塚　尚仁 九州学院 ３ 左 左 174 70 １９ 高橋　大樹 龍谷大平安 ３ 右 右 181 77

８ 捕手 田村　龍弘 光星学院 ３ 右 右 173 77 ２０ 水本　弦 大阪桐蔭 ③ 左 両 177 75

６ 藤浪　晋一郎 大阪桐蔭 ３ 右 右 197 85 １８ 笹川　晃平 浦和学院 ３ 右

４ 神原　友 東海大甲府 ３ 左 左 180 85 １６ 金子　凌也 日大三 ３ 右 左 180 78

５ 濱田　達郎 愛工大名電 ３ 右 右 183 88 １７ 外野手 呉屋　良拓 浦添商 ３ 右 左 178 73

２ 岡野　祐一郎 聖光学院 ３ 右 右 178 77 １４ 伊与田　一起 明徳義塾 ３ 右 左 165 68

３ 佐藤　拓也 浦和学院 ３ 右 左 172 74 １５ 北條　史也 光星学院 ３ 右 右 177 75

左 173 70

大野　康哉 今治西監督 41 １２ 田端　良基 大阪桐蔭 ３ 右 右 175 83

１ 投手 大谷　翔平 花巻東 ３ 右 左 193 85 １３ 城間　竜兵 光星学院 ３ 右 右 172 75

コーチ 吉田　洸二 清峰監督 43 １１ 内野手 菅原　拓那 常総学院 ３ 左

番号 ポジション 氏名 所属 学年 投 打 身長 体重 番号 ポジション 氏名 所属 学年 投 打 身長 体重

監督 小倉　全由 日大三監督 55 １０ 森　　 友哉 大阪桐蔭 ２ 右 左 170 78

０

回戦 チーム １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ 計

５位決定
韓国 0 1 0 0 1 0 0 0 1 ３
日本 0 0 0 0 0 0 0 0 0

回戦 チーム

二次予選
（２）

日本
韓国

３ 右 右 175 76

◇２０１２（平成２４）年 第２５回 ＡＡＡ世界野球選手権大会（XXV １８U（AAA）Baseball Word Championship）６位

３ ３ 右 両 178 77 14 ３ 右 左 185 83

４ ３ 右 右 182 82 15 ３ 右 左 183 85

左 左 193 78 16 外野手 ３ 右 左 178 82５ ３
６ ３ 右 右 180 80 17 ３ 右

22 47 11 内野手 ３ 右 右 165 66

１ 投手 ３ 右 右 182 80 12 ３ 右 右 176 86

２ ３ 右 右 178 68 13 ３ 右 右 171 68

番号 ポジション 氏名 所属 学年 投 打 身長 体重 番号 ポジション 氏名 所属 学年 投 打 身長 体重

20 監督 67 ９ ３ 右 左 172 83

21 コーチ 48 10 ３ 右 右 182 83

優勝
決定

日本 0 0 2 2 0 0 2 0 0
韓国 0 0 0 0 0 1 0 0 0

回戦 チーム １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２

◇２０１１（平成２３）年 第０９回 AAAアジア野球選手権大会（2011 Asian Junior Baseball Championship）優勝

◇２０１０（平成２２）年  ※日本選抜－韓国選抜 試合なし

17 ３ 左 左 187 75 ７ 外野手 ３ 右 左 180 83

18 ３ 右 両 180 72

13 ３ 右 右 180 70 ６ ３ 右 右 174 68

15 ３ 左 左 177 70 ８ ３ 右 両 183 84

16 ３ 左 左 171 72 10 ③ 右 左 171 75

26 １ 内野手 ３ 右 右 180 86

11 投手 ３ 左 左 175 70 ３ ３ 右 左 181 85

12 ３ 右 左 182 76 ５ ３ 右 左 179 73

回戦 チーム ８ ９ １１ １２ 計
リーグ戦

（２）
日本 0 0 ２
韓国 0 1 ３

◇２００９（平成２１）年 第０８回 AAAアジア野球選手権大会（2009 Asian Junior Baseball Championship）３位

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ 計
0 0 0 0 0 4 0 0 0 ４
0 0 0 0 0 0 2 0 0 ２

左 187 85

７ ３ 左 左 167 64 18 ３ 右 右 180 70

８ 捕手

６
１

計

コーチ 50 ２ 捕手 ３ 右 右 183 78

47 ９ ３ 右 右 176 77
ｱｼｽﾀﾝﾄｺｰﾁ 28 22 ３ 右 左 175 81

番号 ポジション 氏名 所属 学年 投 打 身長 体重 番号 ポジション 氏名 所属 学年 投 打 身長 体重

監督 45

0 1 0 0 0 1 0
1 0 0 0 1 0 0

19 ３ 右 左 187 76

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ １０



◇2013.09.05、台湾・台中インターコンチネンタル野球場（７回コールドゲーム）

【韓】林知燮、韓周成、黄永国、安圭賢、李受珉－安重烈　[本塁打]

【日】松井、山岡－森（友）　[本塁打]

◇日本選抜代表選手団（２０１３年 第２６回 １８U野球ワールドカップ[開催地：台湾]・日本チーム：準優勝）

西谷　浩一 大阪桐蔭監督 森　　 友哉 大阪桐蔭
仲井　宗基 八戸学院光星監督 園部　聡 聖光学院
島田　達二 高知監督 逸崎　友誠 明徳義塾
飯田　晴海 常総学院 奥村　展征 日大山形
松井　裕樹 桐光学園 熊谷　敬宥 仙台育英
山岡　泰輔 瀬戸内 竹村　春樹 浦和学院
田口　麗斗 広島新庄 渡邉　諒 東海大甲府
高橋　由弥 岩国商 森　　 龍馬 日大三
高橋　光成 前橋育英 吉田　雄人 北照
安楽　智大 済美 上林　誠知 仙台育英
内田　靖人 常総学院 岩重　章仁 延岡学園
若月　健矢 花咲徳栄 ※学年の丸数字は主将、青字はのちにプロ野球入り

◇2014.09.06、クイーンシリキットスポーツセンター1

【韓】厳相伯、鄭盛坤－金宰成　[本塁打] 
【日】森田、小島－岸田、栗原　[本塁打] 

◇日本選抜代表選手団（２０１４年 第１０回 １８Uアジア野球選手権大会[開催地：フィリピン]・日本チーム：準優勝）

高橋　広 鳴門渦潮監督 岡田　耕太 敦賀気比
大藤　敏行 中京大中京監督 安田　孝之 明徳義塾
比嘉　公也 沖縄尚学監督 吉田　有輝 履正社
岸　　 潤一郎 明徳義塾 安里　健 沖縄尚学
森田　駿哉 富山商 峯本　匠 大阪桐蔭
山城　大智 沖縄尚学 岡本　和真 智弁学園
飯塚　悟史 日本文理 香月　一也 大阪桐蔭
高橋　光成 前橋育英 脇本　直人 健大高崎
小島　和哉 浦和学院 德本 健太朗 龍谷大平安
栗原　陵矢 春江工 淺間　大基 横浜
岸田　行倫 報徳学園 ※学年の丸数字は主将、青字はのちにプロ野球入り

◇2015.09.04、阪神甲子園球場（７回コールドゲーム）

【韓】金大鉉、崔成永、柳在裕、崔忠然、金彪勝、朴世律－朱暁祥　[本塁打]

【日】上野－堀内　[本塁打]

◇日本選抜代表選手団（２０１５年 第２７回 WBSC U-１８ワールドカップ[開催地：日本]・日本チーム：準優勝）

西谷　浩一 大阪桐蔭監督 郡司　裕也 仙台育英
仲井　宗基 八戸学院光星監督 堀内　謙伍 静岡
島田　達二 高知監督 平沢　大河 仙台育英
佐藤　世那 仙台育英 津田　翔希 浦和学院
成田　翔 秋田商 清宮　幸太郎 早稲田実
高橋　樹也 花巻東 宇草　孔基 常総学院
小笠原　慎之介 東海大相模 杉崎　成輝 東海大相模
上野　翔太郎 中京大中京 篠原　諒 敦賀気比
高橋　純平 県岐阜商 豊田　寛 東海大相模
森下　暢仁 大分商 オコエ瑠偉 関東一
勝俣　翔貴 東海大菅生 舩曳　海 天理
伊藤　寛士 中京大中京 ※学年の丸数字は主将、青字はのちにプロ野球入り９ 捕手 ３ 右 右 173 87

18 ３ 右 右 183 76 7 外野手 ３ 右 右 177 83

19 ２ 右 右 181 72 8 ３ 右 右 183 85

20 ２ 右 左 180 80 21 ３ 右 左 182 76

15 ３ 左 左 176 74 5 ３ 右 左 183 73

16 ３ 左 左 180 83 6 ３ 右 左 171 68

17 ３ 右 右 174 74 10 ③ 右 左 168 86

32 43 1 内野手 ３ 右 左 176 76

11 投手 ３ 右 右 180 84 2 ３ 右 右 173 73

12 ３ 左 左 168 68 3 １ 右 左 184 97

身長 体重

30 監督 45 22 ３ 右 右 180 80

31 コーチ 45 27 ３ 右 左 176 80

番号 ポジション 氏名 所属 学年 投 打 身長 体重 番号 ポジション 氏名 所属 学年 投 打

日本 0 5 0 0 6 1 X 12
二次予選

（２）
韓国 0 0 0 0 0 0 0 ０

回戦 チーム １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ 計

◇２０１５（平成２７）年 第２７回 WBSC U-１８ワールドカップ（2015　WBSC U-18 Baseball World Cup XXVII ）準優勝

番号 ポジション 氏名 所属 学年 投 打 身長 体重 番号 ポジション 氏名 所属 学年 投 打 身長 体重

30 監督 59 27 ３ 右 右 173 82

31 コーチ 52 ２ 内野手 ３ 右 左 174 70

10 捕手 ③ 右 左 178 74 23 ３ 右 左 183 74

22 ３

優勝
決定

韓国 0 0 1 1 0 0 0 0 0 ２
日本 0 0 0 0 0 0 1 0 0 １

回戦 チーム １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ 計

３ 右 左 184 77
８ 捕手 ３ 右 右 185 87 ２０ ３ 右 右 183 83
９ ３ 右 右 178 80

◇２０１４（平成２６）年 第１０回 １８Uアジア野球選手権大会（BFA  Asian 18U Baseball Championship 2014）準優勝

３ 右 左 175 72
１６ ３ 右 右 178 80

５ ３ 左 左 177 68 １７ 外野手 ３ 右 右 176 80
６ ２ 右 右 188 82 １８ ３ 右 左 178 73

コーチ 43 １１ 内野手 ３ 右 右 184 87

投手 ３ 右 右 175 75 １３ ３ 右 左 177 72
２ ３ 左 左 174 75 １４ ３ 右 右 175 70

３ 右 左 174 70

番号 ポジション 氏名 所属 学年 投 打 身長 体重 番号 ポジション 氏名 所属 学年 投 打 身長 体重

監督 43 １０ ３ 右 左 170 80

回戦 チーム １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ 計

二次予選
（１）

韓国 ０
日本 101 4 0

◇２０１３（平成２５）年 第２６回 １８U野球ワールドカップ（XXVI １８U（AAA）Baseball World Cup）準優勝

右 右 176 79

80

19 ３ 左 左 175 76 21 ３ 右 左 176 70

16 ３ 右 右 176 75 ７ ３ 右 右 183 95

17 ３ 右 左 186 83 ８ ３ 右 左 174 80

18 ３ 右 右 188 90 １ 外野手 ３ 右 左 180

72

11 投手 ３ 右 右 173 71 ５ ３ 右 右 182 82

14 ３ 左 左 183 79 ６ ３ 右 左 172 72

32 33 ３ ３ 右 左 173

７ ２ 右 左 187 85 １９

４ ３ 左 左 170 69

41 １２

３ ３ 右 左 172 70 １５

１

0 2 3 X
0 0 0 0 0 0 0



◇2016.09.03、台中野球場

【日】高橋、堀、藤平 - 九鬼　[本塁打] 

【韓】金　珉、河俊永 - 金亨俊、羅種德　[本塁打] 

◇日本選抜代表選手団（２０１６年 第１１回 BFA　U-１８アジア選手権大会[開催地：台湾]・日本チーム：優勝） ※学年の丸数字は主将、青字はのちにプロ野球入り

小枝 守 拓大紅陵元監督 島 孝明 東海大市原望洋

大藤 敏行 中京大中京元監督 九鬼 隆平 秀岳館

米澤 貴光 関東第一監督 渡辺 雄太 いなべ総合

東 哲平 敦賀気比監督 小池 航貴 木更津総合

寺島 成輝 履正社 伊藤 優平 八戸学院光星

藤嶋 健人 東邦 入江 大生 作新学院

堀 瑞輝 広島新庄 佐藤 勇基 中京大中京

早川 隆久 木更津総合 松尾 大河 秀岳館

藤平 尚真 横浜 林中 勇輝 敦賀気比

高橋 昂也 花咲徳栄 納 大地 智弁学園

今井 達也 作新学院 鈴木 将平 静岡

左 左 181 83 ７ 外野手 ３ 右 左 175 73

13 ３ 右 右 175 78 ３ ３ 右 右 186 79

14 ３ 左 左 177 72 ４ ３ 右 右 177 76

18 ３ 右 右 180 72 ８ ３ 左 左 174 75

15 ３ 左 左 180 74 ５ ３ 右 右 174 73

16 ３ 右 右

17 ３

30 監督 64 19 ３ 右 右 180 82

31 コーチ 54

32 41 12 ３ 右 右 174 77

発　行 2017年03月15日

編著者 弘田　正典
（スポーツ文献社）

３
韓国 0 0 1 0 0 0 0 0 0 １

番号 ポジション 氏名 所属 学年 投 打 身長 体重 番号 ポジション 氏名 所属 学年 投 打

33 36 １ 内野手 ③ 右

11 投手 ３ 左 左 183 85 ２ ３ 右 左 167 67

回戦 チーム １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ 計

２次予選
（２）

日本 0 0 0 3 0 0 0 0 0

身長 体重

３ 右 右 180 70

10 捕手 ３ 右 右 181 82

右 173 62

185 83 ６

◇２０１６（平成２８）年 第１１回 BFA　U-１８アジア選手権大会（2016　XI　BFA U-18 Baseball Championship）優勝


